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青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成 26 • 

2 7年度に一般国道 10 1号鯵ヶ沢道路建設事業予

定地内に所在する鳴戸(3)遺跡の発掘調査を実施し

ました。

調査の結果、縄文時代および平安時代の遺構・遣

物が見つかりましたが、特に平安時代の製鉄炉跡や

それに伴う出土品が注目されます。

本報告書は、それらの調査成果をまとめたもので

す。この成果が今後、埋蔵文化財の保護等に広く活

用され、地域の歴史を理解する一助となることを期

待します。

最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対し

てご理解をいただいている国土交通省青森河川国道

事務所に厚くお礼申し上げるとともに、発掘調査の

実施と報告書の作成にあたり、ご指導、ご協力をい

ただきました関係各位に対し、深く感謝申し上げま

す。

平成29年 3月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長田村博美



例戸

1 本書は、国土交通省青森河川国道事務所による国道101号鰺ヶ沢道路建設事業に伴い、青森県埋

蔵文化財調査センターが平成 26・ 27年度に発掘調査を実施 した鰺ヶ沢町鳴戸(3)遺跡の発掘調査

報告書である。 2ヵ年にわたる発掘調査面積は4,000面である。

なお、同事業に伴う本遺跡の発掘調査は平成25年度にも当センターで実施 しており、 当該年度の調

査成果は 『鳴戸(3)遺跡』吉森県埋蔵文化財調査報告書第551集で報告を行っている。

2 鳴戸(3)遁跡は青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大宇舞戸町字鳴戸に位置 し、吉森県漕跡番号は32111で

ある。

3 発掘調査及び整理・報告書作成の経費は、発掘調査を委託 した国土交通省青森河川国道事務所が

負担した。

4 発掘調査から整理・報告書作成までの期間は、以下のとおりである。

発掘調査期間 平成26年 5月 7日～ 7月11日

平成27年4月21日～ 7月30日

整理・報告書作成期間 平成27年4月 1日～平成28年 3月31日

平成28年4月 1日～平成29年 3月31日

5 本書は、吉森県埋蔵文化財調査センターが編集し、 青森県教育委員会が作成 した。執筆と編集は、

吉森県埋蔵文化財調査センター藤田祐文化財保護主事が担当 し、荒谷伸郎文化財保護主事の協力を

得た。原稿文末に、執筆者名を記した。依頼原稿については、文頭に執筆者名 を記 した。なお、出

土石器類の石質鑑定は山口義伸氏に依頼した。

6 発掘調査から整理・ 報告書作成にあた り、以下の業務については委託により 実施 した。

空中写真撮影 シン技術コンサル

放射性炭素年代測定 株式会社加速器質量研究所

炭化材の樹種・炭化種実の同定、土壌分析 株式会社パレオ ・ラボ

胎土分析

製鉄関連瑣物分析

株式会社 パリノ ・サーヴェイ

株式会社 古環境研究所

遺物の写真撮影 シルバーフォ ト、フォトショップいなみ

遺構測量図トレース 吉森オフセッ ト印刷株式会社

7 発掘調査成果の一部は、現地見学会、発掘調査報告会等において公表しているが、 これらと本書

の内容が異なる場合は、正式報告として刊行する本書の内容がこれらに優先する。

8 発掘調査及び整理 ・報告書作成における出土品、実測図、 写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調

査センターが保管している。

9 発掘調査及び整理・報告書作成に際 して、下記の方々と機関から ご協カ ・ご指導を得た （敬称略、

50音順）。

穴澤義功宇部則保小口雅史 木村淳一 佐々木清文設楽政健 嶋影壮憲須原拓

中田書矢畠山篤八木光則



10 本書に掲載した地形図（遺跡位置図等）は、国士地理院発行の25,000分の 1地形図「鰺ヶ沢」、「森

田」、「十面沢」、「種里」及び平成23年 3月東北地方整備局青森河川国道事務所作成の2,000分の 1地

形図「鳴戸(3)遺跡平面図」及び青森県作成の5,000分の 1地形図「鰺ヶ沢農村総合整備モデル事

業平面図」を複写して使用した。

11 測量原点の座標値は、世界測地系に基づく平面直角座標第 X系による。

12 挿図中の方位は、すべて世界測地系の座標北を示している。

13 全体図の縮尺は、各挿図毎にスケール等を示した。

14 遺構については、検出順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺構略号は、以下のとおり

である。

S I一竪穴住居跡 SKー士坑 SD一溝跡 SP一柱穴跡 SNー焼士遺構

SX一性格不明遺構

15 遺構実測図の士屈断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。

16 遺構実測図の縮尺は、 1/40、1/60、1/100、1/200等を適宜使用し、挿図毎にスケール等を示した。

17 遺構実測図に使用した網掛け等の凡例は、挿図中に示した。

18 遺跡の基本士層にはローマ数字、遺構内堆積士層には算用数字を使用した。

19 基本士層・遺構内堆積士層の色調表記等には、『新版標準士色帖 2013年度版』（小山正忠・竹原

秀雄）を使用した。

20 遺物については、取り上げ順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺物に使用した略号は、

以下のとおりである。

P一士器 S一石器 Tー鉄関連遺物 D一士製品 C一炭化材

21 遺物実測図には、挿図毎に 1から通しの図番号を付した。同一個体と考えられる士器等には、図

番号に小文字アルファベットを組み合わせて表記した。

22 遺物実測図の縮尺は、原則として縄文士器・士師器・製鉄関連遺物等は 1/3、礫石器は 1/3、

士・石製品・刹片石器・鉄製品等は 1/2に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。

23 遺物観察表・計測表に使用した略号等については、各表毎に凡例を示した。士製品、石器、製鉄

関連遺物等は下図のように計測し計測値は、長さ x幅X厚さ (cm)・重さ (g)の順に表記した。（ ） 

付きの数値は現存値である。

24 遺物写真には、遺物実測図と共通の図番号を付した。

25 遺物写真の縮尺は、統一していない。
鉄滓類

炉壁 閂
, •• 1• 4 ヽ-

羽憂口熱変真色範囲滓付◎着範囲的径

長

＼ 皇口I 
長さ 幅

幅 厚さ
l 蝠
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第 1章 蒻五概要

第 1章調査概要

第 1節 調査に至る経過

国土交通省東北地方整備局吉森河川国道事務所（以下「青森河川国道事務所」）から一般国道101号鰺

ヶ沢道路建設事業に関する埋蔵文化財の敗扱いについて照会があ り、青森県教育庁文化財保謹課（以

下「県文化財保護課」）では、平成22~23年度に事業予定地内の現地踏査を実施の上、平成23年度及び

25年度に試掘調査を実施した（青森県教育委員会 2012・ 2014)。

試掘調査結果を受けて関係機関が協議を行い、本発掘調査が必要とされた範囲については青森県埋

蔵文化財調査センターが発掘調査を実施するこ ととなり 、平成24年度に鳴戸(3)遣跡、 26年度に金沢

街道沢(1)遺跡、新沢(1)遺跡、新沢(2)遁跡、鳴戸(3)遺跡、 27年度に鳴戸(3)遺跡の発掘調査を

行った。これらの遺跡に関する発掘調査報告書はこれまでに 2冊刊行している（吉森県埋蔵文化財調

査報告書第551集 •563集） 。

鳴戸（3)遺跡は 3カ年にわたって発掘調査を実施し、遣跡の東側の調査区については平成24年度

に調査を終了した（青森県埋蔵文化財調査報告書第551集）。西側の調査区については平成26年度に発

掘調査を実施 したものの、調査区の一部について敗扱いを再検討することとなり 、同年度の調査を中

断した。その後、関係機関による数度の協議を経て、 平成27年度に発掘調査を再開し、同年度中に全

ての発掘調査を終了 した。

第 2節調査の方法

1 発掘作業の方法

平成25年度に文化財保護課が実施した試掘調査で縄文時代の遺構・遺物、同年度に当センターが行

った当遺跡の本調査において平安時代の集落跡と縄文時代の遺構・遺物が確認されていたため、縄文

時代・ 古代の遺構調査に重点をおいて、 時期 ・構造等の把握に努めた。

遺構測量点は、用地幅杭等の設置に用いた 4級基準点を使用した。基準点の座標値は青森河川国道

事務所から提供を受けた。基準点からの測量に支障が生 じた場合は、 用地幅杭や調査区内に任意点を

設置し使用した。また水準原点は調査区脇の 3級基準点21-21(35. 245m)を用い、 調査区内の任意点

に適宜水準移動を行った。

グリッドは調査区を網羅するよ うに設定した。 1グリッドは4mX4mとし、平成25年度に調査を実

施 した際の鳴戸(3)遺跡の原点（平面直角座標系X系のX=86900、Y=-50300)を用いた。原点をIA

-0として、南から北へ向かってロ ーマ数字(I.II~)とアルファベット (A~Y)を組み合わせ、西

から東方向に算用数字を付し、南西隅の組み合わせで呼称した。

なお、 測量基準点、 水準点は平成22年度以前に設置されており、使用した値は平成23年の東日本大

鹿災による影響を受ける前のデータとなっている。本報告では混乱を避けるため、測量時のデータで

提示している。国土地理院のPatchJGDVer. l. 0. 1 (1)を用いて変動後の原点座標値を求めると、X=

86899.5345、Y=-50299. 5716となる。また国土地理院のPatchJGDVer. l. 0. 1（標高版） （2)を用いて水

準原点の変動後の標高値を求める と、35.340mとなる。

(1)補正パラメータファイル ：touhokutaihei youoki2011. par 
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鳴戸(3)遺跡II

(2)補正パラメータファイル： touhokutaiheiyouoki201Lh.par

［基本土層〕

遺跡の基本土居については、表土から順にローマ数字を付けて呼称した。試掘調査時の土層番号と

は異なる部分がある。

［表土等の調査〕

平成25年度の試掘調査•本調査時の所見や土圏の堆積状況等を確認しなが ら必要に応 じて璽機を併

用しながら表土除去を行った。出土した遺物は、適宜地区単位で層位毎に取り上げた。

［遣構の調査］

検出遣構には、原則として確認順に種類別の番号を付けて精査した。平成26・ 27年度の調査におい

ては、平成25年度の調査に使用した遺構番号を引き継ぎ、次番皆から命名した。

堆積土層親察用のセクションベル トは、遺構の形態、大きさ等に応じて、基本的には4分割又は 2

分割で設定したが、遺構の重複や付属施設の有無等により必要に応じて追加 した。遺構内の堆積土層

には、算用数字を付けて、ローマ数字を付けた基本土層と区別 した。遺構の平面図は、主に株式会社

Cubic製「遺構実測支援システム」を用いてトータルステーションによる測量で作成した。遣構の堆積

土層断面図や製鉄炉跡等の平面図、出土遺物の形状実測図等においては、簡易遣り方測量等も併用 し、

縮尺1/10・ 1/20の実測図を作成した。遺構内の出土遣物については、遺構単位・遣構内地区単位で層

位毎に又は堆積土一括で取り上げたが、竪穴住居跡床面や製鉄炉の出土幽物については、 トータルス

テーションや簡易潰り方測量により 、必要に応じて縮尺 1/10・ 1/20の形状実測図等を作成 した。

［廃滓範囲の調査］

調査区I012~ IJ14グリッドの 1~ 13 ・ 15 ・ 16号製鉄炉よりも低位からは、羽ロ・炉壁・鉄滓等が

集中的に出土する状況が確認された。ここを製鉄炉の操業に伴って生じた鉄滓等を廃棄した範囲、「廃

滓範囲」と呼称した。ここでは、グリッドをさらに2mX2mに細分した小グリッドを設定し、遺物の取

り上げを行った。小グリッドは、北を上として左上から順番に①→②（右上）→③（左下）→④（右下）

とした。廃滓範囲では上層から層位毎に人力で掘削し、出土遺物は原則として小グリ ッド単位で層位

毎に取り上げ、必要に応じて詳細な出土位置を記録した。

［写真撮影］

写真撮影には、原則として35mmモノクローム、35llllllカラーリバーサルの各フィルム及び1790万画素

のデジタルカメラを併用し、発掘作業状況、土層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況・精

査状況 ・完掘後の全景等について記録した。また、必要に応じてラジコンヘリによる遺跡及び調査区

域全体の空中写真撮影を業者に委託し行った。

2 整理・報告書作成作業の方法

〔図面類の整理］

遺構の平面図は主にトータルステーショ ンによ る測量で作成したので、整理作業ではこれを原則と

して縮尺 1/20で図化 し、簡易潰り方測量等で作成した堆積土層断面図や竪穴住居跡に伴う炉や柱穴

等の付属施設の実測図等との図面調整を行った。また、瑣構台帳 ・漕構一覧表等を作成して、発掘作

業時の所見等を整理した。
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第 1章 蒻五概要

［写真類の整理〕

35mmモノク ロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、 35l1llnカラーリバーサルフィ

ルムは発掘作業状況、包含居遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファイ

ルに収納した。 また、デジタルカメラのデータは35皿nカラーリバーサルフィルムと同様に整理 してタ

イトルを付けた。

［遺物の洗浄・注記と接合・復元］

遺物の注記は、調査年度、遺跡名、出土区・遺構名、屈位、取り上げ番号等を略記したが、剥片石器 ・

炉壁・鉄滓類等、直接注記できないものは、収納したポリ袋に注記した。

注記における当遁跡の略号は各年度によって14ナルト(3)、15ナ/¥Iト(3)とした。

［報告書掲載遺物の選別〕

主に遺構に伴って使用・遺棄・廃棄された資料、遣構の構築・廃絶時期等を示す資料、遺存状態が

良く同類の中で代表的な資料、所属時代（時期）・型式・器種等の分かる資料等を選別した。

また、平成27年度調査において、総重量約3,500kgに及ぶ鉄滓類の出土があった。発掘調査と並行

して、野外で鉄滓類の水洗いを行うとともに、遺構内の土壌の水洗選別を行い、微細な鉄滓や砂鉄の

回収に努めた。発掘調査期間中に両作業を終え、タジマツール製のピックアップMによる磁着の確認

と分類 ・計量を行い、当遣跡の製鉄過程をよく示す鉄滓類を選別した。

その後、 KDS社製 METAL CHECKER MR-50を使用 して磁化遭物の中からメタル反応のある鉄塊系遣

物の回収を行った。メタル度については、 L・M・H・銹化の4つに分類した。これまでの他遺跡の製

鉄炉の整理作業を参考に、鉄滓類の分類を行い、中でも数多くの古代の製鉄炉の調査例がある福島県

の発掘調査・遺物整理例を参考とした。製鉄関連遺物の分類の流れは、次頁の図 1のとおりである（財

団法人福島県文化振興事業団2010『常磐自動車道遺跡調査報告60横大道遺跡』（第 1分冊）の図を一部改

変して作成）。メタル度については、天辰正義・穴澤義巧ほか編2005『鉄関連遺物の分析評価に関す

る研究報告一鉄関連造物の発掘・整理から分析調査 ・保存まで一』を参考とした。

遣物の観察・図化・写真撮影〕

選別した遵物は必要に応じて実測図または拓本を採り、遺物台帳 ・観察表 ・計測表等を作成した。

遵物の写真については、 一部を業者に委託して行った。

［理化学的分析 ・鑑定］

遺跡の年代 ・木材の利用、堆積土壌の成因、製鉄関連遺物の成分などを明らかにするための分析 ・

同定などを業者等に委託し、行った。

［遺構 ・遺物のトレース・版下作成］

遺構・遺物の実測図やその他の挿図のトレースは株式会社Cubic製「遺構実測支援システム」及び株

式会社Cubic製「トレースくん」を用いた。 実測図版 ・写真図版等の版下作成は、アドビシステムズ製

「Illustrator」、「Photoshop」をそれぞれ使用した。また、割付作業はアドビシステムズ製「InDesign」

を使用した。
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鳴戸(3)遺跡II

水洗選別

三喜-こう―――→分類②ヘ
＼ 

1-I言言卜→分類①ヘ

I分頴① I 

I保管 I

塁

／ 

◇ ◇ 
↓ 

淵
動
滓

炉
内
滓

ピックアップM

着磁検査

KDS社製 METAL CH ECKER M R -50 

金属探知機反応検査

三炉 炉 流
内動

壁滓滓

◇↓ 
戸
羽炉炉流

内動
口 壁滓滓

↓
△
 

9
9
9
9
9
9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇ 

|
入
⑭
＞

9

9
9

9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9

,

 

）
 

員査-調当

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

ー
担析分

『
（出抽

9
9
9
9
99
9
9
9
9
9
9
9
,
'

ー
'
¢料資-析分．

 

i

'

’

9
9
9
9
9
,

＇
ー
ー
物遺

-
表代

Tニ
1計量 I

◇
亨
[[

＼
 

鉄
滓
破
片

砂
鉄

鉄
滓
破
片

◇ 

田
一ー

炉

壁
羽

口

砂泥 （廃棄）

※当フロー図は、福島県文化財関歪級告書第 469集「常磐自動車道遵跡調査報告 60横大道遺跡 （第 1分冊 ）」 p38掲載の

「図 15製鉄関連遺物分類作業の泥れ」を参考に、一郎改変して作成。

図 1 製鉄関連遺物分類作業の流れ
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［鉄関連遺物の分類］

羽口 製鉄炉内に風を送り込むために、炉壁に装着される土製の管である。先端には多量の鉄滓が付

着する。滓が管の内部をふさぐものや、管の内部にとどまるものがある。

炉壁 炉体を構成する粘土壁であり、スサや小石が混じる。内面の状況から、溶着滓が付着せず、酸

化した粘土塊の状態の上部、砂鉄が完全に溶解せずに、粒状のまま付着する中部、炉内反応が

進み、内面に滓が付着し、断面は発泡したよ うな細かな穴が無数に観察できる下部に分けられ

る。

鉄塊系遺物 赤褐色～茶褐色を星し、磁着反応があ り、かつメタルチェッカーで反応があったものを

鉄塊系遺物と した。メタル度はL・ M・Hの3段階に分けられる。

銹化遺物 赤褐色～茶褐色を呈し、磁着反応があり、メタル反応のないものを銹化遣物とした。

炉内滓 茶褐色～赤褐色を呈し炉内で生成された滓である。

炉底滓 炉の底部に形成された滓で、下面が炉床形態を反映し丸く 湾曲する。資料の下面には、砂や

青灰色の遠元状態の炉底粘土が付着している。

流動滓 黒色～吉灰色を呈する流動状の滓。断面u宇形で側面に砂粒や小礫が付着する流出溝滓や、

棒状で流出孔の途中でとどまったとみられる流出孔滓、細長い筋状の単位流動滓がある。

鉄滓砕片 資料の大きさが 5mm以下で分類が困難なものについては、鉄滓砕片として取り扱った。

砂鉄 製鉄炉内から回収された堆積土のうち、磁着する砂泥を砂鉄として取り扱った。
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鳴戸(3)遺跡II

第3節調査の経過

1 発掘作業の経過

［平成26年度】

平成26年度の発掘調査体制は、以下のとおりである。

調査主体 青森県埋蔵文化財調査センター

所 長 三上盛一

次長（総務GM)

調査第二GM

文化財保護主幹

文化財保護主査

専門的事項に関する指導・助言

高橋雅人

川口潤

佐々木雅裕

齋藤正

調査員 藤沼邦彦前弘前大学教授（考古学）

関根達人 国立大学法人弘前大学人文学部教授（考古学）

山口義伸 日本第四紀学会会員（地質学）

平成 26年度の発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。

4月上旬 吉森河川国道事務所（調査委託者） 、吉森県教育庁文化財保護課と他の 3遺跡（金沢街道

沢(1)避跡、新沢(1)遣跡、新沢(2)遁跡）を含めた調査前の打合せを行い、発掘作業の

進め方等について確認した。

4月下旬 調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置、駐車場の整備等、事前の

準備作業を行った。

5月 7日 発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備後、発掘作業を開始した。

5月中旬～ 表土除去を行い、本格的な遺構検出作業に移行した。 また平安時代と考え られる土坑等

の精査にも着手した。

6月上旬 調査区東側の沢地形へ落ち込む斜面において、平安時代の製鉄炉の並列を確認 した。近

隣の杢沢遣跡同様、数基の製鉄炉が同一標面に並んでおり、その斜面下位での前庭部の存

在と沢地への製鉄関連遭物の大規模な廃棄が想定された。

6月中旬 並列した製鉄炉周辺の精査を進め、その斜面上位側を切り土 して、平坦面を作出してい

ることを把握した。

6月下旬 製鉄炉 1基および縄文時代の竪穴住居跡 1棟の精査に着手した。

製鉄炉の分布範囲が、事業者による道路建設事業の計画変更を検討している範囲に璽な

るこ とが明らかとなったため、関係機関で協議を行い、平成26年度の鳴戸(3)遺跡の発掘

調査は、製鉄炉分布域についてはそれ以上の遺構精査は行わず、計画変更の詳細が確定し

た後に取り扱いを決めることとなった。

谷部分及び対岸の斜面はトレンチを先行させて調査を行ったが、調査区内の谷には避物

の分布が広がらないことを確認した。

7月上旬 製鉄炉分布域周辺は土嚢とシートで養生を行い、それ以外の範囲の造構精査を終了した。

7月11日 平成26年度の鳴戸(3)遺跡の発掘調査を終了した。
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第 1章課五概要

平成26年度の鳴戸(3)遺跡発掘調査では、縄文時代の竪穴住居跡 1棟、平安時代の製鉄炉15基と土

坑 4基、時期不明の溝跡4条・焼土遺構 1基を検出した。遺物は、縄文土器・石器、土師器、羽口、

鉄滓など、 36箱（段ボール箱）が出土した。

【平成27年度】

平成27年度の発掘調査体制は、以下のとおりである。

調査主体 青森県埋蔵文化財調査センター

所 長 三上盛一

次長（総務GM) 川上彰雄

調査第二G M

文化財保謹主事

文化財保護主事

JI I口潤

荒谷伸郎

藤田祐

専門的事項に関する指導・助言

調査員 藤沼邦彦前弘前大学教授（考古学）

関根達人 国立大学法人弘前大学人文学部教授（考古学）

山口義伸 日本第四紀学会会員（地質学）

平成27年度の発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。

なお、前年度中に道路の設計変更の詳網が確定し、事業者と文化財保護課の協議により、 平成26年

度に養生を行った範囲は発掘対象となり、東側隣接地の谷部分は事業計画から除外され、調査区北西

部の一部は新たに調査対象とされた。

4月上旬 吉森河川国道事務所（調査委託者） 、吉森県教育庁文化財保護課と調査前の打合せを行い、

発掘作業の准め方等について再度確認 した。

また調査事務所、器材庫、 発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置等、事前の準備作業を行

った。

4月21日 発掘器材等を現地へ搬入し、周辺および調査区内の環境整備を開始 した。

4月下旬～ 前年度トレンチを先行させて調査した谷斜面部には遣構が分布 しないことを確認 した。

新たに対象範囲となった調査区北西側の表土掘削を行うと共に、前年度調査で大規模な廃

滓範囲と想定された調査区東側の沢地形の掘り下げを開始 した。

5月上旬～ 前年度検出 した製鉄炉群の確認状況の写真撮影を行った後、製鉄炉およびその下位の廃

滓範囲の精査に着手 した。

5月中下旬 6基の製鉄炉に加え、平安時代および時期不明とされる性格不明遺構 5基、焼土遺構 1

基、溝状遺構 1基の調査を終了した。調査の淮行に伴い、鉄滓を中心とする製鉄関連遺物

の出土量が非常に多くなったことから、並行してそれらの水洗いも進めた。

5月25日

6月 5日

6月上旬

6月中下旬

7月上旬

現地見学会を開催した。

株式会社シン技術コンサルに委託 し、空中写真撮影を実施した。

製鉄炉の精査が順次終了し、その下位の整地層および粘土採掘坑の調査へと移行した。

6月末時点で13基の製鉄炉や粘土採掘坑の調査を順調に終了 した。

遣構精査と鉄滓 ・土壌の水洗を行い、鉄滓の分類・計量を行った。
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鳴戸(3)遺跡II

7月30日 遺構精査を終了し、本事業に係る鳴戸(3)遺跡の発掘調査を終了した。

平成27年度の鳴戸(3)遺跡発掘調査では、前年度確認されていた平安時代の製鉄炉15基とそれにか

かる廃滓場ーカ所と粘土採掘抗、 平安時代および時代不明の性格不明遺構19基、時代不明の焼土遺

構 1基・溝状造構 1基、平安時代のピット10基の調査を終えた。

選物は、縄文土器・土師器・石器が段ボール箱 2箱、羽ロ・鉄滓を含む鉄関連遺物土嚢袋620袋分

が出土した。

2 整理・報告書作成作業の経過

平成27年度は、発掘作業で作成した図面類の整理および鉄滓の詳細な分類を行った。また製鉄炉を

中心として採取したサンプル類の理化学分析（放射性炭素年代測定分析、 炭化材の樹種・ 炭化種実の

同定分析、胎土分析、製鉄関連遺物分析）を委託した。本格的な整理・報告書作成作業は平成28年4

月 1日から平成29年 3月31日までの期間で行った。その経過及び業務委託状況は以下のとおりである。

整理主体 青森県埋蔵文化財調査センター

文化財保謹主事藤田 祐 （報告書作成担当者）

文化財保護主事荒谷伸郎（報告書作成担当者）

4月上旬～ 縄文土器・石器、 土師器、製鉄関連遺物（羽ロ・鉄滓・炉壁）の接合・ 復元・ 資料化を開

始した。

6月中旬～ 発掘調査現場で作成した平面図と断面図の確認・整理作業を開始した。

11月上旬～ 修正を終えた遺構実測図や遺構配置図・調査区域図のトレースを開始した。

一部の遺構図のト レースは株式会社オフセッ ト印刷に委託 した。

12月中旬 シルバーフォ ト及びフォ トショップいなみに委託して報告書掲載遺物の写真撮影を行い、

写真図版を作成した。

1月下旬 原稿・版下等が揃ったので、報告害の割付・編集を行い、印刷業者を入札・選定して入

稿した。

3月24日 3回の校正を経て、報告書を刊行した。
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嗅戸(3)遠跡II

第 2章遺跡の概要

第 1節遺跡周辺の地形と地質

調査員山口義伸

鯵ヶ沢町は南西側に白神山地が、南側に岩木火山が位置し、北端は日本海に面している。鯵ヶ沢町

から西方の深浦町にかけては津軽西海岸と呼ばれる岩石海岸が展開し、海岸段丘が発達している。一

方、北方の十三湖にかけての海岸線には緩やかに湾曲する七里長浜が展開し、海岸線に並行して屏風

山が発達している。日本海沿岸に分布する鯵ヶ沢台地は高位段丘（標高70~90m)、中位段丘(50~60m)、

そして低位段丘(20~30m)の4段に区分される。七里長浜に並行する屏風山は中位段丘相当の山田野

段丘が砂丘砂で被覆された地域であって、約4kmの幅で南北に約 30kmと続いている。段丘面の高度

は南部で30~40mであり、北方ほど話度を下げ、 20~30mとなる（青森県史2001)。南端の段丘面は天皇

山（標面56.7m)を連ねた丘陵状の縦列砂丘が発達したり、今須(4)遺跡（鯵ヶ沢町教育委員会1999)で

確認したように古砂丘砂が厚く堆積したりと、やや起伏に富んでいる。なお主な河川として、鳴沢

(3)遺跡付近を流れる鳴沢川は岩木山の放射谷であり、岩木火山（本の西端部を流れる中村川は白神山

地内の四兵衛森(642m)に源を発し、鯵ヶ沢町中心街に達している。

鯵ヶ沢町周辺の地質を概観すると、北金ヶ沢から東側の鳴沢川にかけての海岸部には新第三紀鮮新

世の泥岩主体の舞戸層や鳴沢層などが分布している。海岸部に露出する露頭観察から、舞戸層や鳴沢

層などは東西方向の圧縮応力を受けた摺曲構造に支配されており、中村川東方の各地層は鯵ヶ沢背斜

の東翼に堆積している（青森県史2001)。鳴沢川河口域に分布する基盤岩は舞戸層であって、緑灰～宵

灰色の塊状シルト岩～泥岩を主とし、凝灰質砂岩や軽石質凝灰岩などを挟んでいる。本瑣跡と東側に

立地する金沢街道沢(1)避跡（青森県教育委員会2016)を隔てる開析谷にはシルト岩が裸出していて、

挟在する凝灰質砂岩直下のシルト岩には風化によるクラックの発達が目立ち、ブロック状に割れ崩落

が著しい。なお、本遺跡の背後には岩木火山起源の岩屑なだれ堆積面が広く展開している。

一方、鳴沢川の北側には山田野層に相当する砂、シルト、礫からなる未固結の堆積物が10m以上の

厚さで堆積している。吉森県史(2001)では、約12.4万年前に降下堆積した洞爺火山灰Toyaの存在から

山田野層の堆積時期を最終間氷期と考えている。保木原付近の道路改良工事現場で、厚さ15m以上に

及ぶ未固結の堆積物を確認し、おおむね 3層に区分できた。下部層（厚さ 5m以上）は下位からクロ ス

ラミナの発達した淘汰不良な砂層、塊状中粒砂、中粒砂ー網礫互層と細粒砂層、最上部の細粒砂一砂鉄

質砂互層からなる。中部層 (2m)は塊状シル ト層からなり、上部層(6m)は下底に泥炭一細粒砂互層を

有し、上位にクロスラミナを有する砂鉄質砂一細礫互層、中粒砂一砂鉄質砂互層、レンズ状の泥炭暦

を含む細粒砂ーシルト互層、ラミナを有する中粒砂が堆積している。上部層からは地下水の湧出が目

立つ。 これら一連の堆積物から推測すると、青森県史(2001)の指摘のように中部層が尚海水準期の堆

積で、上部層は上方粗粒化を示すことから海退時の堆積と考えられる。そして、山田野層を覆う形で

クロスラミナを有する砂層を挟在する塊状砂層（古期砂丘砂）が 2m以上の厚さで堆積している。古砂

丘砂は下底にToyaの薄層を挟むローム層に覆われ、地表直下に八戸軽石HPが堆積している。

図 3には鯵ヶ沢町森林基本図(1/10000、昭和50年9月作成）をもとに作成した遣跡周辺の地形分類を
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第 2室周辺環境

示した。本遣跡は西津軽郡鯵ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸に、隣接する金沢街消沢(1)遺跡（青森県教育

委員会 2016)は鯵ヶ沢町大字南浮田町宇金沢街道沢に所在している。両遺跡は鳴沢川の南岸に分布す

る山田野段丘上に立地している。両遺跡の問には20m超の急勾配の谷壁をもつ開析谷が流れ、谷壁に

は等高線の円弧状配置が認められ地すべりあるいは斜面崩壊の痕跡と考えられる。その誘因として、

発掘調査終了後の金沢街道沢(1)遺跡調査区内の切通しで確認したところ、基盤のシルト岩最上部が

酸化により変質し、地下水の影響によって粘土化が進行したことが考えられる（菊田2011；杉橋・加藤

2014)。なお、崩壊地点の谷床には上流側からの土砂の供給や、斜面崩壊による。崩落土の移動もあ

ってマウンドが形成され、流路も東側へ偏っている（図 3)。

□•l、:中位段丘 砂丘 合底平野 崩壊地

＼ 
E 

名

巌

1/30000 

図3 遺跡周辺の地形分類図

本遺跡調査区内の基本層序については「基本層序 1」での堆積状況をもとに記述する（図4)。調査

区内の平坦面は畑地整地により土層が削平された箇所もあり、遣構確認はおおむね第V層となってい

る。なお、ローム層以下に関しては製鉄炉跡が検出された調査区東側での堆積状況をもとに述べる。

第 I層 黒褐色土(10YR2/3) 耕作土である。粘性・湿性が弱く締まりに欠け、乾くと黒灰色に変

色しプロック状に割れやすい。斜面低地では黒泥質で湿地性の堆積状況を星している。平坦面では畑

地整地により下位層が大きく削平され、本層直下にm層あるいはIV層が位置している。

第IIa居 黒色土(10YR2/1) 粘性・湿性が多少みられ、全体的にソフ トではあるが乾くとクラック

が発達し崩れやすい。厚さは10cm程度で、ローム粒や軽石粒が多少混入しているが、斜面低地では黒

泥質である。なお、斜面下方では本層下部か、あるいは IIb層境界面に白頭山ー苫小牧火山灰(B-Tm)

がレンズ状に堆積することがある。炉跡の検出状況から本層は、製鉄炉操業から廃棄段階に形成され

た屈と考えられる。

第IIb層 黒褐色腐植質土(10YR2/1) 粘性・湿性のある腐植質であって、全体的に締りがみられる。
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嗅戸(3)遠跡II

なお、炉跡の検出状況から本層は、製鉄炉操業前に形成された層と考えられる。

第m層 黒褐色土(10YR2/1) 漸移層である。粘性・湿性があり、全体的にかたさもあり締まって

いる。下位層のローム粒や軽石粒の混入度合いにより上下 2層に細分される。上位のma層は土壌化

の進行によりローム粒や軽石粒の混入が目立つが、 mb層はブロック状の混入が目立つ。

第IV層 黄橙色軽石層(10YR8/8) 千曳浮石（東北地方第四紀研究グループ1969)、八戸軽石(HP、青

森県史2001、柴・前島2009)に対比される。厚さは約10cmで、最大20cmに達することもある。緻密堅

固な軽石層であるが、層相から上下2層に区分できる。上部のIVa層は軽石粒（径2~3mm大）を包含

するローム層であり、 IVb層はラピリ質軽石暦である。

第V層 明黄褐色ローム(10YR7/6) 暗色帯である。非常にかた＜締まったロームで、クラックが

発達する。ただ、谷状凹地ではIV層直下が径2~3mm大の細礫を含んだかたい酸化層（厚さ 5~10cm) 

や、淡ピンク色の葉理を有するローム質粘土の堆積物が認められる。

第VI層 黄褐色粘土質ローム(10YR5/8) 平坦面ではかた＜締まったローム層で、全体的に格子状

の割れが目立つ。厚さは100~150cmで、灰褐色ロームと酸化の染みのある赤褐色ロームが交互に 2~

3回繰り返して堆積している。なお、本層下底部には中位段丘の指標火山灰であるToyaが堆積してい

る（雁澤ほか1994)。

第VII層 粘土層 中位段丘を構成するシルト質粘土層（厚さ60~80cm)である。上半部は風化により

やや柔らかな黄褐色細粒砂質シルトで、下半部はかた＜締まった灰色シルト質粘土である。

第VIII層 砂層 中位段丘を構成する砂層（厚さ約150cm)である。層相から 3層に細分される。上部

は酸化によりブロック状の割れが目立つ赤褐色中粒砂で、中部は青灰色を呈する塊状中粒砂、そして

下部は平行葉理のある細粒砂となっている。

第1X層 砂礫層 段丘砂礫層の基底に堆積し、基盤のシルト岩を不整合に覆う。

次に、本遺跡の平成25年度調査区は標尚33~34mの平坦な段丘面上に立地し、面上に谷頭を有する

枝谷が西流している。段丘面と谷底との高度差が4m弱と浅い。今回の発掘調査では枝谷の南斜面か

ら平安時代の製鉄炉跡15基と粘土採掘坑 1基が検出された（図 5)。検出地は枝谷の流れが西から北西

へと緩やかに湾曲する箇所で、斜面が大きく後退しやや幅広く展開している。上述の基本層序にある

ように、ローム層直下に粘土質な灰色シルト層（第VII層）と赤褐色砂層（第Vlil層上部）が露出している。

15基の製鉄炉跡は検出状況から 4ブロックに分けられ、西側の15・16号製鉄炉(D群）砂層中に粘土を

用いて炉壁が構築されている。中央部の 8~13号製鉄炉(C群）東側の 1~7号製鉄炉(A群・B群）は

ほぼ粘土層中に構築されている。製鉄炉の操業は湿気を嫌うことから、炉の構築にあたっては粘土を

十分に叩き締める必要があり、D群の 2基を除いて粘土層を選定して炉を構築していると考えられる。

なお、谷底近くから検出されたB群製鉄炉及び付属施設である前庭部は、谷底内の黒泥居上に粘土を

貼り付けて構築されている。斜面から検出された第20号性格不明遺構と粘土による斜面低地の整地跡、

15基の製鉄炉跡の密集状況から考える と、この南斜面は人為的に掘削され炉跡の構築場を拡幅してい

る可能性が高い。

- 12 -



ム．j；．細 が＿

1
l3
1
 

図
4

枷
封
雨
涸

甚ーキ層序l

｛ら
E四
n心

柔褐色土
委掲色，土
柔掲色士し
忠掲色土

1句貰m
l" l叩 II
I”匹

＂ 

基本層序1
n.R下吋四立1釦 碑師 畑 姐位置na吋
nぶD.I:.

[V 疇ぷ望

一(l"双内） （ •I~1作1｀ 炭紐(•I~llrm)1`
炭（●1-1．5oall$

炭(•I～は1｀閃貧年 (K”い） 1S、 径 (?.5"；6/3)（● 1-1.1111)1$ 

b
 

E4 

’̀/ 
とヽR

≪’ ＇ 
？
 

g匹 0

竺地藷乏

， 

•4~• 
•-1. 

≫.̂ 

⑱ 

。
R 

I' 

只寒雇②

怠

S=l/100 5m 

會

。ヽ

｀ 
ム33．如

基本層序2

＂ ←UIOO 5m 

竺地蔭〇 柔褐色，土 1叩 II 貧土(!匹~) 15$、蝉土 (l.m7/o)!Hl層に棺当
安地蔭〇 柔酪土 IQ'/貰m 明洛色土プロック（l.5l'Jl5/$) I郎、灰白・紐プロック

(!畑／1）3氏象律なし B5.1i．6!Q層に音

鴻
2

拇

逗

S
葦
萬

．北砂柔洛色 土 IQ'IR'.l/l 役色土粒(?.＂訳内） （01~3f!fll)1$ 
と士叩 唸土 lQ'/JUん 百醗竺 (5四 ） （ •1-5叫邪、 貧認土粒 (ImV5)

( •I~3m01K 炭 (• I~i叫 I$
四切・急掲色，土 1匹 II 臨埠 (?.5叩 ）(01-1叫 3f 炭 (01-5皿）i$ 象

箪｝含
m叩 柔蛤土 lQ'/JUバ 蓋領色お泣 (1行乃ん） 01~1仇叫 ＂し 控色土粒（？．5YJi紺3)

（い～？叫111.炭を油祁、 他潟沙含む C3/iに棺当
m匹柔褐色土 IQ'IJU/l 蓋億色土 (1"mん） i峰、 炭化tl!(oI～iul) 1$、鉄、多含む

霊＄塩土 i零 羹箆！温窃ぶ叫？•閲芍む菜料
出土する C./i!I:相音

と 叩柔洛色土 IQ'IJU/l 蓋褐色土 (!Qm,I,)I惰、 鉄準を含む 印U耐こ棺当
ャ北渾ー3忠掲色土 1句匹 菫土 (1"mん）祁 鉄、少含む
い心忠洛色，土 IV/頁3n 明鷲褐色土 (I”m)？k蝉士 (l.”訪／8）（● 1～函m)1t

炭化 (01-1叫 Ii象搾少釦＆頂R棺音
起柔掲色土 1”頁VI 貧億色土 (1”mん）ぷ、炭化1!1(01-1.mlI$、低津多含む図/i!I:棺当



嗅戸(3)遠跡II

引用・参考文献

東北地方第四紀研究グループ(1969) 東北地方における第四紀海水準変化，日本の第四系，地学団体

研究会15.

雁澤好博・柳井清冶・八幡正弘・溝田智俊(1994) 西南北海道—東北地方北部に広がる後期更新世の

広域風成塵堆積物，地質学雑誌100.

箕浦幸治・小菅正裕・柴 正敏・根本直樹・山口義伸(1998) 青森県の地質，青森県．

鈴木隆介(2000) 建設技術者のための地形図読図入門第 3巻段丘・丘陵・山地，古今書院．

青森県史編さん自然部会(2001) 吉森県史自然編地学，吉森県．

柴 正敏・前島秀人(2009) 千曳軽石層の帰属について，青森地学 54.

青森県教育委員会(1998) 外篤屋前田 (1)遺跡，古森県埋蔵文化財調査報告書242号

鰺ヶ沢町教育委員会(1999) 今須(3)遺跡，鰺ヶ沢町文化財シリーズ第14集．

菊田 寛(2011) 豪雨を誘因としたスレーキングの早い泥岩の岩盤地すべり，全国地質調査業協会連

合会「技術フォーラム 2011」京都．

杉橋浩ー・加藤 彰(2014) 新第三紀磨（泥岩・凝灰岩）の地すべり調査について，全国地質調査業協

会連合会「技術フォーラム 2014」秋田．

宵森県教育委員会(2015) 鳴戸(3)遺跡，吉森県埋蔵文化財調査報告書551号

青森県教育委員会(2016) 金沢街道沢(1)遺跡・新沢（ 1)(2)遺跡，古森県埋蔽文化財調査報告書

563号

- 14 -



入
し

／
 

SD04~ 

SX20 

整地範囲

A群製鉄炉跡 (1~ 3号製鉄炉）

B群製鉄炉跡 (4~7号製鉄炉）

c群製鉄炉跡 (8~ 13号製鉄炉）

D群製鉄炉跡 (15~ 16号製鉄炉） ゜
S=l/200 1 Orn 

95 96 97 

口
整地範囲

製鉄炉周辺拡大図

口

98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

入 30. Om...__ 

IlA 

I Z 

IY 

X二87000

IX 

I W 

IV 

I U 
X=86980 

IT 

IS 

IR 

IQ 

Ip 
X=86960 

IO 

IN 

IM 

IL 

I K 
X=86940 

IJ 

I I 

I H 

I G 

IF 
X二86920

I E 

ID 

IC 

I B 

X=86900 

゜
S=l/500 20m 

0
含
0
5
,
1
1
A

o
o
a
0
9
,
1
1
A
 

0
8
W
S
,
1
1
A
 

0
9
6
0
S
,
1
1
A
 

0
<
5
0
9
,
1
1
A
 

O
N
N
O
S
,
1
1A
 

図 5 遺構配置図

- 15-16 -



第 2章周辺環境

第 2節 遺跡周辺の歴史的環境（表 1・図6)

鰺ヶ沢町内に所在する周知の埋蔵文化財包蔵地は、平成29年 1月段階で141遺跡である。 時代・時

期の重複はあるがその内訳は、縄文時代全体で103遺跡（早期4遺跡・前期38遺跡・中期41遺跡・後期

77遺跡・晩期23遺跡）、弥生時代 8遺跡、古代62遺跡、中世34遺跡、近世 7遺跡となる。中でも、縄

文時代と古代の遺跡数が突出し、青森県全体の傾向とも共通の様相を示している。 また青森県全体で

は中世の遺跡の割合は 8％であるが、鰺ヶ沢町では16％と 中世遺跡の多さが当町の特徴でもある。

旧石器時代の遺跡は未発見であるが、縄文時代草創期の可能性が指摘された無文土器と石器が平野

(2)遺跡で出士しており、日本海側における貴重な例となっている。縄文時代早期の遣物は出土遺跡

が増加しており、早期前葉の無文土器が新沢(2)遁跡、押型文を特徴とする日計式土器が今須(3)

遮跡・金沢街道沢(1)遺跡・新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡で出土している。 さらに今須(3)遺跡のほか、

新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡で、早期中葉の土器が出土しており 、今後縄文時代早期の明確な遺構の

検出が期待される。

続く縄文時代前期では、中葉の円筒下居式a・b式土器が杢沢遺跡でまとまって出土しており、金

沢街道沢(1)遺跡でも同時期のものの出土が確認された。

餅ノ沢遺跡の位置する鰺ヶ沢町北部は、つがる市石神遺跡や弘前市＋腰内遺跡などに近く 、遺跡分

布が非常に澄密な地域である。餅ノ沢遺跡では、前期末葉の円筒下層 d式土器を中心に中期全時期の

土器が出土しており、前期末とされる ヒスイ製品は、糸魚川産ヒスイの大規模移動の開始期に、既に

本県にも到達していたことを示している。そのほか前期末～中期初頭の津軽海峡域の円筒土器文化圏

に特徴的な、テラスを有する竪穴住居跡に加えて、長楕円形の土坑募群が見つかっている。

餅ノ沢遺跡の鳴沢川下流側に隣接する鳴沢遺跡では、前期末葉～中期初頭頃の土器埋設遣構、土坑、

集積遺構が検出されている。さらに鳴沢川を下った浮橋貝塚では、円筒下居 d式期のヤマ トシジミを

主体とする貝塚が見つかっており 、骨角器も出土している。

縄文時代中期は後・末葉の調査が多く、中でも縄文時代前期から続く餅ノ沢遺跡の調査成果が、注

目される。榎林式または最花式期とされる中期後葉の大型竪穴住居跡は推定長軸長30mと青森市三内

丸山幽跡例に次ぐ規模であり、廃絶後には多量の中期末の大木10式並行の土器群が廃棄されていた。

さらに石棺募のほか、中期末葉の竪穴住居跡や人面が描かれた注口土器の出土も注目される。

大曲遣跡では最花式期の石囲炉•石囲土器埋設炉・配石遣構、湯船(1)瑣跡で中期末葉の土器埋設

遺構が調査されている。また鳴戸(3)遺跡の南方に位置する東禿(2)遺跡では、吉森市三内丸山遺跡

同様の大形の 6本柱建物跡の調査がなされている。

縄文時代後期では、前葉の十腰内 1式期の良好な集落跡が新沢(2)遺跡で調査され、竪穴住居跡の

ほか屋外炉、フラスコ状土坑、土器埋設遺構で構成されていた。竪穴住居跡の石囲炉は炉体土器が炉

中央部ではなく、 一端の炉石に接しており 、特徴的な様相を示 している。

大曲遣跡では、後期前葉の竪穴住居跡1棟・土坑 1棟のほか、十腰内 I式土器が多く出土し、鳴沢

避跡からは十腰内w式土器が、出土している。

縄文時代晩期は、前葉の土坑群を新沢(1)婚跡で検出 しており、貯蔵穴またはその転用墓の可能性

も指摘されている。大平野遁跡では、石囲炉を有する竪穴住居跡・炉跡・配石遣構が検出され、大洞B

~A式期の土器・ 土偶のほか石剣が出土している。建石(3)遺跡では、下位に土坑を有する集石遺構
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鳴戸(3)遺跡II

1基、土坑 3基のほか、環状構成と想定されている配石遺構 1基も検出されている。土坑からは大洞

C2式の土器片が出土したものもある。

弥生時代の遺跡数は8遺跡と少ない。大曲 I遺跡では、前期砂沢式に伴って、遠賀川系土器の出土

が確認され、貴重な調査となった。また新沢(1)遺跡では、砂沢式期の土器埋設遺構 1基のほか、砂

沢式と遠賀川系土器がまとまって出土している。新沢(2)遺跡では、五所式期の土坑のほか、居住施

設の可能性も指摘される焼土遺構が見つかっており、こちらは後期のものとされている。また遺構外

から弥生時代中後期の土器や後北C2D式の土器片も出土している。

奈良時代の集落は、これまで当地域では未確認であった。しかし平成26年度の金沢街道沢(1)遣跡

の調査において、津軽地方西部では初となる奈良時代の土師器を伴う竪穴住居跡9軒が検出され、貴

重な調査成果を得た。 8世紀代の土師器と共に前期擦文土器や須恵器杯の破片も出土している。

平安時代の集落遺跡調査例は多い。鰺ヶ沢町を含む岩木山北西麗は、宵森県で最も製鉄遺構が濃密

に分布する地域であり、製鉄に由来する地名のほか、製鉄に伴う鬼伝説が残る。

金沢街道沢(1)遺跡では 8世紀から統く 9世紀の集落跡、新沢(1)遺跡・新沢(2)遺跡では 9世紀

中葉から10世紀中葉の集落跡を検出した。さらに金沢街道沢(1)造跡では、 10世紀後半から11世紀に

かけての集落跡が見つかり、この時期特有の集落を囲う逆台形の大溝のほか、掘立柱建物跡も検出さ

れている。

外罵屋前田 (1)遁跡は白頭山火山灰降下以前の集落であり 、竪穴住居跡を馬蹄形に囲う周堤のほか

掘立柱建物跡が検出されている。平成25年度の鳴戸(3)瑣跡で検出 した平安時代の集落跡は、白頭山

火山灰の堆積状況から外熙屋前田 (1)遺跡の古代集落に先行するものであり 、集落開始期は 9世紀前

葉に求められている。

本遺跡の南東3.5kmに位置する10世紀後半の集落跡である杢沢遺跡では、宵森県で最も多い34基も

の多数の製鉄炉が見つかっている。さらに大平野遺跡・大館森山遺跡・東禿(2)遺跡やつがる市八

重菊(1)遺跡など、当地域の製鉄遺構の色濃さからは、古代蝦夷地への供給地の可能性も指摘される

ところである。 鳴戸(3)遺跡の 4群15基の製鉄遺構群も、一連の鉄生産集団の痕跡を示すものであり 、

杢沢遣跡例に先行するものである。杢沢避跡および周辺の製鉄遵跡、集落遣跡との比較によって当地

域の鉄生産を含めた古代社会に迫ることが可能である。

中世には15世紀後半の南部一族の種里入部があり、後の津軽氏による津軽統一へとつながった。 南

部光信が拠点とした種里城は津軽氏城跡として平成14年に国史跡に指定され、鰺ヶ沢町教育委員会に

より確認調査 ・整備が進められてきた。また赤石地区の大和田川河口の砂丘地において、北宋銭・明

銭を主とし琉球の世高通宝（初鋳1461年）を最新とする埋蔵銭が、土砂採敗中に見つかっている。

近世の鯵ヶ沢は、弘前藩が日本海海運の拠点を置き、西浜街道と共に藩の流通を担った地である。

北前船の寄港地として賑わいを見せ、白八幡宮には、航海の安全を祈った船絵馬が奉納されている。 「津

軽の京まつり」と称される白八幡大祭は、上方文化の影響が色‘濃く残るものである。町内では、杢沢

遣跡で伊万里焼の碗・皿、肥前産陶器の碗．皿・鉢など、 17世紀中葉から18世紀中葉のものが出土し

ている。

（永嶋豊）
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音森県敦育委員会 1998『外馬屋前田(1)遵跡』音森県埋蔵文化財額査報告吝第242築

寺森県教育委員会 2015『嗚戸(3)遵跡』壱森県埋蔽文化財詞査報告書第551棠

寄森県敏育委員会 2016『金沢街道沢(1)遵 跡新沢 (1)選跡新沢 (2)遍跡』寺森県埋蔽文化財調査器告書第551笑

鯵ヶ沢町教育委員会 1979『嗚戸遺跡』

鯵ヶ沢町教育委員会 1999『今須 (3)造跡』鯵ヶ沢町文化財シリ ーズ第14英

鯵ヶ沢町教育委員会 2002『鯵ヶ沢町埋蔵文化財緊急発掘視査報告吝10 平野(2)選跡』

鯵ヶ沢町教育委貝会 2015『鯰ヶ沢町埋蔽文化財緊急発掘視査報告害14 金沢街道沢(1)遵跡嗚戸(3)遺跡』

鯰ヶ沢町教育委員会 2015『鯵ヶ沢町内逍跡発掘閥査報告吝 1』

鯵ヶ沢町教育委員会 2016『鯵ヶ沢町内遺跡発描親査報告書 2』

岩木山刊行会 1968『岩木山 岩木山窟古代選跡発掘謂査器告書』

鯵ヶ沢町・深浦町城館遺跡調査会 2007『津軽西海岸の城館遺跡』平成1碑屯打音森県考古学会鯵ヶ沢大会記念資料

育森県考古学会 2007『津軽・西海岸の考古学』衛生19年度育森県考古学会手記大会資料棠

遣号・ 遣跡名 時代 文献等

紐1002 芭蕉塚遣腑 ロ・置J 平安 中tt 鯵ヶ沢町徽委2016
紐1003

導墳涅遺貝跡塚
J 平守 遇木山1968，鯵ヶ沢町敏委201&

82100¼ .,ロ・肴J 平出 中11[

821006 II9 .... 

8210H • I r• 9 ロ・積・帽 平安．近世 県鬱委1細
921016 嗣館上野遺廓高地 • E 口 •1t）ぷl.,・サ111: 鯵ヶ沢町徽委201a
321018 平 年中・

321026 •中・1 ）、平':。中匹 袷＊山1磁
321028 蛤木山1幽
321032.,..m ・蕊 J....Y 中l!!

321033 ーツ Iii置國 )....守 中霞

321035 、 1 ・ ・犠・ 切セE 平安
321036 、 2 T・ J 

321037 < 3 、： 、半•安、中官 鯵ヶ沢町蠍魯1909
321038 < 4 ヽ ム 、中宮 県敵養1綱
321038 野. 1 

＇）・・晩中、）弥・援、生弥・晩、ど• 
県鹸養1躙

32l040 沢 1 、奈良、平安 県鹸養3016
32l04l 沢 2 t'-女 県軟聾3016
921042 外馬屋＇田 1)遍 •中・疇l 、 ”‘午．、平女、近世 県鹸養1函
32い43 外馬屋＇田 2)遭渾 • a~ I 匹

921044 ~t H田遺腑 Rl 

32l047 m ・11 •r..h •中・磁 疇 Wエ 県敦養l995
321063 滋 直 l3 ・'恥 l 
321064 下 9K• 1)遭 •utl 喝Ii"!'

821066 下 水9 2)潰鰍 ・？曇1

3210114 中 軍 中世 鯵ヶ阿•鵬＂“＇OO膚可I介

321⑳6 戸 波城跡 平安、中批 9町ヶ如憂“'m07攀勾で1!115介， 鯵ヶ沢町・一

8210117 Ill[濯"111l 中世 鯵ヶ沢町・疇囀費200漕喧介

321093 嗚戸(1)遺跡 縄文（早•前・後）｀平安 県敦養2016．鯵ヶ沢町敦蚕加16•
加18

321102 

芯迂盟閃翻むfl芸如
平安

821108 絹平安
82110( 平安
821106 綱

821107 東禿(2)遣跡 縄文（前・中・後・晩）、平安 ●冑轟ヶ沢県考J蠍古曇学囀会泊賽＂等で鱗介

321108 東禿(3)l置跡 畠 t（獨・岬I

321109 東禿館遺跡 中世 9代町・躙暉航DO噂噸介

821110 驀戸l2)遭跡 平安

S21111 畜戸(3)遺跡 平安 鯵ゲ沢町徽委1979，県蠍委2016

321ll2 ム！ 2 1“ llll"Jt' 鯵ヶ沢町徽養2002
321115 I|、． 編す（鵡） 半安

321119 沢(4)遭舅F.... 

321125 l .... 

32 l132 ヶ沢 I近
321133 王;甲頃罰［ 近ト

321134 明 II 1中
331136 -・ ＇』ー一，． 近世
32ll37 J .... 3 置麟 s.す 鯵ヶ沢町敏魯躙査

表 1 周辺遺跡一覧
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嗚戸(3)遺跡II

〗詈〗．K 釘 一哀戸こ‘ノ、 り／＼三：：1、口．）， l／ r 

[，，i,!〗二：；：冒： Ig :1
〕1;：；1：: [＼D/（〈¥,／¥（¥、口:l'口
〗：二ヘ‘,..〗●9:□:[：〉....〗[；［(、ロ
心曽 •I、 応芍 '(,0 ) 、 ,1 ¥`19[ r,l1'r，， 

＇ ） 属、 l［口し三〗：悠、〗／こ（空竺:→..... -0¥＼r乞：ロ
1, 

ち、ー..
; i l} 

'製"'¥,̀.I?7̀ / -o 
I ． 

，； 
,.' 

9 お・対i•.,. 
竺 袷遵・•• r}- ;.. 
鴻g 

% ,• 

；ヽ憎’I

．、外I

。ゞ̀
0噸！り

* ~ t=,- ~;::．ふー ｀；→·、
l .？訊沼9 (AU” / 

”年9料 ：1蜘 -`  nt、9に、＇＼：に‘.f悉 —:5誨り］ご旦竺三（｀｀八＼ョ

@ 
艇

→ 
羞

斧
ょ
羹畿

，

図6 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 3章 検出遺溝と出土遺物

第 3章検出遺構と出士遺物

第 1節 概要

鳴戸(3)遺跡では、竪穴住居跡 1棟、製鉄炉15基と土坑4基、性格不明遺構19基、溝跡5条、焼土

遣構2基、ピット10基を検出 した。出土遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、石器である。遣構は、

古代の製鉄炉のある標高約30~32mの斜面部と縄文時代の竪穴住居跡や、古代の土坑、時期不明の焼

土瑣構や溝跡のある標高32~34mの丘陵の平坦部でそれぞれ確認された。調査区の北側には西流する

枝谷があり、谷部分と斜面部にトレンチを入れ、縄文時代の漕構や古代の鉄関連選構の有無を確認し

た。結果、遺構と遺物が確認されなかったため、この地点については、 トレンチ調査をもって終了と

した。

第 2節 縄文時代の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

第15号竪穴住居跡（図 7~10) 

［位置・確認］ IT・ IS-07グリッドに位置し、 W層で検出 した。

［形状・規模］ N-30°-Eを主軸とし、長軸4.69m、短軸3.62mの楕円形を呈する。面積は11.8面である。

［壁・床面】壁面の立ち上がりは不明瞭である。確認面までの壁高は 27cmを測る。床はにぶい黄橙色

粘土を貼って貼床とし、平坦に整えられている。

［炉】北よりに石囲炉（炉 1)、南よりに地床炉（炉 2)、土器埋設炉（炉 3)を各 1基ずつ検出した。炉

1は長軸20cm前後の長楕円礫を方形に配置している。炉石がない西側には抜取痕が見られる。規模は

長軸・短軸共に65cmで火床面は貼床が被熱している。炉 2は長軸48cm、短軸25cmの浅い掘り込みで、

炉跡検出面が被熱している。炉 3は土器底部が斜位に埋設されていた。炉体土器内部に焼土ブロック

や炭化物がみられ、南側の外部も被熱している。

［柱穴・ピット】 9基検出した。Pit1 ~ 5 ・ 9の6本が主柱穴と考えられ、六角形に配置されている。

Pit 8は石囲炉との位置関係から、特殊施設と考えられる。

［堆積土】 11層に分層できた。黒褐色土が主体である。焼土粒が多量に含まれることから、人為堆積

と考えられる。

［出土遣物】土器3点、石器11点を図示 した。図 8の 1~3は最花式の深鉢である。 1は接合の結果、

完形となった。全面に縄文が充填されている。 2は沈線と刺突による文様が施されている。 3は炉体

土器で、同一個体が見られなかったことから破損したものを使用していたと考えられる。図 9の1は

両面調整石器、 2は二次加工剥片、 3は微細剥離剥片、 4・ 5は石核である。定形石器は出土せず、

石核は小型の円礫の多方向から剥離を行っている。 6は磨十敲石、 7 • 8は磨石、図10の 1~3は石

皿である。礫石器のうち、 8 ・ 10-2 ・ 10-3は炉 lからの出土である。図示しなかったが、本遣構中

からは焼成粘土塊も出土している（写真図版32)。

［時期】出土避物から、中期後葉に帰属する。
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嗅戸(3)遠跡II
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第3幸検出還構と出土遵物

1 、L'.―ゞ，9.)' 匁 2

o 1/4(1 ・2) 10cm o 1/3(3) 10⑳ 

図8 第15号竪穴住居跡出土遺物(1)
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喝戸(3)遺跡II
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第 3室 検出遠構と出土遠物
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図10 第15号竪穴住居跡出土遺物(3)
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鳴戸(3)遺跡 II
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図11 遺構外出土土器

- 26 -



第 3圭 検出遠溝と出土遺物
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図12 遺構外出土石器(1)
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嗅戸(3)遠跡II

ー1

\>

口

2 遺構外出土遺物

(1) 土器（図11)

91胃[WUロ
2 

o 1/3 10cm 

図13 遺構外出土石器(2)

士器は21点図示した。縄文時代中期後葉の最花式士器を主体と し、早期～晩期の資料が出士してい

る。出土資料のうち、 9・ 17はそれぞれ製鉄炉内部からの出土だが、いずれも平安時代の遺構である

ため遺構外扱いとした。 1は早期中葉に比定され、外面に貝殻腹縁圧痕と沈線文が見られる。 2~5

は縄文時代中期前半の円筒上層 d~e式に比定される。うち 3~5は隆帯や透かしの状況から接合し

ていないが同一個体の可能性がある。いずれも胎土に砂粒の混入が目立つ。 6~14は最花式に比定さ

れる。 6は底面に網代痕が見られる。 8 ・ 9の外面には 2条一対の沈線が見られる。 10には蕨手文が

施されている。12には横走する刺突列が見られる。15は中期後葉に比定すると考えられ、外面には

条痕が見られる。 16~18は中期末～後期に比定される。17・ 18は折り返 し口縁である。19・ 20は後

～晩期に比定されると考えられ、いずれも沈線がみられる。21は晩期後葉に比定され、 19や20と比べ

て細い沈線が施されている。

(2)石器（図12・ 13) 

石器は8点図示した。図12の 1は石核で、小型の円礫の平坦面から数回剥離している。 2は磨製石

斧で、側面の稜が立つ。基部の左右側面に横方向の溝が見られる。 3・4は磨石で、 3は円礫の表裏

面と右側面を磨面として使用している。 5は磨十凹石で、磨石と して使用した後に凹石に転用したと

考えられる。6は凹石で、亜角礫の4面を使用している。図13の1は敲石で、長楕円形の円礫の上端

から右側面にかけて使用 している。 2は石錘で、扁平な円礫の 4方向を表裏面から打ち欠いている。
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第3節 平安時代以降の遺構と遺物

1 概要

第 3章 検出遺溝と出土遺物

平安時代以降の遺構は、丘陵の平坦部で土坑 4基、焼上遣構 2基、溝跡5条が確認され、斜面部で

製鉄炉15基とそれに伴う性格不明遺構19基とピッ ト10基を検出した。製鉄炉は、竪形炉であり、標高

30~32mの範囲で斜面に直交する方向に主軸を有し、 2~6基が近接して並ぶ状況にあった。ここで

は1号～ 3号製鉄炉をA群、 4号～ 7号製鉄炉をB群、 8号～13号製鉄炉をC群、 15号・ 16号製鉄炉

をD群と 4つの群に分けて調査を行った。また製鉄炉の周辺から確認された遁構は各群と共に取り扱

った。斜面のうち製鉄炉よりも低位では、多量の羽ロ・炉壁・鉄滓類が層状に出土しており、ここを

廃滓場とした。廃滓場からは約1822.1kgの遺物が出土した。また、製鉄炉の操業に先立ち、この範囲

では粘土の採掘や、斜面の整地が行われており、それぞれ第20号性格不明遺構と整地範囲とした。

2 整地範囲と第20号性格不明遺構

今回検出された製鉄炉が所在する斜面部では、炉体の構築に先立って粘土の採掘と埋め戻し、また

自然地形を切り出し、その土を斜面下方に押しならすことによって、製鉄炉操業に必要な地形を形成

している。精査の結果、製鉄炉の炉体や土器等の素材となる粘土を採掘した粘土採掘坑と整地範囲で

あると判断した。

(1) 整地範囲（図14・ 16 ・ 17 ・ 21 ~ 23 ・ 27) 

［位置・確認状況]IM-10~13、IL-10~15、IK-09~15、IJ-10・ 11、13~15グリッドに位置し、IV層で

検出した。

［平面形と規模］東西22.lm、南北11.3mの不整形である。

［堆積土］堆積土は26層確認した。 A群製鉄炉跡は整地層を16層確認し、 Al・ A2 ・ A4~6 ・ A12~16 ・ 

A22~24 ・ A26 ・ A28 ・ A30層である。 B群製鉄炉跡は整地階を 9磨確認し、 B2・ B5~ B7 ・ B7, ・ B711 ・ 

B10 ・ B11 ・ B11'層である。 C群製鉄炉跡は C7居が整地層にあたる。 D群製鉄炉跡では製鉄炉よりも低

位が沢によって壊されているため整地層が確認されなかった。 また、整地層は、製鉄炉の構築前に行

われたもの (Al・A2・A4・A12~ 16・A22 ~ 24・A26・A28・A30層、 B5・B7・B7'・B711・BlO・Bll・B11'層、

C7層）と、製鉄炉の操業後に行われたもの (A5.A6層、 B2・ B6層）に分けられる。構築前の整地には

製鉄炉の構築に関わるもの(A22・ A23 ・ A28層）、斜面を削平 し、その土を斜面下方に押 しならしたも

の(Al・ A2 ・ A4 ・ A12 ~ 16 ・ A24 ・ A26 ・ A30層）があったと考えられる。［瑣物］整地暦から土師器の

杯及び高台杯、鉄関連遺物、縄文土器4点、剥片石器3点が出土 した。鉄関連漕物は、約96.5kg出土し、

炉内滓と流動滓が多く出土した。層別では、 B6層、 B10層、 B11層から流動滓と炉壁が多く出土した。

遺物は製鉄炉構築前の整地居から多く確認された。土師器は 5点出土し、すべて図示した（図17-1~

5)。出土状況が確認できたものは、製鉄炉が構築された地点から低位で、かつ廃棄層の下居の標高

29. 5~30mの範囲で出土した。すべてロクロ整形で、1・ 2は内面ミガキ調整で内面黒色処理が施される。

1 ・ 2 ・ 5は椀状をなす。 2 ・ 3は底部から口縁部までまっすぐ立ち上がる。 2は、外側に張り出

す面台をナデヅケによって貼り付けている。底面の切り離し痕は、高台貼付時にナデ調整で消えてい

るものと思われる。
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嗅戸(3)遠跡II

［時期］士器の年代に関しては、 9世紀後半であると考えられる。図17-3の類例として、鳴戸(3)遣

跡の第4号竪穴住居跡・第5号竪穴住居跡から土師器坪が出土している（青森県教委2012)。

(2) 第20号性格不明遺構（図14・ 15 ・ 16 ・ 17) 

［位置・確認状況］ IM-10、IL-10~12、IK-10~12、u-10~12グリッドに位置する。IV層で検出した。

黒褐色土を主体とし、堆積土に黄褐色粘土と灰白色粘土が多量に混入する不整形なプランとして認識

した。

［重複］第8号製鉄炉、第18号土坑と璽複し、本遭構が古い。

土層断面図の A-A’ では、 C群製鉄炉跡の整地層であるC7層と廃棄層C3層の上に本遣構の覆土を確認

した。また F-F'では、 C7層の上下で本遣構の覆上が確認された。このことから本遣構は、掘削→埋

め戻し→整地範囲の造成→製鉄炉の構築・操業→ 2度目の埋め戻しがなされたものと判断した。

［平面形と規模］東西12.3m、南北11.Om、深さ0.5~1. 15mであり、不整形を呈する。幾重にも重複す

る土坑状の掘りこみが確認された。遺構は谷側に向かって段を作りながら深くなり、廃滓場が形成さ

れている谷部まで延びる。

［堆積土］ 63層に分層できた。掘削の後、埋め戻されているため、覆土は全体的に多量の黄褐色土ブ

ロックが混じる状況が観察された。土層断面図ごとの対応関係については、部分的には追うことがで

きたものの、全体では対応が確認できなかった。また土層断面図 c-c’において、埋め戻し上を切る

ような土の堆積状況が認められたことから、掘削→埋め戻し→掘削→埋め戻しがあったものと推察さ

れる。

［壁・底面］土層断面図 B-B'の g層と h層、 c-c'の d層と h層、 F-F'の23層において、 30~50cmほ

ど壁面よりも奥に掘り込む状況が確認され、これは1V層の下にある灰白色の粘土を採掘するためと考

えられる。遵構の底面には凹凸がみられる。

［出土遣物］縄文土器 1点、鉄関連遺物は約16.4kg出土した。炉壁、炉内滓が多く確認された。うち

炉壁2点を図示した（図17-6 ・ 7)。6は炉壁下部にあたる。内面は木炭材痕がみとめられ、下部に

滓が付着する。表面は一部なめらかであるが、ざらざら している。また下部に筋状のくぼみがみとめ

られる。粘土のほか多量のスサが混じる。 7は炉壁中部にあたる。内面は中央部分が丸くくぼみ、上

部に溶解しきらない砂鉄が残存し、下部に滓が付着する。粘土のほかスサが混じる。

［時期］本遣構 3層から出土した炭化物の炭素年代測と樹種同定を行った。樹種はモクレン属で、年

代測定の結果、奈良時代から平安時代前半頃との結果を得た（第4章第2節、同第3節）。
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第 3圭 検出遠溝と出土遺物
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図14 整地範囲および第20号性格不明遺構
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図15 第20号性格不明遺構(1)
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第20号性格不明遺構(A-A')(1/100) 
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(D-0') 

g' 

C -C‘ 
a層 暗褐色土 IOYR3/4 明黄褐色土ブロック (IOYR7/6)25% 炭化物（も1~3皿）1%
b層 黒色土 IOYR2/1 明黄褐色土 (IOYR7/6) 20% 炭化物 (¢1~5皿）1%
c層 黒色土 IOYR2/1 にぶい黄褐色土 (IOYR5/4)15% 
d層 黄褐色土 IOYR5/6 黒褐色土 (IOYR2/2)15% 
o層 明黄褐色土 IOYR6/8 灰白色土ブロック (IOYR7/1)筏、黒褐色土ブロック (IOYR3/1)1% 
f層 明黄褐色土 IOYR7/8
g層 灰白色土 IOYR7/1
h層 黒色土 IOYR2/1 にぶい黄褐色土ブロック (IOYR5/4)30% 
澤 黄褐色土 IOYR5/6 浅黄褐色土 (IOYR8/4)20%、炭化物 (¢l~1.5四）1%
j層 黒褐色土 IOYR3/1 明黄褐色土 (IOYR6/6)30%、炭化物 (¢1~5皿）1%
k層 明黄褐色土 IOYR7/6 黒色土 (IOYR2/1)20%、褐色土 (IOYR4/4)5% 
kl層黒褐色土 IOYR2/2 
k2層黒褐色土 IOYR3/2 明黄褐色土ブロック(IOYR7/6)15% 
1層 にぶい黄橙色土 IOYR7/4 黒褐色土ブロック (IOYR3/1)I億、黄褐色土ブロック (IOYR5/8)5%、

灰白色土ブロック (IOYR7/1)2% 
澤明黄褐色土 IOYR7/6
n層 黒褐色土 IOYR2/2 明黄褐色土ブロック (IOYR7/6)15%、褐色土ブロック (IOYR4/4)5%、

灰白色土ブロック (IOYR7/1)2% 混入土ブロック状
o層 明黄褐色土 IOYR7/6 灰白色土 (IOYR7/1)5%、暗掲色土 (IOYR3/3)漑
p層 明黄褐色土 IOYR7/6 黒褐色土 (IOYR3/1)5%、灰白色土 (IOYR7/1)邪炭化物(¢1~2nn)1%
q層 明黄褐色土 IOYR7/6 灰白色土 (IOYR7/1)洩、黒褐色土 (IOYR3/1)漑炭化物 (¢1~2皿） 1%
r層 明黄褐色土 IOYR7/6
s層 灰白色土 IOYR7/1 
t層黒褐色土 IOYR3/2 

lrwJD' 
(E-E'） 

0 S=l/100 4m 

D-D' 
a屠 黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色土 (10YR6/6)20%、炭化物 (4,l-3rum)l%
b層 明黄褐色士 10YR6/6 黒褐色土 (10YR2/2) と暗褐色土 (10YR3/3)の混合30%、黄褐色土 (10YR5/6)10%、

灰白色土 (10YR7/1)邪、炭化物（も1~1伽ru)2%
b'層明黄褐色士 10YR6/6 黒褐色土ブロック (10YR2/2)と暗褐色士ブロック (10YR3/3)(J)混合3W,、

黄褐色土ブロック (10YR5/6)!W,、灰白色士ブロック (10YR7/1)7%、炭化物 （も1~10皿）漑
c層 黄褐色土 10YR5/6 黒褐色士 (10YR2/2〉3%、10YR7/1灰白色士漑、炭化物（,t;l-2ruru)l%、5YR4/8赤褐色士粒（も1~10皿）1%
叶目 黒褐色士 10YR2/2 暗褐色士 (10YR3/3)が混ざる、黄褐色土 (10YR5/6)漑、明黄褐色士 (10YR6/6)3% 
f層 明黄褐色士 10YR6/6 黒褐色土 (10YR2/2)邪、灰白色土 (10YR7/1)5%、黄褐色土 (10YR5/6)5%、褐色土 (10YR4/4)2% 
g屠灰白色土 10YR7/1 明黄褐色土 (10YR6/6)20%、黄褐色士 (10YR5/6)5% 
h層 黒褐色土 10YR2/2 暗褐色士 (10YR3/3〉が混ざる、明黄褐色士粒 (10YR6/6) （,f;l-2rum)1% 
i層 明黄褐色士 10YR6/6 灰白色土 (10YR7/1)邪

[V 

E' 

第20号性格不明遺構 A-A' 
1 黒褐色土 IOYR2/2 暗褐色土 (IOYR3/4)地山粒1% 
2 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色土粒 (IOYR5/8)15% 
3 黄褐色土 IOYR5/6 暗褐色土粒 (IOYR3/3) （ も 10~30mm) 3% 
4 黄褐色土 IOYR5/8 黒褐色土ブロ ック (IOYR2/3)10% 
5 暗褐色土 IOYR3/4 黒褐色土粒 (IOYR2/3)3% 
6 明黄褐色土 IOYR6/6 黒褐色土粒 (IOYR3/1)7% 
7 黒色土 IOYR2/1 明黄掲色土ブロック (IOYR6/6)30'1/o 
8 黄褐色土 IOYR5/6 黒褐色土ブロック (IOYR3/2)15%、明褐色土ブロック (7.5YR5/8) 2% 
9 黒褐色土 IOYR2/2 暗褐色土 (IOYR3/4) （も～50mm)7% 
10 黒褐色土 IOYR2/2 明黄褐色土粒 (IOYR6/6)10%、褐灰色土ブロック (IOYR6/1)10% 
11 黒褐色土 IOYR3/1 黄褐色土 (IOYR5/6)3％ブロ ック
12 黄褐色土 IOYR5/6 
13 黄褐色土 IOYR5/6 黒褐色土粒 (IOYR3/1)15%、褐灰色土ブロック (IOYR6/1)5% 
14 黒褐色土 IOYR3/1 明黄褐色土ブロック (IOYR7/6)25'1/o 
15 にぶい黄橙色土 IOYR7/4 黒褐色土プロック (IOYR3/1)10%、

掲灰色土プロック (IOYR6/1)5% 
16 明黄褐色土 IOYR6/6掲灰色土プロック (IOYR6/1)7%、明掲色土ブロック (7.5YR5/8) 3% 
17 明黄褐色土 IOYR6/8暗灰色土 (IOYR3/4)20%、 炭化物 （も !~2mm) 1% 
18 黒褐色土 IOYR3/2 明黄掲色土ブロック (IOYR7/6)25%、炭化物 (¢1~3mm)3% 
19 黒褐色土 IOYR3/2 明黄褐色土ブロック (IOYR7/6)25%、炭化物 (01~3mm)3% 
20 明黄褐色土 IOYR6/8明掲色土 (7.5YR5/8) 5%、 炭化物（も 1~10mm) 2% 
21 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物 （も !~2mm) 1% 
22 黄褐色土 IOYR5/6 
23 黒褐色土 IOYR2/2 炭化物（も !~2mm) 1% 
24 明黄褐色土 IOYR6/6暗掲色土 (IOYR3/3)5% 

B-B' 
遁黒掲色土 10YR3/lII b 
b層黒褐色土 10YR3/l 明黄褐色土 (10YR6/8)10%、

にぶい黄橙色土 (10YR7/2)啜、 炭化物（も1~311JD)l%
c層 黒 色 土 10YR2/l
d層 黒褐色土 10YR2/l 明黄褐色土 (10YR6/8)1% 
o層灰黄褐色土 10YR4/2明黄褐色土 (10YR7/6)35% 
f層 黒褐色土 10YR3/l 明黄褐色土 (10YR6/8)1% 
g層黒色土 10YR2/l 
h層 明黄褐色土 10YR6/6地山IV層
i層 黄褐色土 10YR5/6 黒褐色土プロック (10YR3/2)35%、

灰白色土プロック (10YR7/l)2% 炭化物 (4,1~1.5皿）1%
j層 黒褐色土 10YR3/l 黄褐色土 (10YR5/6)20% 
環 明黄褐色土 10YR7/6 灰白色土 (10YR7/1) 5% 
1層 黄褐色土 10YR5/8 灰白色土 (10YR7/l)8% 
環 明黄褐色土 10YR6/6 黒褐色土プロック (10YR2/2)10% 
n層明黄褐色土 10YR7/6 
o層 黒褐色土 10YR3/2 明黄褐色土プロック (10YR7/6)15% 
p層 明黄褐色土 10YR6/6 黒褐色土 (10YR3/2)7%、灰白色土 (10YR7/1)漑黄色IV層
q層 黒褐色土 10YR3/l 明黄褐色土 (10YR6/6)滋

F-F' 
1層灰白色士 IOYR7/l 黒褐色土 (IOYR2/3プロック） （,t,30~50皿）5%
2層褐灰色士 IOYR4/l 炭化物 (,t,~l皿） 1%
3層 黒褐色士 IOYR2/2 黄褐色土 (IOYR5/6)地山粒(4,30~50rum) 5% 
c7層 黒 褐 色土 IOYR3/l 炭化物(,t,1~2rom)l%
c7'層 黒褐色土 IOYR2/2 黄褐色土粒 (IOYR5/6)（も1~5皿）5%、炭化物粒(</,1~2rum)l%
8層黒褐色士 IOYR2/2 明黄褐色土 (IOYR7/6)（も10~3如m)5%
9層黒褐色土 IOYR3/l 黄褐色土 (IOYR5/6) （,t,20~50皿）10%
10層 にぶい黄橙色土 IOYR7/3 炭化物（も1~5皿）1%
II層 にぶい黄橙色土 IOYR6/4 黒褐色土プロック (IOYR2/2) (</, ~5伽m)5%、

炭化物(,f,1~5皿）況
17層 黒褐色士 IOYR3/I 暗掲色土粒 (IOYR3/4)35%、炭化物粒（<I>1~1.5皿）1%
18層黄掲色土 IOYR5/6 灰白色土 (IOYR7/I) (,f, ~50mm) 20%、

黒褐色土 (IOYR3/I) (4, ~50mm) 5%、炭化物 (4,1~15皿）況
19層 黒褐色士 IOYR3/2 黄褐色土 (IOYR5/6) （も10~8伽rn)5%、炭化物（も1~5mm)I%
20層黒褐色士 IOYR3/I 明黄褐色土 (IOYR7/6) (</, ~IOlli'Jl) 3%、

灰白色土 (IOYR7/I) （も30~50lli'Jl)2% 
21層灰白色士 IOYR7/I 黄褐色土 (IOYR5/6)5o/o 
22層黒褐色士 IOYR3/I 黄褐色土粒 (IOYR5/6) （4,1~3四）1％ 
23層 黒褐色士 IOYR3/2 黄褐色土ブロック (IOYR5/6) (<I> 10~60mm)20o/o 
24層黄掲色土 IOYR5/6 暗褐色土 (IOYR3/3) (,f, ~50mm)課

E-E' 

a層 明黄褐色士 IOYR7/6 黒褐色土 (IOYR3/1)2%、灰白色土 (IOYR7/1)2% 
b層 黄褐色士 IOYR5/6 黒褐色土 (IOYR3/2)25%、灰白色土 (10YR7/1) 10%、地山がブロック状に混入

図16 第20号性格不明遺構(2)
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第3幸検出遣惜と出土達物
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鳴戸(3)遺跡II

3 製鉄関連遺構群

調査区東側、標面30~32rnの段丘縁辺から斜面にかけて15基の製鉄炉と19基の性格不明遣構、 ピッ

ト10基を検出した。最も南側のものを 1号製鉄炉とし西側から北側へと順次命名 した。当初、 14号製

鉄炉としたものは、精査の結果、 不要であると判断したため、欠番扱いとした。製鉄炉は、2基～ 6

基が近接した状況で確認され、北斜面と西斜面のまとまりごとにそれぞれA・B・C・D群と呼称した。

製鉄炉は斜面に直交する方向に主軸を有する楕円形を呈し、地山を掘り込み粘土を貼り付けるもの

(2 ・ 4~8号製鉄炉）、地山を掘り 込むだけのもの(1・ 3 ・ 9 ~ 13、16号製鉄炉）がある。また堆

積土の観察から、隣接する製鉄炉に明らかな時期差が認められるものがある一方、確認できなかった

ものもある。ここでは製鉄炉周辺で検出された性格不明遺構およびピッ トについても併せて記載する。

製鉄炉と周辺の遺構に関する年代は、製鉄炉の構築に先行して行われた整地層出土の上師器よ り9世

紀後半以降である と考えられる。また 3 号 ・ 7 号• 9号製鉄炉で確認された炭化物の炭素年代測定を

行った。 3号製鉄炉出士試料が古墳時代終末期から奈良時代頃、他の 2基の出士試料は、奈良時代か

ら平安時代前半頃に相当するとの結果を得た（第4章第2節参照）。

(1) A群製鉄炉跡と周辺の遺構群（図18• 20~22 ・ 24) 

1~3号製鉄炉は、IK-13・ 14グリッドから IJ-13・ 14グリッドの標面30.6~31. 6mの範囲で検出さ

れた。製鉄炉は1~2mほどの間隔で構築されている。堆積土の観察から、 2号より 、3号製鉄炉が新

しい。また 2号・ 3号製鉄炉構築前に周辺が掘削されており 、これは製鉄炉を作る際の整地に関わる

ものと考えられる（図21・ 22) 。この他、周辺には第 7 号 • 8号 ・22号 ・23号 ・24号・ 25号 ・26号性

格不明遺構、第30号ピットが確認された。第30号ピッ トは、3号製鉄炉の断面で確認された整地層で

ある A12層の士を充てん したものと考えられる。第25号性格不明遣構と第 30号ピッ ト以外は、製鉄

炉よりも標尚の南い場所で検出された。 これらは製鉄炉の上部、下部で行う作業に伴 うものと考えら

れ、製鉄炉に関連する遺構であるものとみられる。

1号製鉄炉（図18・ 20~22 ・ 29) 

［位置 ・確認状況］IJ-14グリッドに位骰する。W層で検出した。

［重複］第7号不明遣構と重複するが、本遺構が新しい。

［平面形と規模］長軸1.02m、短軸0.36mの楕円形を呈し、深さ26cmである。炉の北側には幅39cmの開

ロ部がみられる。前庭部は確認できなかった。

［堆積土］ 2層に分居できた。 1層は暗褐色土を主体と している。 2居は黒褐色土を主体とし、本層

上面から炉底滓（図29-1)が出土しており、炉底面とみられる。

［炉底 ．炉壁］ 2層上面の炉底は平坦である。壁は北側を除くほぼ全周で確認され、直立ぎみである。

［掘方］炉底から18cmまで掘り下げて構築している。 掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみである。

被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している。

［出土遺物］鉄滓 ・炉壁が約39.9kg出土している。主に 1層と 2層の間からである。種別ごとの出土

量の割合は表 2、図18に示した。遣物は、炉底滓・鉄滓砕片の出土が多く 、うち 3点を図示 した（図
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第 3章 検出遺溝と出土遺物

29-1 ~ 3)。 1は炉底滓で、底面が湾曲 し炉底面の形状をとどめている。 2は鉄塊系遣物で、凹凸の

ある棒状を呈する。（第4章第5節、分析試料NAR-6)。 3は炉内滓で、凹凸のある不整形をなし、下面

に瘤状の高まりがみられる。この他、 2層から出土した炭化物の樹種同定を行った結果、クリである

ことが判明した（第4章第 2節参照）。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出士しなかったものの、整地層出士遣物から 9世紀後半

以降と考えられる。

2号製鉄炉（図18・ 20 ・ 21 ・ 24 ・ 30) 

［位僅・確認状況］ IK-13・ 14グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］ 3号製鉄炉、第7号不明遺摺と重複し、 3号製鉄炉より古く、第7号性格不明遺構より新しい。

［平面形と規模］長軸0.87m、短軸0.34mの楕円形を呈し、深さ23cmである。炉の北東側には幅24cmの

開口部がみられ、東西方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］ 5層に分層できた。 1層は明灰黄褐色士を主体と し、焼土ブロックを含む。検出時に製鉄

炉の堆積土を覆うように確認された。 2層は炉壁を多く含む。これらはいずれも製鉄炉操業後の埋土

と考えられる。 3・4層は褐色土と黒色土層であり 、微網な鉄滓を含む。

製鉄炉の 5層は底面に貼り付けられた粘土層であり、被熱による赤化が著しく 、暗赤褐色を呈する。

［炉底・炉壁］ 3 ・ 4層上面の炉底は平坦である。 壁は北側を除くほぼ全周で確認され、 直立ぎみ

である。 3層上面から羽口が付着した炉壁が確認された（図21G-G’)。角度は70゚ である。

［前庭部］製鉄炉の北東側に位置し、不整形をなす。 長軸1.38m、短軸1.33mである。底面が平坦であり、

製鉄炉の開口部と前庭部の北東側以外で壁を確認した。

［掘方］炉底から約20cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり 、壁は直立ぎみである。

被熟により炉とその周辺は赤褐色に変色している。 また炉の奥壁側にも掘り 込みが確認された（図24

上）。

［出土遣物］鉄滓．炉壁が約160.8kg出土している。主に 3層と 4層から出土した。種別ごとの出土量

の割合は表 2、図18に示した。遺物は炉壁 ・炉内滓・鉄滓砕片の出土が多く 、8点を図示した（図30-

1~8)。 1・ 2は凹凸のある扁平で不整形の炉内滓である。 3~8は流動滓である。扁平で板状の

もの（図30-3)、厚みのある楕円形を呈するもの（図30-4)、棒状を呈するもの（図30-5 ・ 6 ・ 8)、

扁平で不整形のもの（図30-7)がみられる。 図30-6は、底面に厚さ 2~10ミリ の砂が付着する。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出士しなかったものの、整地層出士遣物から 9世紀後半

以降と考えられる。

3号製鉄炉（図18・ 20~22 ・ 24) 

［位置 ・確認状況］ IK-13グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］ 2号製鉄炉、第26号不明遺構と重複し、本遺構の方が新しい。

［平面形と規模］長軸0.87m、短軸0.40mの楕円形を呈し、深さ 8cmである。炉の北東側には幅30cmの

開口部がみられ、南北方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

- 37 -



鳴戸(3)遺跡II

［堆積土］ 5層に分屈できた（図21・ 22)。 1 ・ 2層は暗褐色土と黒色土による製鉄炉廃絶後の堆積土。

3a層は黒褐色を呈し、表面が滓状に変質しているため、本層上面が炉底に相当するものとみられる。

4層は黒褐色土、本層上面が前庭部の底面と考えられる。 5層は黒褐色土、防湿のために操業前に投

入した木炭層の燃え残りとみられる。

［炉底．炉壁］ 4層上面の炉底は平坦である。壁は北側を除く ほぼ全周で確認され、直立ぎみである。

［前庭部］製鉄炉の北東側に位置し、楕円形をなす。長軸0.93m、短軸0.72mである。底面が平坦であり、

製鉄炉の開口部以外で壁を確認した。

［掘方］ 3a層上面の炉底から約23cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり、壁は直

立ぎみである。埋土は黒褐色土を主体とし、焼土粒が混入する。被熱により炉とその周辺は赤褐色に

変色している。また炉の奥壁側にも掘り込みが確認された（図24上）。

［出土遺物］鉄滓・炉壁が 5層を主体とし、約55.9kg分出土している。遣物は炉内滓と流動滓の出土

が多く、種別ごとの出士量の割合は表 2、図18に示 した。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遣物は出士しなかったものの、 整地層出士遣物から 9世紀後半

以降と考えられる。 5層から出土した炭化物の炭素年代測定と樹種同定分析を行った。 樹種がクリと

同定され、年代測定の結果、古墳時代終末期から奈良時代頃との分析結果を得た（第4章第 2節、第

3節）。

第7号性格不明遺構（図20・ 21) 

［位置・確認状況]IK-13、IJ-13~15グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］ 1号・ 2号製鉄炉、第8号不明遣構と重複 し、1号・ 2号製鉄炉より古く 、第8号不明遺構

より新しい。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ不整形で長軸4.0m、短軸2.91m、深さ94cmである。斜面上位側

の壁上端と平場底面の比高差は1.79mである。

［堆積土］黒色土を主体とし、 11層に分層できた。

［壁 ・底面］壁は直立ぎみに立ち上がる。底面は平坦で、斜面下方に向かって傾斜している。

［出土遣物］なし

第8号性格不明遺構（図20・ 21) 

［位置 ・確認状況]IJ-14 ・ 15グリッドに位贋する。IV層で検出 した。

［重複］第 7号不明遺構と重複し、本遺構が古い。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ楕円形であり、長軸2.25m、短軸0.92m、深さ10cmである。斜

面上位側の壁上端と平場底面の比面差は0.64mである。

［堆積土］黒褐色土を主体とし、2層に分層できた。

［壁・底面］壁は外傾しながら立ち上がる。底面は斜面下方に向かって傾斜している。

［出土遣物］なし
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第25号性格不明遺構（図20・ 21) 

［位置・確認状況］ IK-14グリッドに位置する。W層で確認した。

［里複〕なし

第 3章検出遺溝と出土遺物

［平面形と規模］南北方向に長軸をもつ長方形を呈し、長軸0.82m、短軸0.32m、深さ18cmである。

［堆積士］黒褐色士の単層である。

［壁・底面］壁は直立ぎみである。底面は平坦である。

［出土遺物］なし

第26号性格不明遺構（図20・ 21 ・ 22) 

［位置・確認状況］ IK-13、IJ-13・ 14グリッドに位置する。IV層で確認した。

［重複］第 7号不明遣構、第23号不明遣構と重複 し、本遣構が古い。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ不整形を呈し、長軸3.3m、短軸1.43m、深さ41cmである。

［堆積士］ 黒褐色士を主体とし、2層に分層できた。いずれも人為的な埋め戻し士とみられる。

［壁 ・底面］壁は外傾 しながら立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遺物］なし

第30号ピット（図20・ 22) 

第30号ピットは IK-14グリッド、 3号製鉄炉の土層断面観察用の トレンチで確認された。ピッ ト

は整地層であるA12層によって充填される状況が認められた。

(2) B群製鉄炉跡と周辺の遺構群

4号～ 7号製鉄炉は、 IL-12・ 13グリッド、IK-11・ 12グリッドの標高30.2~30. 8mにかけての範囲

で確認された。今回調査された製鉄炉群で最も低い位置にあたる。製鉄炉と重複するピッ トは、すべ

て製鉄炉より新しい。 4 号• 5 号• 6号・ 7号製鉄炉の新旧関係は、断面の観察では確認できなかった。

しかしピットの配置や 5号・ 7号製鉄炉において、操業後埋め戻しがあったこ とから、 5号 ・7号製

鉄炉が古く、 4 号 • 6号製鉄炉が新しいものと捉えた。 また周辺には第22・ 23 ・ 24号性格不明遺構や

第20号 ・26号 ・27号 ・28号 ・30号ピットが確認されており 、製鉄炉群と関連する遣構であるものと考

えられる。

4号製鉄炉（図18・ 20 ・ 22 ・ 24 ・ 30) 

［位骰 ・確認状況］ IL-13、IK-13グリッドに位置する。W層で検出した。

［璽複］ 5号製鉄炉と軍複し、本遣構が新しい。

［平面形と規模］長軸0.84m、短軸0.51mの楕円形を星する。炉の北側には幅38cmの開 口部がみられ、

東西方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］5層に分層できた。la層は、1層が変質し表面が固く滓化している。 本層上面が炉底に相

当するものとみられる。 2層は遵構底面に貼り付けた粘土である。 被熱により赤く変色している。
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鳴戸(3)遺跡II

［炉底・炉壁］ la層上面の炉底は平坦である。壁は北側を除くほぼ全周で確認され、直立ぎみである。

［前庭部］製鉄炉の北側に位置し、半円形をなす。長軸1.Olm、短軸1.05mである。底面が平坦であ り、

壁は東西でのみ確認された。

［掘方］炉底から約10cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり、 壁は直立ぎみで

ある。被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している （図24下）。

［出土遺物］鉄滓．炉壁が約25.2kg分出土している。主に 1居からである。 種別ごとの出土量の割合

は表 2、図18に示した。流動滓・鉄滓砕片の出土が多く、炉内滓 1点を図示 した（図30-9)。凹凸の

ある扁平な三角形を呈する。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遺物から9世紀後半

以降と考えられる。

5号製鉄炉（図18・ 20 ・ 22 ・ 24) 

［位置・確認状況］IL-13グリッドに位置する。W層で検出した。

［璽複］ 4号製鉄炉、 6号製鉄炉、第26号ピットと璽複 し、本遺構が古い。

［平面形と規模］長軸1.04m、短軸0.4mの楕円形を呈し、深さ8cmである。 炉の北東側には幅36cmの開

ロ部がみられ、東西方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］ 3層に分罹できた。 1層はにぶい黄褐色土層で炉壁片を多く含む。製鉄炉操業後の埋土と

考えられる。 2a層は 2層の上部が変質した層であり、 本層上面が炉底に相当するものとみられる。

［炉底・炉壁］ 2a層上面の炉底は平坦である。壁は北側を除くほぼ全周で確認され、直立ぎみである。

［前庭部］製鉄炉の北側に位贋し、半円形をなす。長軸1.02m、短軸0.55mである。底面が平坦であり、

壁は東西でのみ確認された。

［掘方］炉底から12cmまで掘り下げて構築 している。掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみであ

る。被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している（図24下）。

［出土遵物］鉄滓・炉壁が約35.9kg分出土している。主に 2層からの出土である。種別ごとの出土量

の割合は表 2、図18に示 した。 炉内滓・鉄滓砕片の出土が多くみられる。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遣物から 9世紀後半

以降と考えられる。

6号製鉄炉（図18・ 20 ・ 22~24) 

［位憧・確認状況］IL-13グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］ 5号製鉄炉、 7号製鉄炉と重複し、本遺構が新しい。

［平面形と規模］長軸0.84m、短軸0.28mの楕円形を呈する。 炉の北東側には幅36cmの開口部がみられ、

東西方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］ 3居に分層できた。la層は黒褐色土を主体とし、 1層が固く変質した層である。本層上面

が炉底に相当するものとみられる。 3層は、炉底に貼り付けられた粘土である。

［炉底・炉壁］ la層上面の炉底は平坦である。壁は北側を除くほぼ全周で確認され、直立ぎみである。
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［前庭部］製鉄炉の北側に位置し、半円形をなす。長軸1.19m、短軸0.88mである。底面が平坦であり、

壁は東西でのみ確認された。

［掘方］炉底から13cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみであ

る。被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している（図24下）。

［出士遺物］鉄滓・炉壁が約18.3kg出士している。主に 1層からである。種別ごとの出士量の割合は表 2、

図18に示した。炉内滓・鉄滓砕片の出土が多い。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遣物は出土しなかったものの、整地屈出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。

7号製鉄炉（図18・ 20 ・ 22~24 ・ 30) 

［位置・確認状況］ IL-12・ 13グリッドに位置する。IV層で検出した。

［璽複］ 6号製鉄炉、第27号ピットと璽複し、本遣構が古い。

［平面形と規模］長軸0.97m、短軸0.36mの楕円形を呈し、深さ約4cmである。炉の北東側には幅32cm

の開口部がみられ、東西方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］ 5恩に分層できた。 2・ 3層は暗褐色、浅黄色の製鉄炉操業後の埋土と考えられる。 4層

上面が炉底に相当するものとみられる。 5層は黄橙色の掘方に貼り付けられた粘土である。

［炉底・炉壁］ 4層上面の炉底は平坦である。壁は北側を除くほぼ全周で確認され、 直立ぎみである。

［前庭部］製鉄炉の北側に位置し、半円形をなす。長軸0.81m、短軸0.5mである。底面が平坦であり 、

壁は東西でのみ確認された。

［掘方］炉底から15cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみである （図

24下）。

［出土遺物］鉄滓 ．炉壁が約22.3kg出土している。主に 4居からである。種別ごとの出土量の割合は

表 2、図18に示した。流動滓・鉄滓砕片の出土が多く、 1点を図示した（図30-10)。10は鉄塊系遺物

であり、塊状の楕円形を呈する。

［時期］ 製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地居出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。 4層から出土した炭化物の炭素年代測定を試み、奈良時代から平安時代前半頃と

の結果を得た。また炭化物の樹種はヌルデであった（第4章第2節、第3節）。

第22号性格不明遺構（図20・ 22) 

［位置・確認状況］IK-13グリッドに位置する。IV層で検出 した。

［重複］第28号ピット と重複し、本遣構が新しい。

［平面形と規模］平面L字形の溝状をなし、総延長2.38m、幅0.29~0. 59m、深さ16cmである。

［堆積土］明黄褐色土の単層である。

［壁 ，底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遣物］なし
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第23号性格不明遺構（図20・ 22) 

［位置・確認状況］ IK-13グリッドに位置する。W層で検出した。

［重複］第26号不明遣構と重複し、本遣構が新しい。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ不整形で、長軸1.89m、短軸1.23m、深さ32cmである。

［堆積士］明黄褐色士を主体とし、 5層に分層できた。4層は多量の炭化物を含む。

［壁・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遺物］なし

第24号性格不明遺構（図20・ 23) 

［位置・確認状況］ IK-12グリッドに位置する。1V層で検出した。

［重複］なし

［平面形と規模］南北方向に長軸をもつ不整形を呈し、長軸0.92m、短軸0.81m、深さ11cmである。

［堆積士］明黄褐色士の単層である。

［壁 ・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遺物］炉壁、流動滓が出土した。

第20号・ 26号・ 27号・ 28号ピット（図20)

IL-13グリッドに位置し、W層で検出した。製鉄炉の炉体と重複するものは、すべてピットの方が新

しい。いずれも製鉄炉よりも高い位置で検出された。

(3) C群製鉄炉跡と周辺の遺構群

8~13号製鉄炉は、 IN-11、IM-11、IM-10・ 11グリッドの標高31.2~31. Smの範囲で検出された。今

回調査された製鉄炉群で最も標高が高い。9号 ・10号製鉄炉は2rnほど距離があるものの、近いレベ

ルで確認されたことからひとつの群として捉えた。なお10号～13号製鉄炉は、炉底部のみ検出された。

また周辺には第11号・ 12号・ 17~19号・ 21号性格不明遺構や第19号・ 21号・ 29号ピットが確認され

ており、これらの製鉄炉に関連する遣構と考えられる。

8号製鉄炉（図19・ 25~28) 

［位置 ・確認状況］IM-10・ 11、IL-10・ 11グリッドに位置する。IV層で検出 した。

［重複］ 9号製鉄炉、第18号土坑、第20号性格不明遺構と重複し、本遺構が新しい。

［平面形と規模］長軸1.Olm、短軸0.55mの楕円形を呈し、深さ14cmである。炉の北東側には幅41cmの

開口部がみられ、南北方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］ 8層に分層できた。 1~4層は黒色土を主体とした操業後に堆積した層とみられる。 5層

は黒色土を主体とし、地山ブロック を多く含む。 6層が炉底に相当するものとみられる。

［炉底．炉壁］ 6層上面の炉底は平坦である。壁は東側を除く ほぼ全周で確認され、直立ぎみである。

［前庭部］製鉄炉の東側に位置し、楕円形をなす。長軸1.07m、短軸0.68mである。底面が平坦であ り、
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北側と南側で壁を確認した。

［掘方］炉底から 8cmまで掘り下げて構築している。掘方は底面が東側にかけて深く掘り込まれ、壁

が直立ぎみである。

［出土遣物］鉄滓・炉壁が約48.6kg出土している。主に6層から出士した。 種別ごとの出土量の割合

は表 3.図19に示した。炉内滓・鉄滓砕片の出士が多い。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。

9号製鉄炉（図19・ 25~28 ・ 31) 

［位置・確認状況］ IM-10・ 11グリッドに位置する。IV層で検出した。

［軍複］ 8号製鉄炉と重複し、本遺構が古い。

［平面形と規模］長軸0.79m、短軸0.36mの楕円形を呈し、深さ14cmである。炉の北東側には幅33cmの

開口部がみられ、南北方向に長軸をもつ前庭部が検出された。

［堆積土］ 8層に分層できた。 4層上面が炉底に相当するものとみられる。

［炉底．炉壁］4層上面の炉底は平坦である。壁は東側を除くほぼ全周で確認され、直立ぎみである。

［前庭部］製鉄炉の東側に位置し、楕円形をなす。長軸l.Olm、短軸0.71mである。底面が平坦であり、

北側にのみ壁を確認 した。

［掘方］炉底から20cmまで掘 り下げて構築している。 掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみである。

［出土遣物］鉄滓・炉壁が約35.5kg出土している。主に 3層からである。種別ごとの出土量の割合は表 3・

図19に示した。流動滓・滓砕片の出士が多く、うち 3点を図示した（図31-1 ~ 3)。1は炉内滓である。

2 ・ 3は流動滓である。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。8層から出土した炭化物の炭素年代測定を試み、奈良時代から平安時代前半頃と

の結果を得た（第4章第 2節）。

10号製鉄炉（固19・ 25~27) 

［位置・確認状況］ IM-10・ 11グリッドに位置する。IV層で検出した。

［璽複］なし

［平面形と規模］長軸0.97m、短軸0.45mの楕円形を呈する。

［堆積土］暗褐色土の単居である。 1層上面が炉底に相当するものとみられる。

［炉底］ 1層上面の炉底は平坦である。

［掘方］炉底から18cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみである。

被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している。

［出土遺物］鉄滓・炉壁が約28.5kg出土している。種別ごとの出土量の割合は表 3・図19に示 した。炉壁・

鉄滓砕片の出土が多くみられる。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遣物は出土しなかったものの、整地層出土遣物から 9世紀後半

- 43 -



鳴戸(3)遺跡II

以降と考えられる。

11号製鉄炉（図19・ 25~27 ・ 31) 

［位置・確認状況］ IM-11・ IN-11グリッドに位置する。IV層で検出した。

［璽複］ 12号・ 13号製鉄炉と璽複し、本遺構が新しい。

［平面形と規模］長軸0.86m、短軸0.5mの楕円形を呈する。炉の東側には南北方向に長軸をもつ前庭部

が検出された。長軸0.39m、短軸0.25mである。

［堆積土］ 1層のみ確認した。上面が炉底に相当するものとみられる。

［炉底］ 1層上面の炉底は平坦である。

［前庭部］製鉄炉の東側に位置し、楕円形の掘り込みを確認した。底面が平坦であり、壁はゆるやか

に立ち上がる。

［掘方］炉底から 6cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であ り、壁は直立ぎみである。

被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している。

［出土遣物］鉄滓．炉壁が約19.9kg分出土している。種別ごとの出土量の割合は表 3・図19に示した。

炉内滓・鉄滓砕片の出土が多く、鉄塊系遣物 1点を図示した（図31-4)。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遣物は出土 しなかったものの、整地層出土遣物から 9世紀後半

以降と考えられる。

12号製鉄炉（図19・ 25~27) 

［位置 ・確認状況］IN-11グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］ 11号 ・13号製鉄炉と璽複し、11号製鉄炉より古く 、第13号製鉄炉より新しい。

［平面形と規模］長軸0.77m、短軸〇． 30mの楕円形を呈する。 炉の東側には南北方向に長軸をもつ前庭

部が検出された。長軸0.91m、短軸0.65mである。

［堆積土］ 1層のみ確認した。 1層上面が炉底に相当するものとみられる。

［炉底］炉底は平坦である。

［前庭部］製鉄炉の東側に位置し、楕円形の掘り込みを確認した。底面が平坦であり、壁はゆるやか

に立ち上がる。

［掘方］炉底から 6cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり 、壁は直立ぎみである。

被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している。

［出土遺物］鉄滓．炉壁が約2.8kg出土している。 種別ごとの出土量の割合は表 3.図19に示した。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する造物は出土 しなかったものの、整地層出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。

13号製鉄炉（図19・ 25~27 ・ 31) 

［位置 ・確認状況］IN-11グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］第11号 ・12号製鉄炉と重複し、本瑣構が古い。
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［平面形と規模］長軸0.78m、短軸0.51mの楕円形を星する。炉の東側には南北方向に長軸をもつ前庭

部が検出された。長軸0.92m、短軸0.59mである。

［堆積土］ 1層のみ確認した。 1層上面が炉底に相当するものとみられる。

［炉底］炉底は平坦である。

［前庭部］製鉄炉の東側に位置し、楕円形をなす。底面が平坦であり 、壁はゆるやかに立ちあがる。

［掘方］炉底から 6cmまで掘り下げて構築している。掘方の底面は平坦であり 、壁は直立ぎみである。

被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している。

［出土遣物］鉄滓・炉壁が約14.6kg分出土している。 種別ごとの出土最の割合は表 3 ・図19に示 した。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。

第11号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位慨・確認状況］ I0-10・ 11、IN-10・ 11グリッドに位置する。IV層で検出した。

［璽複］第12号性格不明遺構と璽複し、本遺構が新 しい。

［平面形と規模］南西側が開口したコの字状を呈する。総延長9.91m、幅0.28~1. lrn、深さ24cmである。

［堆積土］黒褐色土を主体とする2層に分層できた。

［壁・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遺物］なし

第12号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置・確認状況］ IN-10. 11グリッドに位置する。W層で検出した。

［重複］ 第11号不明遺構と璽複し、本遺構が古い。

［平面形と規模］ L字形の溝状をなし、総延長3.23m、幅0.38m、深さ30cmである。

［堆積土］褐色土を主体とし、 2層に分層できた。

［壁 ・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遺物］炉壁、流動滓が出土した。

第17号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置 ・確認状況］ IN-10・ 11グリッドに位置するIV層で検出 した。

［璽複］なし。

［平面形と規模］長軸1.07m、短軸1.03mの円形をなし、深さ50cmである。

［堆積土］不明。

［壁 ・底面］下部でボウル状、上部で皿状の断面形をなし、壁は外傾しながら立ち上がる。底面は平

坦である。

［出土遣物］なし
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第18号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置・確認状況］ IN-10、IM-10グリッドに位置する。W層で検出 した。

［直複］第19号不明遣構と重複しているが、新旧関係は不明である。

［平面形と規模］南北方向に長軸をもつ楕円形を呈し、長軸1.58m、短軸0.77m、深さ44cmである。

［堆積土］黄褐色士を主体とし、 2層に分層できた。

［壁・底面］底面はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遺物］なし。

第19号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置・確認状況］ IM-10・ 11グリッ ドに位置する。W層で検出した。

［重複］第18号不明遣構と重複しているが、新旧関係は不明である。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ溝状をなし、長軸1.98m、短軸0.2~0. 32m、深さ 7cmである。

［堆積土］黒褐色士の単層である。

［壁・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遣物］ 炉壁が出土した。

第21号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置・確認状況］IQ-11、IP-11、I0-10・ 11 、 IN-10•11、IM-09・10グリッドに位置する。IV層で検出した。

［重複］第11・ 12号不明遣構と重複し、本遣構が古い。

［規模］総延長19.2皿幅1.19~1. 39mであり、斜面上位側の壁上端と平場底面の比尚差は0.64mである。

［堆積土］ 不明。

［壁 ・底面］壁はゆるやかにたちあがる。底面は平坦である。

［出土遺物］なし。

第19号・ 21号・ 29号ピット（図25・ 26) 

IM-10・ 11、I0-11グリッドに位置し、IV層で確認した。いずれも製鉄炉との重複はみとめられなかった。

(4) D群製鉄炉跡と周辺の遺構群

15 ・ 16号製鉄炉は、 I0-12グリッドの標南30.6~31. 6mの範囲で検出された。15号製鉄炉は、東側部

分が沢によって壊されている。製鉄炉はいずれも炉底部のみ認められた。 周辺には第9号・10号・13号・

14号・ 15号性格不明遺構や第22号 ・23号ピットが確認されており、これら製鉄炉に関連する遺構であ

るものと考えられる。また第14号性格不明遺構は、 15号製鉄炉を構築する際の整地圏である可能性が

考えられる。

15号製鉄炉（図19・ 25~28) 

［位置・確認状況］ I0-12グリッドに位置する。本遣構と重複しW層で検出された第14号性格不明遣構

と併せて検出された。
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第 3章 検出遺溝と出土遺物

［重複］第14号性格不明遣構と重複 し、本遺構が新しい。

［平面形と規模］長軸0.7m、短軸0.45mの楕円形を呈する。遣構の東側が沢跡によって壊されており、

製鉄炉の前庭部は残存していない。

［堆積土］暗褐色土の単層である。検出時は、暗褐色士上面に炉壁が散らばる状況が確認された。底

面には、被熱によって固く滓状に変質した範囲がみられる。

［炉底］炉底は平坦である。

［掘方］炉底から10cmまで掘り 下げて構築している。掘方の底面は平坦であり 、壁は直立ぎみである。

埋土は黒褐色土を主体とし、焼土粒が混入する。被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色 している。

［出土遺物］鉄滓・炉壁が約4.8kg分出土している。種別ごとの出土量の割合は表 3・図19に示した。

炉内滓・鉄滓砕片の出土が多い。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遣物から 9世紀後半

以降と考えられる。

16号製鉄炉（図19・ 25~28) 

［位置・確認状況］ I0-12グリッドに位置する。W層で検出 した。

［軍複］なし

［平面形と規模］長軸0.39m、短軸0.26mの楕円形を呈する。遺構の東側が沢跡によって壊されており、

製鉄炉の前庭部は残存していない。

［堆積土］ 黒褐色土の単層である。

［炉底］炉底は平坦である。

［掘方］炉底から26cmまで掘り下げて情築している。掘方の底面は平坦であり、壁は直立ぎみである。

被熱により炉とその周辺は赤褐色に変色している。長軸0.63m、短軸0.36mの不整形である。

［出土遺物］鉄滓．炉壁が約1.31kg分出土している。種別ごとの出土量の割合は表 3・図19に示 した。

炉内滓・鉄滓砕片の出土が多い。

［時期］製鉄炉内から時期を特定する遺物は出土しなかったものの、整地層出土遺物から 9世紀後半

以降と考えられる。

第9号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置 ・確認状況］ IP-12、I0-12グリッドに位置する。W層で検出した。

［璽複］第13・ 14号性格不明遺構と璽複し、本遺構は、第14号性格不明遺構より新しく、第13号性格

不明遣構より古い。

［平面形と規模］南北方向に長軸をもつ楕円形を呈し、長軸2.76m、短軸0.56m、深さ13cmである。

［堆積土］黒色土の単層である。

［壁・底面］壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

［出土遣物］なし
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鳴戸(3)遺跡II

唇 三位 等
炉壁 炉内滓 炉底滓 流勘滓 鉄滓片 砂 鉄

計
銹化 非磁化 M H 銹化 非磁化 非磁化 H 銹 化 非磁化 銹 化 非磁化 非磁化

1層 2 4 7780 6 7 7 849 4 

1層と 2屠の閑 ll 8 lO l 1 3 540 14320 l 3 5 3 200 l o [5245 4 

2層 5070 l9ll 3 79 I 330 1 25 270 974 5 3350 2210 14220 

覆土 7 3 400 lB 2 450 16 10 2 7 20 5 6 2 564 2 

小計 l 9 l 5480 l9ll 3 79 l 365 6 990 14320 l 3 6 3 25 2080 979 6 11160 2333 

計
39879 

5499 l 3346 14320 2 24l、3 l 2 l 3 9. 6 2333 

製鉄炉1

層三位等
羽ロ 炉壁 炉内滓 炉底滓 荒動滓 鉄滓片 砂鉄

計
非磁化 銹化 非磁化 li H 銹化 非磁化 M H 銹化 非磁化 銹化 非 磁化 非磁化

1層 60 100 l 270 56 3 36 1 570 108 l 2670 239 8 l 2 53 0 709 17349 4 

2a層 40 880 100 18 7 l40 0 20 2458 7 

1磨 3210 20 7 6 9 200 595 7 3010 550 6 12870 900 21363 9 

1 3層 2 l O 2 5 50 l o 272 5 

3層 30 297 B 6530 66 4 235 [4455 9 2910 10000 78 1 5 5 5050 3473 2 l 2 3 l o 9920 65411 4 

3層上面 230 60 290 

4陪 220 8560 96 8 240 6 3230 260 8 20000 515 7 8140 1128 42391 9 

5層 4 30 l 0 7 90 4 8 lO 149 5 

11層 97 9 l40 832 5 lO 500 7 640 350 257l l 

堆枝土 50[0 30 5 8 2070 l440 8555 8 

／」ヽ計 540 499 8 24060 898 9 4 l l 3 l4750 2 7790 10000 78 l 1019 6 3 l o l o 5309 3 49980 14467 

計
160814 2 

540 245 59 8 23850 4 100 00 32107 7 55289.3 14467 

製鉄炉1

層三位等
炉壁 炉内滓 活動滓 鉄滓片 砂 鉄

計
H 銹化 非磁化 H 銹化 非 磁化 銹 化 非磁化 銹 化 非 磁化 非磁化

1層 360 38 96 9 60 1420 0 6 30 10 2015 5 

2層 30 l 2 2 8 260 930 3 l450 1390 4l83 l 

3層 2 l 5 2 330 2492 2 2 l l l 6 0 872 5 4080 3 l 2 0 l l 2 9 l 

3~5磨 46 3 80 18 6 100 2 280 lB 5 20 623 6 

3磨 (5磨上面） 3040 3040 

4層 6 8 1 690 31 1 11 6 2950 304 4 2370 l 7 0 6602 4 

5層 76 9 21 90 l 2 2 7 8 2950 l l45 6720 5645 16667 9 

堆桟土 230 3 490 299 7 l7 9 40 7 450 16 97 2 3860 4400 11485 8 

小計 16 9 581 5 2070 337 7 5898 3 60 181 4 8470 4968 5 185 30 14735 

計
55909 3 

2728. 4 6296 8 651 4 23498 5 14735 

製鉄炉3

炉壁 炉内滓 流動滓 鉄滓片 砂 鉄
計

銹化 非磁化 H 銹化 非磁化 ll 銹 化 非磁化 銹化 非 磁化 非磁化

3000 4230 7230 

l 5 1 3 240 523 8 6l 6 370 149 6 900 2983 9 5250 6740 17376 2 

4陪 I 26 4 llO 5 7 310 22 2 lO lO 554 3 

小計 l l 8 3 7 350 523 8 61 6 3370 4230 155 3 1210 3006 1 5260 6150 

計 I 
25160 5 

533 7 3955 4 5655 3 8266 1 6750 

製鉄炉4

羽口 炉壁 炉内滓 流動滓 鉄滓片 砂鉄
計

非磁化 銹化 非磁化 銹化 非磁化 銹化 非磁化 銹 化 非 磁化 非 磁化

1層 720 4 5 2460 96 2 500 36 570 268 9 9280 470 14405 6 

2層 358 6 1890 9229 7 1 140 121 9 1440 992 2 4010 ll60 20342 4 

3層 150 14 I 20 156 3 660 150 1150 4 

小計 720 36 3 1 4500 9340 1640 15 7 9 2030 1417 4 13950 17 80 

計
35898 4 

720 4863 1 10980 2 l 8 1 9 15361. 4 17 80 

製鉄炉5

層三位 等

羽口 炉壁 炉内滓 流動滓 鉄滓片 砂鉄
計

非磁化 銹化 非磁化 銹化 非磁化 銹化 非磁化 銹 化 非磁化 非 磁化

1a層上面 4100 4100 

1層 70 25 7 9 450 8 4 36 4 590 954 3190 1105 6661 7 

2層 lO 7 280 28 220 l5 2 2220 7l 5 800 40 3685 4 

3陪上面 3460 3460 

3層 lO 30 40 

堆楼土 llO 4 l 210 3 24, l 

小計 10 268 6 140 36 4 77B 0 51 6 2950 l029 6 4200 1145 

計
18271 2 

10 10 08 6 7816 4 3001 6 5229 6 1145 

製鉄炉6

屡三位等
炉壁 炉内滓 流動滓 鉄滓片 砂鉄

計
銹化 非磁化 u H 銹化 銹化 非磁化 銹化 非磁化 非磁化

1陪 l6 8 420 18 3 42 4 22 830 114 5 3200 280 4944 

2層 35 7 2450 52 8 26 4 47 9 l 2 0 254 4 [960 550 5497 2 

3層 10 16.2 l40 0 l426. 2 

4層 255 290 l26 2 690 l9 470 823 8 940 2500 6114 

5屡 lO 740 ， 159 
6磨 350 l6 320 60 746 

確認面 28B0 2880 

小計 3187 5 3 5 l o 18,3 179 758 8 88 9 1440 1224 9 8560 3399 

計 6697 5 956 1 15 28 9 9184 9 3399 
22366 4 

製鉄炉J
（数値は重量を表記 単位はg)

表 2 製鉄炉内出土鉄関連遺物重量集計表(1)
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第 3章 検出遺溝と出土遺物

1号製鉄炉 2号製鉄炉

が 炉内滓 3346

炉底滓 14320

流動滓2241.3 

炉底滓 10000

3号製鉄炉

炉壁2728.4 

4号製鉄炉

5号製鉄炉 6号製鉄炉

（数値は重量を表記単位はg)

7号製鉄炉

炉内滓956.1 

流勤滓 1528.9 

図18 製鉄炉内出土鉄関連遺物重量比(1)
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鳴戸(3)遺跡II

屡三位等
羽口 炉壁 炉 内滓 歪動滓 飲 滓 片 砂餃

計
非磁化 H 銹化 非磁化 H 銹化 非磁 化 銹化 非 磁 化 銹化 非磁化 非磁化

1層 5 2 l 20 20 l45 2 

2層 6 1 300 50 lO 9 1580 50 1997 6 

3層 l.2 130 40 l7 l 2 

4層 10 50 l01 5040 170 5 3 l l 

5層 82 I 1300 120 150, I 

6層 540、2 200 4008 1 85 4 220 l9l3 ,880 290 0 12746 7 

J層 620 lO 5 llO 278、5 1740 l 3 0 3489 

8層 3.5 580 34.2 lO 1010 292.5 2630 3054 76 l4 2 

培積 土 20 l64 6 460 9 9 5 300 450 1483 9 1090 5637 15620 -4 

小計 20 l64 6 550. 4 2170 4018 49 1 3 lO 85 4 l 8 90 4174 3 2 2 5 lO l 2 7 2 l 

tt 20 2885 4377 7 1975 4 266B4 3 l272 l 
'8663.. 

^J -→ L ^ 
製鉄 炉8

層三位 等

羽口 炉璧 炉内滓 歪動滓 餃 滓 片 砂餃
計

1till化 衰化 非磁化 u H 鍍化 非磁化 銹化 1tillit; 銹 化 非磁化 非磁it:

1層 l9l.2 9l0 l6 3 87 60 50 4 990 505 ~ 30[0 ll40 7560 3 

3層 lO l 8 l 490 166 3 295.5 1320 341 3 5350 325 3 1290 1300 10912 5 

4層 4lO 62 B 20.6 560 51 2140 420 4270 t 

5層 60 6.2 20 33 8 700 510 l 330 

8層 40 34 8 90 8 9 2980 l 6 80 4833 7 

建積土 4 2 5l0 23 8 46. 9 30.7 4l0 l5.2 890 50l.9 3700 465 6597 7 

小計 10 2l3.5 2420 40 l 216 433. B 1790 453 9 7900 l 43 2 3 lH20 6115 
35504 6 

It 10 2633 5 2539 9 8353. 9 l5B52 3 6115 
』• 一 ・ 一襲餃 炉9

炉 壁 炉内滓 武動滓 餃滓片 砂鉄 ＇ 計銹 化 l非磁化 I I H I 銹化 H I 銹 it I lflll化 銹化 I非磁化 非磁化

l6且 2998.3[ 2950 4332 l I 59 4] l84 5 7、41 432 3 I 2 [20 l580 91 ll l30 2 l l 8 

5965 2 <576 2559 7 l21l0 9 2l i 8 
28529. B 

炉雙 炉内滓 流動滓 散滓片 砂餃
fl 

銹 lt | 1団磁化 1 I H In磁化 H I 銹 化 I非磁 化 銹 lt I n磁 it: 非磁化

473 31 1110 “4. 41 6 1 6 | 30 36.11 1 8. 8 | 710 121,I ll869 3780 

1643 3 536 765 5 13143 3780 
19867. 8 

炉雙 炉内滓 沢Ill滓 餃滓片 砂 鉄
計

銹化 I l,磁化 非磁化 非磁化 銹 化 In磁化 非磁 化

51 I go l 5 0 630 59 l I [730 
58 2768.l 

141 150 630 l789 l 58 

炉雙 沢耐滓 鉄滓片 砂 鉄
計

非磁化 非磁化 銹化 非磁化 非 磁 化

5 l o lOO 88 9 8930 811 10505.9 

前庭t9 1層 i. 1 2660 266l. 7 

前庭’'2層 2 U20 l422 

9Jヽ計 510 lOO 92. 6 13010 877 

計
l4589. 6 

510 lOO 13 lOZ 6 877 

製鉄 炉13

炉雙 迂 動滓 鉄滓片 砂 鉄

非磁 化 非磁化 銹 lt I非磁化 非 磁 化 l 計

30 60 l6t.5I 2030 25361 

30 60 2l9l.5 253fil 48l7 5 

炉雙 餃 滓片 砂 餃 I 

銹化 非磁化 銹化 非磁化 非磁化 計

1層 52 7 l60 29. 6 460 l 

1層 10 

3層 5.. 500 8 

/j9計 5Z. 7 l60 35 960 l06 

計
l 3 1 3. 1 

212 7 995 l06 

飲 炉16

（数値は璽量を表記 単位はg)

表 3 製鉄炉内出土鉄関連遺物重量 集計表(2)

- 50 -



第 3章検出遺溝と出土遺物

8号製鉄炉 9号製鉄炉

炉壁2633.5 

・炉内滓 2539.9 

流勤滓 1975.4 

10号製鉄炉 11号製鉄炉

炉壁 1643.3 

流動滓765.5 -、炉内宅函

12号製鉄炉 13号製鉄炉
炉壁510

流動滓 100

15号製鉄炉 16号製鉄炉

（数値は菫量を表記 単位はg)

図19 製鉄炉内出土鉄関連遺物重菫比(2)
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鳴戸(3)遺跡1I

第10号性格不明遺構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置・確認状況］ I0-12グリッドに位置する。W層で検出した。

［重複］第13・ 14号性格不明遺構と璽複し、第14号性格不明遺構よ り新しく、第13号性格不明遣構よ

り古い。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ不整形をなし、長軸1.84m、短軸1.41m、深さ25cmである。

［堆積土］黄褐色土を主体とし、 3層に分屈できた。

［壁・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。底面はやや凹凸がみられる。

［出土遣物］なし

第13号性格不明造構（図25・ 26 ・ 27) 

［位置・確認状況］ I0-11グリッドに位置する。W層で検出した。

［璽複］第 9 ・ 10 ・ 14号性格不明遣構と璽複 し、本遺構が新しい。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ不整形を呈し、長軸0.76m、短軸0.4m、深さ12cmである。

［堆積土］暗褐色土の単圏である。

［壁・底面］壁はゆるやかに立ち上がる。 底面は平坦である。

［出土遣物］なし

第14号性格不明遺構（図25~27)

［位置・確認状況］ I0-12グリッドに位置する。

［重複］15号製鉄炉、第 9・ 10 ・ 13号性格不明遣惜と璽複し、本遣構が古い。

［平面形と規模］東西方向に長軸をもつ不整形をな し、長軸1.64m、短軸1.16m、深さ25cmである。

［堆積土］灰黄褐色土を主体とし、2層に分層できた。

［壁・底面］壁は外傾しながら立ち上がる。底面はやや凹凸がみられる。

［出土遺物］炉壁 ・流動滓・鉄滓片が出土している。

第15号性格不明遺構（図25~27)

［位置・確認状況］ IP-12、I0-12グリッ ドに位置する。W層で検出した

［重複］なし

［平面形と規模］南北方向に長軸をもち、長軸1.83m、短軸1.10mの楕円形を呈し、深さ24cmである。

［堆積土］灰褐色土を主体とし、3層に分けられる。

［壁 ・底面］壁は外傾 しながら立ち上がる。底面は平坦で斜面に低い方に向かって傾斜する。

［出土遺物］なし

第22号・ 23号ピット（図25・ 26) 

IP-12、I0-12グリッドに位置し、W層で確認した。いずれも製鉄炉と重複はみとめられなかった。
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1号製鉄炉(A-A')

A -- 3 1. 8n A' 

/-
Ilb② 

1号裂欽炉 (A-A,)

1層 暗掲色士 IOYR3/3鉄滓 （も10~30nm)3傭、赤掲色士 (5YR4/8〉1%、黒色士 (IOYR2/1)I%、明黄褐色士 (IOYR6/8)1% 
2層 黒褐色士 IOYR2/2明黄褐色士 (IOYR6/8)3%、暗オリーブ灰色（2.5GY3/1)混ざる砂鉄含む

A30層 黒色士 IOYR2/1明黄褐色 (IOYR7/6)ローム粒（も1~20皿）1⑱、 5YR5/8明赤褐色焼土1%
Ilゆ層黒色士 IOYR2/1 
Il凶層黒褐色士 IOYR2/2
Ilb③層黒褐色士 IOYR2/3黒褐色士 (IOYR2/2)15%、明赤掲色焼士 (5YR5/8)1% 

2号製鉄炉(B-B,)

B — 32.9m 

SX25 r.AーA,)
1暦 黒褐色土 10YR2/2黄褐色土 (10YR5/6) 15%、炭化物（も 1~2mm) 1% 

B' 
2号製鉄炉 (6-6'）

G _ 3 1. 4m G' 

2号製鉄炉IJl--B'）
1層 明黄褐色ローム粒土 10YR7/6黒褐色土 (10YR2!2)および赤掲色土 (5YR4/8)（も1-20mm)5%、炭化物（も1-5mm)l％以下

2a層 灰褐色粘土 5YR4/2 埋め土である1層直下の層で廃絶時の表面、徴紺な鉄滓と木炭片が散布する層 土質は2層と同じ
2層 灰褐色粘土 5YR4/2 炉壁（も～20mm)を多く含む

3層 暗褐色土 10YR3/4 黒褐色土 (10YR2!2)15% 
3'層 褐色土 10YR4/4 オリーブ褐色土 (2.5Y4/6)がブロック状に20％混入
3"層 黒色土 10YR2/1 徴維な鉄滓(¢~3mm)1⑱
4層 黒色土 7. 5YR2/1徴紐な鉄滓（も～5mm)1ほ、炭化物粒(¢~3mm)5％を含む A3層と同じ

5層 暗赤褐色土 5YR3/6

層

層

層

層

唇

階

澤
2
1
2
2
2
3
2
4
2
6
1
9
2
0

A
A
A
A
A
s
x
A
A
 

黒色土 10YR2/1 
明赤褐色土 5YR5/6 
暗掲色土 10YR3/4 
黒色土 10YR2/1 
黒色土 10YR2/1 

黒褐色土 10YR3/2 
にぶい黄色土

黄橙色 (lOY認／6) ローム粒（も 1-5◊llDD)15%、明黄掲色土 (10YR6/8) （も 1-20rnm)1%
鉄滓含む
明黄褐色土 (10YR6/6)地山ブロック(<t,l-10JDD)5%
明黄褐色土 (10YR6/6)地山ブロック (01~30皿）3%
明黄褐色土 (10YR6/6)地山ブロック(¢~5皿）3%

明黄褐色土 (IOYR6/6)地山ブロック3[H,、しまり強

2. 5Y6/4 

/ 
2号 ・3号製鉄炉(E-E')

旦31.2m E' 

2号製鉄炉 3号射鉄炉

― 
Il, 

2号 ・3号製鉄炉 (D-0')

2号・3号製鉄炉 ID-D”) 
炉2・6層淡黄色粘質土 2. 5Y8/4 
炉2・7庖浅黄色粘質土 2. 5Y7 /4 
炉2・8層黄橙色粘質土 2. 5Y8/3 
炉2・9層黄橙色粘質土 2. 5Y8/3 
炉2・ 10階黄灰色土 2. 5Y4/1 
炉3・6庖にぶい黄色土 2. 5Y6/4 
炉3・7層灰白色土 2. 5Y8/2 
炉3・8層黒褐色土 IOYR3/2 
炉3・9層黒掲色土 IOYT3/2 

浅黄色土 (2.5Y7/4)ブロック30%

D' 

2号製鉄炉

荻滓ー1

被熱節囲 (!Iii方なし）

SX26 

1号製鉄炉([-(")

I --=-- 31. 2m 

ーヘ—J—
1号製鉄炉 (H-K')

直 31.3n H' 

／ 

ロ 被熱範囲

ロ整地範囲

2号 ・3号製鉄炉 (E-E')
炉2・11層黒褐色土 10YR3(2淡黄色 (2.5Y8(3)粘土地山ブロック（も1~10ruru)3%
炉3・3'恩赤黒色土 2.5YR2(1 

A5層 黄橙色土 10YR7(8黄橙色 (10YR7(8)ローム粒15%
A6階 黒褐色土 10YR2(2明赤褐色 (5YR5(8)焼土(<t,1~10皿）1%
A8層 黄橙色土 10YR7(6黒褐色土 (10YR2/2)10%、黄橙色 (10YR8(6)ローム粒U,1~15皿）1%
A9階 黄褐色土 10YR5(6黄橙色 (10YR7(8)ローム粒10%
AlO層 黒褐色土 10YR2(2黄橙色 (10YR7(8)ローム粒 (4>1~10ruru)l%
A26階 にぶい黄橙色土 10YR6(3にぶい赤褐色(5YR5(3)焼土粒(<t,~3ruru)l%

I' 

SX07 CA-A, J 

A _ 32. 8nl 

SX8(B--B') 

B 
_.:c:._ 32. 9m 

SXB(B--B'） 

1層 灰黄褐色土 I OYR 4/2 I OYR3/ 4暗褐色土2W,、IOYR5/6黄褐色土冗
2層 黒褐色土 IOYR2/2 IOYR3/3暗褐色士4W,

SX25 (A-A'l 
A ---30. 6n 

ト
レ
ン
チ

B' 

llb 

A' 

SX7 (},-A,) 
1恩 10YR2/1黒色土 10YR6/6明黄褐色土7%、10YR3/3咤褐色土5%
2層 1DYR6/6明黄褐色土 10YR3/2黒褐色土3(Jf,、10YR5/3にぶい黄褐色土7%
3層 1DYR5/6黄褐色土 10YR4/1褐灰色土1⑯、5YR5/8明赤褐色土滋
4層 1DYR6/8明黄褐色土 10YR7/5にぶい黄褐色土5%、10YR4/2灰黄褐色土1%
5恩 10YR7/8黄橙色土 10YR4/3にぶい黄褐色土筏、10YR3/2黒褐色土滋
6層 1DYR2/2黒褐色土 10YR6/8明黄褐色土7%、10YR4/2灰黄褐色土1%
7層 1DYR6/8暗黄褐色土 10YR3/2黒褐色土1⑯、10YR6/4にぶい黄褐色土5%
8層 1DYR7/6咤黄褐色土 10YR4/3にぶい黄褐色土5%、10YR7/4にぶい黄褐色土1%
9恩 10YR5/6黄褐色土 10YR4/3にぶい黄褐色土l⑯
10層 1DYR7/6咤黄褐色 10YR3/1黒褐色土1⑯、 10YR7/3にぶい黄褐色土1%、、5YR5/8明赤褐色土1%
11層 lOYRS/2灰色土 10YR6/4にぶい黄橙色土2(if,、10YR5/6黄褐色土5%、10YR2/1黒色土1%

A' 

赤灰色 (2.5YR6/1)粘土(¢~50皿）5%

2号 •3号製鉄炉 (f-F .)

上ー31．伽

ト
レ
ン
チ

F' 
2号 • 3号製鉄炉 (F-F')

A3陪 黒色土 IOYR2/1 
A4層 黒色土 IOYR2/1 
A17層 黒褐色土 IOYR2/2 
A18層 明黄褐色土 IOYR7/6 
A29階 黒褐色土 2. 5Y3/2 

黄橙色 (10YR7/6)ローム粒（も1~7叩）5%
黄橙色 (10YR8/6)ローム粒25%,
明赤褐色 (5YR5/8)焼土(¢1~1OJ!Dn)冗
暗褐色土 (10YR3/3)15% 

゜
S=l/40 2m 

図21 A群製鉄炉跡第 7号 • 8号・ 25号 ・26号性格不明遺構
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3号製鉄炉 (C-C'l 

C 
- 32. 9m 

C' 

SX26 

3号製鉄炉

P30 

3号製鉄炉 (C-C,) 

1層 暗褐色土 IOYR3/3橙色土 (5YR6/8)3% 
2層 黒色土 IOYR2/1明黄褐色ローム粒 (IOYR7/6)1% 
3a層 黒褐色土 5YR3/!鉄滓(4,~3皿）を多く含む 固くしまる
3層 黒褐色土 5YR3/1鉄滓(</,~3皿）を多く含む
4層 黒褐色土 5YR2/1炭化物(</,!皿）漑、焼土プロック (<t,1~3ruru)3%
5層 黒褐色土 IOYRI.7/1 炭化物（も～3皿）5%

A11層 明黄褐色 (IOYR7/6)ローム粒（も1~25皿）乃、赤褐色 (5YR4/8)焼土(<t,1~1伽m)7%
A12層 黒褐色土 IOYR3/1黄橙色土 (IOYR8/6)5%、明黄褐色ローム粒 (IOYR7/6)2[11, 
A13層 黒色土 IOYR2/1 
A14層 黒褐色土 IOYR2/2
A!5層 黒褐色土 IOYR2/2黄橙色ローム粒 (IOYR7/8)2[11,、明赤褐色 (5YR5/6)焼土（<t,1~7皿）1%
A!6層 黒色土 IOYR2/1黄橙色ローム粒IOYR7/6() 2[11, 
A27層 にぶい黄褐色土 IOYR7/3 
A28層 黒褐色土 IOYR3/1にぶい黄色 (2.5Y6/4)地山ブロックは1~30rrrn)30%

口被熱範囲

ロ 埜地範囲

4号製鉄炉 (A-A,l 

_A_32. 4m 

lib 

A' 

4号製鉄炉 仇ーA,)
la層黒色土 7.5YRI.7/1黒色土 (7.5YRI. 7 /1)が変質した層
1層 黒色土 7.5YRI. 7 /1炭化物（も～Inrn)邪、鉄滓片（も～3mm)1% 
2層 にぶい赤褐色土 5YR4/3地山ロームブロ ック (01~3llDD)癌

4号製鉄炉

1,層の浄化がいちじるしい範囲

Bl層 黒色土 7.5YR2/1地山ブロック（も1-5mm)3%、焼土ブロック(,t,-3mm)1% 
B2層 にぶい黄色粘質土 2.5Y6/3 
B3a層黒色土 IOYR2/1 地山ブロック（も～3mm)3%、焼土ブロック(,t,-lmm)1%
B3b層黒掲色土 IOYRI. 7/1地山ブロック (¢~3mm)、焼土プロ ック（も～Imm)
B4層 褐色土 7. 5YR4/3焼土プロック(,t,-3mm)IW,、地山プロック (¢~5mm)5%
B5層 黒色土 IOYR2/1 にぶい黄色土 (2.5Y6/3)地山ブロック （も1-100nm)3W,

SX22 
1層明黄褐色土 IOYR6/6黒褐色土 (10YR3/2)I畷、灰白色土 (10YR7/1)3% 

SX23 
1層黄褐色土
2層黒褐色土
3唇明黄褐色土
4恩黒色土 10YR2/1
5層明黄褐色土

5号製鉄炉 (B-B'）

旦 32.5m

＼ 
～ 
＼ 

5号製鉄炉 (EHl,)

1層 にぶい褐色土 7.5YR5/3炉壁片(,t,-30rnrn)10%、焼土粒（も～3IIDD矯％

2a層
2潜 黒色土 7.5YR2/1炭化物粒(¢~3四 )3%
3層 淡赤橙色土 2.5YR7/4 

B6層 褐灰色土 7. 5YR4/1地山ブロック (¢~20皿）20%
B7層 暗赤褐色土 2.5YR3/2地山ブロック (,t,-lOOIIDD)30%
B7'層 黒色土 10YR2/1 Iこぶい橙色土粒 (5YR6/4) （¢~1mrn)1% 
B7’'層 黒掲色土 10YR3/1黄掲色土 (2.5Y5/4)地山ブロック （も～50n,n)30% 

10YR5/6 
10YR3/2 褐色土 (10YR4/4)15% 
10YR6/8 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)5% 
炭化物（も1~50mm)多量に含む
10YR6/6 炭化物（も1~2mm)5%

SX22 
底面固渚狡滓

5号製鉄炉

鉄滓ーl

鉄滓ー3 la 

B' 

IV層（砂質）

Ilb 
4号 •5号 • 6号• 7号製鉄炉断面図([-[')

3 0. 6 0 m -
E 

4号製鉄炉 5号製鉄炉

底面固替荻滓

4号 • 5号 •6号 7号製鉄炉 (E-E9)

炉4・3層橙色土 7. 5YR6/6 
炉4・4層灰褐色土 7.5YR4/2 
炉4・5層 橙色土 7. 5YR6/6 
炉6・3層
炉6・3'層淡黄色地山粘土 2.5Y8/4 一部被熱し、にぶい橙色(5YR6/4)に変色
炉6・3’'庖橙色地山粘土 7. 5YR7 /6 全体に被熱し、にぶい橙色(5YR7/4)に変色
炉7・6層黄橙色粘質土 IOYR8/3 黒褐色土 (IOYR3/2)20% 

P26 
1層 黒褐色士 IOYR3/1黄橙色土 (7.5YR7/8)滋

7号製鉄炉
4 ,6 E' 

三
゜

S=l/40 2m 

図22 A群 • B群製鉄炉跡第22号・ 23号 ・ 26号性格不明遺構第26号· 30号ピット
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6号製鉄炉 (C-C,l 

C — 32. 5m 
C' 

口 被熱範囲

ロ整地範囲

6号製鉄炉

l, 

6号製鉄炉 (C-C'J
la層 黒褐色土 IOYR3/2 黒褐色土 (IOYR3/2)が固 く変質した屠
澤 黒褐色土 IOYR3/2 炭化物(<,~!四滋％、鉄滓片(,t,1~5四）1%
2層 黒色土 IOYR2/1 
3層 にぶい橙色粘質土 2.5YR6/4 

B7層 黒褐色土 7.5YR2/2 炭化物(<,~20rnrn)l%、焼土粒（も～1四捻％、鋏滓含む
B8層 暗褐色土 IOYR3/3 地山ブロック （も1~30rnrn)5%、鉄滓含む
B9層 黒色土 IOYR2/1 焼土粒（も1~3四ぽる、炭化物粒(q,~l口）1%
BIO層 黒褐色土 IOYRI.7 /1 地山ブロック（も～30rnrn)5%、焼土粒（も～3rnrn)1%
Bil層 黒色土 IOYR2/1 地山ブロック (<1,~100rnrn)30%
B12層 黒褐色土 IOYR3/2 炭化物(,t,1~3rnrn)2%、炉壁片を多く含む

7号製鉄炉 (D-0'）

J)_ 32. Om D' 

7号製鉄炉

SX24 (B-B＇) 

B .:::._ 32.3m 

＼ 
B' 

7号製鉄炉 ([}--0万
1層 黒褐色土 IOYR3/2 地山ブロ ック(¢~3皿）1%、焼土粒(,t,-3rnrn)!%
2層 暗褐色土 7.5YR3/4 地山ブロ ック主体、 加え炉壁片（ も～50皿） I~含む
3層 浅黄色土 2.5Y7 /4 
4層 黒色士 IOYR2/l 炭化物 (¢ l~30皿） I~を含む
5濯 黄橙色土 IOYR8/3

Bil'層 灰黄褐色士 !OYR4/2

SX24 (B--B'］ 

1層 明黄褐色土 10YR7/6 黒褐色土 (10YR3/1)漑

゜
S=l/40 2m 

図23 B群製鉄炉跡 第24号性格不明遺構
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第 3章 検出遺溝と出土遺物

ベ
|0 

1
 

3号製鉄炉

IL-14から□へ1m

2号 3号製鉄炉底面被熱範囲確認状況

口 IL-14から

十臼へlm

2号 3号製鉄炉周辺掘方

3号製鉄炉

27号 pit

4号製鉄炉 @
 

5号製鉄炉

4号～7号製鉄炉底面被熱範囲確認状況

粘土範囲

被熱範囲._ 

■麟に固著した滓の範囲

■ 還元範囲

炉鉄製号7
 

ヽ

＞
 

口
[
《

仁＼
 ーヽー

・a
 

／
 

誓13
ヘ

7
 

丘
—

゜
S=l/40 2m 

4号～7号製鉄炉 掘方

図24 A群• B群製鉄炉跡平面図
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図25 C群 •D群製鉄炉跡と周辺の遺構群(1)

- 62 -

／ 



ァ苓
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十

＼ア

ゎ
第12号性格不明遺構

ふ

＼え

13号製鉄炉前庭部

12号製鉄炉前庭部

／ 
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図26 C群 •D群製鉄炉跡と周辺の遺構群(2)
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8 • 9号製鉄炉 CA-A')

8 ・ 9号製鉄炉 1B--B＇）

A' 

8. g号製鉄炉 (C-C'l

C 
."--. 31. 7m 製鉄炉8

三？
製鉄炉9 C' 

8号製鉄炉 CA-A')
1層黒褐色土 10YR2/2黄橙色 (lOYRS/6〉ローム粒(<i>1-50nm) 20%、浅黄橙色土 (lOYRS/3)7%、

橙色土 (5YR6/8)7%、橙色土 (5YR6/8) （も1-511JD)l%
2層黒色土 10YR2/1黄橙色 (lOYRS/6) ローム粒(<i>1-20nm) 10%、橙色土 (5YR6/8) （も1~10四）2%、

炭化物 (01~5皿）1％以下

3層黒色土 10YR2/1黄橙色 (lOYRS/6〉ローム粒(¢1~1はn)謀、橙色土 (5YR6/8) (<i, 1-lOmm) 1% 
4層黒褐色土 10YR2/2橙色土 (5YR6/8) (<i> 1-25匹） 7%
5層黒色土 10YR2/1明黄褐色 (10YR7/6)ローム粒(¢l~30lllJD)1⑱、橙色土 (5YR6/8) （も1~15四泣％

6層黒掲色土 10YR3/1黄橙色 (10YR8/6)ローム粒(01~5四）1%
7層褐色土 10YR4/4明赤褐色土 (10YR5/8) （も1~15皿）筏、黄橙色 (10YR8/6)ローム粒（も1~15nn)2% 
8層黒色土 10YR2/1黄橙色土 (10YR7/8)3%、炭化物（も1~1.5四）1%

B' 

9号製鉄炉 (B-B,、c-c,)
濯暗褐色土 IOYR3/4 橙色土 (5YR6/8) （も1~5111D〉1%、黒掲色土 (IOYR2/2)諜

2層にぶい黄褐色土 IOYRS/4 暗褐色土 (IOYR2/3)10%、炭化物（も!JDD以下）1%
3階黒色土 IOYR2/1橙色土 (5YR6/8)（も1~5口） 1%以下

4層褐色土 IOYR4/4明黄褐色 (IOYR7/6〉ローム粒（も1~15四）況、橙色土 (5YR6/8) (</> 1-20nrn) 5% 
5層褐色土 10YR4/4橙色土 (5YR6/8)（も1-20nrn)7% 
6層 黒 掲 色土 10YR3/2黄橙色土 (lOYRB/6)(</, 1-20皿閃％、橙色土 (5YR6/8)（も1-10nrn)1% 
7層黒色土 10YR2/1橙色土 (5YR6/8)7% 
8層黒色土 10YR2/1浅黄褐色 (lOYRB/4)ローム粒3%

SX19 (E-E, l 
1層 黒掲色士 IOYR3/2黄褐色士 (IOYR5/6)15%、地山粒(¢5~1如m)滋、

炭化物(¢~1皿）1%

10号製鉄炉 r.A-A,)

1層暗褐色土 IOYR3/4明赤褐色焼土 (5YR5/8)40% 

SX18 (A-A, l 
1庖黒褐色士 IOYR2/2明黄褐色士 (!OYR6/6)15%、炭化物（も～2皿） 1%
2層黄褐色士 IOYR5/6黒褐色土粒 (!OYR2/3〉 (¢10~3はn)3% 

B 31. 800m 
11号製鉄炉 断面図 1B--B'）

SX11 • 12 1B-B'） 

B 31. 9m B' 

こ
I 

被熱範l!ll

C7 

11号製鉄炉 (B-B,)

1層 黒褐色土 IOYR2/1 暗褐色土 (IOYR3/3)15% 

＼ ＼ 

廃棄層 (B-B')

Cl階黄橙色土 !OYR8/6炭化物粒 (<t,~3四）1%
C2層黒褐色土 IOYR2/2炭化物粒 (<t,~5四）1%
C3層黒褐色土 IOYR3/2炭化物粒 (<t,5~20皿）況、焼土粒（も～1皿）諜鉄滓、炉壁、羽口多く30％含む

C5層黒褐色土 IOYR2/2炭化物粒(</,~!四）1%、焼土粒（も1~2皿）郊

C6階暗褐色土 !OYR2/3炭化物粒 (<t,~2四）郊、焼土粒（も1~3匹）5% 鉄滓、炉壁、羽口5(11,含む

C7層黒褐色土 IOYR2/2地山プロック（砂～15叩） 5%
C7 -!恩黒褐色土 IOYR2/2黄褐色土 (IOYR5/6)15%、炭化物 (<t,l~l.5皿）1%

10~13号製鉄炉 CE-E'J

E 31. 80m 
SX19 

10号製鉄炉 (A-A,)

A 31. ao伽

B' 

11号製鉄炉 12号製鉄炉 13号製鉄炉

10号製鉄炉

| 
被熱範囲掘方なし 底面に因着した滓

E' 

A' 

15号製鉄炉 CA-A,)

A 31.4m 
＼ 

16号製鉄炉 (!Hl')

互31.2m

SX9 

15号・ 16号製鉄炉 SXI4 (C-C'l 

C _ 3 0. 4 m 

SX14 

被黙範囲

15号製鉄炉

15号製鉄炉

16号製鉄炉

A' 

B'¥ 

16号製鉄炉
2 

15号製鉄炉 (C-C,)
1層暗褐色土 10YR3/3 明赤褐色 (5YR5/6) 焼土（も 1-l◊nml) 1% 

16号製鉄炉 (C-C')

1層黒褐色土 10YR2/3黄橙色ローム粒 (10YR7/6)!W,、橙色土 (5YR6/8)1% 

SX14 (C-C') 
1層黄橙色土 10YR8/6明黄褐色土 (lOYR7/6)地山プロック（も～30mn)5%
2層 灰黄褐色土 10YR4/2黄橙色土 (10YR8/3)地山ブロック (¢~1伽ro)5%

12号製鉄炉 (C-C"l 

_G_ 31. 800n 

13号製鉄炉 ([HJ')

立 31.800m 

ー•-l 被熱範囲

旦

13号製鉄炉 I 
比熱範囲掘方なし

口 被熱範囲

ロ埜地範囲

SXl 1 (&-£.) 
1層黒褐色土 IOYR2/2
2層黒褐色土 IOYR2/3炭化物（も～lllll'll以下） 1%

SXI 2 (&-£.) 
1層褐色土 IOYR4/4 
2層黄褐色土 IOYR5/6

sxg • 10 • 13 • 14 cc-c ・) 
_f_ 30. 7m 

SX10(B-B, l 

B — 31. lm 

、＼

SXl0・2層

C' 

D 
SX15 CD-D,) 

— 31. l m 

C' 

D' 

12号製鉄炉前庭音i

13号製鉄炉

1層黒褐色士 10YR2/2 橙色 (5YR6/8)焼土滋、黒色士 (lOYRl.7 /1) 2% 

13号製飲炉約庭部

12号製鉄炉
1層 灰黄掲色土 IOYR4/2 橙色 (5YR6/8)焼土冗

D' 
11 • 12 • 13号製鉄炉莉庭部 (F千')

_l_ 31. 300m 11号製鉄炉 13号製鉄炉 F' 

12号製鉄炉

11号製鉄炉

前庭部 1層赤褐色土 5YR4/8炭化物（も1~1.5四）1%

12号製鉄炉
前庭部 1層黒掲色土 IOYR2/2炭化物(</,lnDD)1%
前庭部 2層黒色土 IOYR2/1炭化物(¢1~2皿）1%

13号製鉄炉

前庭部 1層暗掲色土 IOYR3/4
前庭部 2層暗褐色土 IOYR3/3黄褐色土 (IOYR5/6)就

前庭部 3層黒掲色土 IOYR2/2

B' 

SX9 (C-C'J 
1層 黒色土 7.5YR2/1明黄褐色土 (10YR7/6)地山ブロック (¢~5伽n)3%

SX13 (C-C.) 
1層 暗褐色土 7. 5YR3/3 浅黄色土 (2.5Y7/3)地山ブロック（～も10伽m)3%

SXI O 1B-B.. c-c. J 
1層浅黄褐色士 lOY詑(4
2階黄褐色士 10YR5/6浅黄色士（2.5Y7 /3)地山プロック（～が5伽m)3%、

褐灰色士 (7.5YR4/1) 20o/,, 
3層にぶい黄掲色粘質士 10YR5/4掲色士 (10YR4/6)地山ブロック(¢~3nrn)5%、

にぶい赤褐色 (5YR4/3)焼士 (¢~5l1JD〉1%

SX15 (D-D') 
1層 灰褐色土 7.5YR4/2黄褐色土 (IOYR5/6)地山ブロ ック (,t,~10皿） 3%、

にぶい赤掲色土 (5YR4/4)焼土30%
2階黒褐色土 7.5YR3/1黄褐色土 (IOYR5/6)地山ブロック (,t,~5mm)1% 
3層にぶい褐色粘質土 7.5YR5/4 

SX2I (E-E') 

E .::_ 32.6m E' 

SX17 (G-G,) 

丘 32.Im G' 

゜
S=l/40 2m 

図27 C群 • D群製鉄炉跡第 9号～15号・ 17号～19号 ・ 21号性格不明遺構
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8号製鉄炉
ン

9号製鉄炉

IM-11から

西へ閂—

口被熱範囲

o
i
 

と＝士
1m 

1/40 

ン）
16号製鉄炉

c
 

I P-13から□へIm

o
i
 

と＝士
1m 

1/40 

図28 8号.9号・ 16号製鉄炉掘方
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10cm 
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図29 1号製鉄炉出土遺物
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2号製鉄炉 I I 

崎
曇

m"mr}溶
~;.. •さ, ・a、.

・¥1.>.・ ,“・ ;;．、←、 ~~I 
し ，ヽ＇函岱ベ:;.~・ 礼ヽと；ど

、、へ＇い2

□ 口

口 4
 

〇
4号製鉄炉

5
 

2
 

＼
 

ぐ

口 6
 

3
 

こ ，
 7号製鉄炉

•o 
10 

O・ 1/3 1Qcm 

□二□

□ 

7
 

‘9. 

'
』
-8

 

図30 2号・ 4号・ 7号製鉄炉出土遺物
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9号製鉄炉

/ク＿

2
 

11号製鉄炉

4
 

13号製鉄炉

‘ 
5
 

6
 

O・ 1/3 10cm 

固31 9号・ 11号・ 13号製鉄炉出土遺物
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(5)廃滓場（図32~52)

IN-11、IM-11・ 12、IL-11~14、IK-13・ 14グリッドからは、北斜面にA群• B群製鉄炉跡、東斜面

にC群製鉄炉跡が検出された。これら製鉄炉よりも低位からは、羽ロ・炉壁・鉄滓類が集中的に出土

する状況が確認された。ここを製鉄炉の廃滓場と して捉え、また廃棄された遣物の層を廃栗層として

認識した。 15号・ 16号製鉄炉については、東側が沢によって壊されていたことから、土忌断面での廃

棄屈を確認することができなかった。

廃滓場では、検出後、製鉄炉の長軸の延長上に土圏観察用のベル トを設定した。この土層観察用の

ベルトに沿ってサブトレンチを設定し、廃滓場における遺物と土層の堆積状況の把握を行い、廃棄層

の層位を確定させつつ遺物の敗り上げを行った。層番号は、製鉄炉群の名称であるアルファベットの

A・B・Cを層番号の先頭に付け、割り振った。また際滓場とその周辺に限り、グリッ ドは2mX2m 

に細分した小グリッドを設定した。

遣物は IM-11①から最も多く出土した。また、基本層序の断面の観察によって、遣物が壁面にも層

状に確認されたことから、A群 •B群の北側およびC群の東側の範囲で今回調査対象外 と なった区域

についても多量の鉄関連遺物の埋蔵が推察される。ただし、D群製鉄炉跡のよう に沢によって壊され

た範囲もあるため、廃滓場の残存状況については不明である。廃滓場における新旧関係は、図 4の基

本層序よ り、 B群製鉄炉由来の廃棄層が最も古く、A群 •C群製鉄炉由来の廃棄屈がそれより も新 しい

ことが指摘できる。

［規模］範囲は東西方向に長軸をもち、 20.lmX8. 5mを洞る。

［堆積士］製鉄炉から靡滓場までの一連の堆積状況を確認した（図21~23、27)。廃棄層は、All層(3

号製鉄炉）、Bl 層 •B3a 層 •B3b 層、B4層 (4 号製鉄炉） 、B7 層 •B 8 層 ( 5 号 ・ 6 号製鉄炉） 、 C2 層 • C 3 層・

C5層(9号製鉄炉）、 C6層(11号製鉄炉）である。なお、 4号製鉄炉の土層銀察用ベル トでは、廃棄居

である Bl層とB3a層、 B3b層およびB4層と整地層であるB2層とB5層が交互に確認される状況

にあった。下吊から整地層、廃棄層、整地層、廃棄屈と交互に堆積する状況から4号製鉄炉が少なく

とも 2回の操業を行ったものと考えられる。

［廃滓場内における遺物の出土状況］

図32~34、表4~ 7には、靡滓場および製鉄炉周辺から出士した羽口、炉壁、鉄滓類の出士量を分

類別に示した。遣物は約1795.3kg出士し、流動滓が最も多く、次いで炉壁の出士量が多い。これらは

主にIM-11② •④、 IM-12① •③から確認された。以下に種別 と層別の概要を記載する。

羽口（図32上）

羽口は、約124.4kgが出土 し、 IM-11② • ④、 IM-12①・③で多く 確認した （図32上） 。 こ の範囲は、 C群

製鉄炉跡である8号～13号製鉄炉から 1~1. 5m離れた位屑にあたる。A群 ．B群製鉄炉跡の範囲では

IK-14④、IL-14③、IL-13②から遣物の出土が多い。

炉壁（図32下）

炉壁は、約586.3kgが出士し、 IM-11④、 IM-12① ・③で多く 確認された（図32下） 。 A群 • B群製鉄炉跡

の範囲では IL-13②、IL-14①～③から多く 出土している。
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鉄塊系遺物（図33上）

鉄塊系遺物は、約93.0kgが出土し、 IM-11④、 IM-12①・③で多く確認した（図33上）。

炉内滓（図33下）

炉内滓は、約308.2kgが出土し、 IM-12①、③で多く認められた（図33下）。 A群． B群製鉄炉跡の範囲

では IL-13②、 IL-14③から多く出土している。

炉底滓（図34上）

炉底滓は、約 5.3kgが出土し、 IM-11④、 IM-12③からの出土が多い（図34上）。

流動滓（図34下）

流動滓は、約653.1kgが出土し、 IM-11②•④、 IM-12①•③、 IL-13②•④、 IK-14①からの出土が多い。

層別では、 All層から遺物が約3.7kg出土 し、流動滓が多く確認された。 B3a層からは遺物が約

1. 4kg出土し、炉壁が最も多い。 B3b層では約5.1kgの遺物が確認され、流動滓が多くみられた。B4

屈は約28.5kg遺物が出土し、流動滓が最も多くみられた。 B7層では遺物が約3.8kg確認され、流動滓

が多く出土 した。B8層からは、約6.3kgの遺物が出土し、うち流動滓が多く確認された。C2層は、

遁物が約12kg出土し、流動滓が最も多い。 C3層は約721.7kgもの遣物が出土し、流動滓が最も多く確

認された。 C5層からは、遷物が46.4kg出土し、流動滓が多い。C6層は1071.9kg遁物が出土し、流動

滓が最も多い。

［出土遺物］

図35-1~ 3はそれぞれ土師器の坪および甕である。 3点図示 した。 1は内外面ロクロ整形が施さ

れ下部からゆるやかに内湾する器形となる。 2は甕の胴部最下部にあたる。内外面共にハケメ調整が

施される。 3は甕の内面はヨコナデ、ナデもしくは粗いミガキ調整が施される。内面は口緑部ヨコナ

デと｛本部にナデ調整が施される。

羽口（図35-4～図39-4)

羽口は、 28点を図示した。基部が欠損し先端部から胴部が残存するものが多く みられる（図35-4-

8、図36-3 ・ 4 ・ 6 ・ 7、図37-1-4・ 6、図38-2 ・ 4、図39-1-4)。この他、胴部のみ（図36-1・ 2 ・ 5、

図37-5、図38-1・ 3)、先端部（図38-5)、胴部から基部（図38-6)が確認される。また、先端部が

鉄滓でふさがれるもの（図35-7、図37-3 ・ 4、図39-4)、胴部に鉄滓がとどまるもの（図36-5)がみ

られる。図 35-6は、先端部から基部に向かってケズリ調整がなされる。

炉壁（図39-5～図43-2)

炉壁は、 15点を図示した。それぞれ上部（図42-4)、中部（図39-6、図40-2~ 4、図41-2、図

42-2)、下部（図39-5、図40-1、図41-1 ・ 3、図42-1 ・ 3、図43-1 ・ 2)にあたる。 胎土にスサ

を混ぜるものが多く、スサと小石を混ぜたものもある（図41-3、図42-3)。図39-5は内面が錆に覆
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われる。表面は木炭材や滓が付着し、滓付着部分がなめらかであり、上部にナデ痕がみとめられる。

断面はガス質で下部に網かな気泡が確認される。 39-6は内面上部に溶解しきらない砂鉄、下部に滓

が付着する。図40-1は内面に錆が付着し、ざらざら している。断面は下部がガス質で多数の気泡が

みとめられる。 40-2は短軸方向に湾曲している。内面は付着した滓によってなめらかである。断面

はガス質で細かい気泡がみとめられる。 40-3は内面に溶解しない砂鉄が付着する。 40-4は内面上部

に溶解しき らない砂鉄、下部に溶着滓がみとめられる。 断面は下部がガス質で発泡している。図41-

1は内面に付着した滓によって一部なめらかな部分も認められる。断面はガス質で多数の気泡が確認

される。 41-2は内面に滓、炉壁片、上部に溶解しきらない砂鉄が付着する。断面はガス質で気泡が

みとめられる。 41-3は長軸方向に大きく湾曲する。内面は滓が付着し、なめらかである。断面はガ

ス質でわずかに気泡がみとめられる。図42-1は内面下部に溶着滓が付着する。断面はガス質で細か

な気泡が認められる。 2は内面にヒビがみられ、表面に溶解しきらない砂鉄、下部に滓がみとめられる。

断面下部で発泡と細かな気泡がみられる。42-3は内面の中央に溝状の凹みがみられ、木炭材が付着

している。表面には細かな亀裂と長軸方向にナデが施されている。断面は一部ガス質で細かく発泡す

る。 42-4は内面が被熱によって変色するものの、滓の付着は認められない。図43-1は厚手で凹凸が

あり、内面が滓によってなめらかである。断面はガス質で多数の気泡が残る。 43-2は内面下部にガ

ラス質の滓が付着している。

鉄塊系遺物（図43-3～図44-4)

鉄塊系遺物は10点を図示した。いずれも表面は凹凸があり、ざらざらしている。内面は多くがガス

質で気泡が認められるものがあり、緻密なものもある（図44-3)。

図43-3は楕円形を呈する（試料番号 NAR-7)。43-4は扁平な楕円形を呈する（試料番号 NAR-13)。

43-5は不整形を呈し、表面に木炭材がみとめられる。 43-6は不整形を呈する。43-7も不整形を呈

する（分析試料 NAR-12)。43-8は扁平な三角形を呈する。表面には木炭材が付着する（試料番号

NAR-11)。図 44-1は方形を呈する（試料番号NAR-10)。44-2は方形を呈し、内面が緻密である。 44-

3は表面が黒色の三角形である。 44-4は扁平な不整形をなす（試料番号NAR-14)。

炉内滓（図44-5～図48-3)

炉内滓は20点を図示した。表面に凹凸があり 、ざらざらしているものが多いが、流動滓のようなも

のもみられる（図44-5、図46-4、図47-2 ・ 3)。図44-5は厚みのある不整形を星する。上面に木炭

材がみとめられ、下面は流動滓に類似する。 内面はガス質で下部が緻密、 上部で気泡が確認される。

図45-1は不整形で下部は湾曲する。表面は錆と木炭材が認められる。内面はガス質で細かな気泡が

みられる。 45-2は不整形で、厚みのある楕円形と扁平で下部が湾曲する皿状の滓が結合している。

内面は緻密である。 45-3は不整形を呈し、下面に灰白色の粘土が付着する。内面はガス質で発泡が

認められる。 45-4は扁平な不整形を呈する。下面に木炭材の痕跡が認められる。内面はガス質で細

かな気泡が認められる。図46-1は厚みのある不整形で、底面が湾曲する。 上面に炉壁片、下面に木

炭材痕が付着する。 内面はガス質で細かな気泡が残る。 46-2は扁平で不整形をなす。裏面に小石が

付着する。 内面はガス質で細かな気泡が残る。 46-3は半円形をなし、底面が湾曲する。表面には木
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炭材痕が付着する。内面はガス質で気泡が多数みとめられる。46-4は厚みのある不整形をなし、底

面が湾曲する。表裏面に炉壁片と木炭材痕が付着する。内面はガス質で細かい気泡が確認される。

46-5は扁平で楕円形を呈する。表面に木炭材が付着し、底面には小石が付着する。内面はガス質で

多数の気泡がみとめられる。 46-6は不整形で、底面に円形のくぼみがみられる。裏面には粘土が付

着している。内面はガス質で細かな気泡がみとめられる。図47-1は厚みのある不整形を呈する。表

面には炉壁片が付着する。内面はガス質で細かな気泡が残る。47-2は不整形を呈し、表面に木炭材

痕が付着する。内面はガス質で細かな気泡がみとめられる。 47-3は厚みのある不整形で、底面が湾

曲する。表面には炉壁片・木炭材痕が付着する。内面はガス質で大きな気泡が残る。 47-4は不整形

を呈し、表面に焼土粒が付着する。内面はガス質で気泡が多数みとめられる。 5は厚みのある不整形

を呈し、底面は湾曲する。表面には木炭材痕が付着する。内面は緻密である。図48-1は扁平で不整

形を呈し、表面に木炭材痕が付着する。 底面には炉壁片が付着する。 内面は緻密である。 48-2は扁

平な不整形を呈する。 下面に小石が付着する。内面はガス質で網かな気泡がみとめられる。 48-3は

不整形をな し、長軸方向に湾曲する。表面には木炭材痕が付着する。内面はガス質で細かな気泡が残る。

炉底滓（図48-4)

図48-4は、炉底滓であり、凹凸のある三角形を呈する。上面に木炭材痕、下面に粘土が付着し、

表面はざらざらしている。 内面は緻密である。

流動滓（図49-1～図52-10)

流動滓は29点を図示 した。図49-1は扁平で中央が細まり 、両端が放射状に広がる形状を呈する。

端部は枝状に派生する。下面には炉壁が付着する。内面はガス質で大きな気泡の破れた痕跡が表面に

見られる。49-2は棒状をなす流出孔滓とみられる。 内面はガス質で下部に細かな気泡、上部に大き

な気泡が認められる。 49-3は単位流動滓で、下面に小石が付着する。内面はガス質で細かな気泡が

みとめられる。 49-4は扁平な不整形をなし、側面から枝状に派生する状況がみられる。表面に小石

が付着する。 内面は緻密であるが、わずかに気泡がみとめられる。 49-5は厚みのある棒状を呈する。

表面に炉壁片・木炭材痕が付着する。 内面はガス質で細かな気泡がみとめられる。 49-6は厚みのあ

る楕円形を呈する。表面に錆や炉壁片が付着する。 内面はガス質で下部に細かな気泡、上部に大きな

気泡がみとめられる。 49-7は凹凸のある不整形をなし、図43-1に類似する。内面はガス質で気泡が

多数みとめられる。図50-1は厚みのある不整形を呈する。 炉壁片 ・木炭材痕が付着する。内面はガ

ス質で気泡が多数みとめられる。 50-2は扁平で棒状を呈する。表面はざらざらしており 、小石が付

着する。内面はガス質であり 、気泡が多数みとめられる。50-3は厚みのある不整形を呈する。上部

に炉壁片・ 下部に木炭材痕が付着する。内面はガス質で気泡が多数みとめられる。 50-4はやや厚み

のある不整形をなす。表面に炉壁片が付着する。 内面はガス質で気泡が多数みとめられる。 50-5は

扁平な不整形を呈する。表面には炉壁片が付着する。 内面は緻密である。 図51-1は厚みのある不整

形を呈する。表面に炉壁片 ・木炭材痕が付着する。内面はガス質で下部に緻密、上部に大きな気泡が

みとめられる。 51-2は厚みのある棒状を呈する。下面に砂が付着する。 内面はガス質で下部に網か

な気泡、上部に大きな気泡がみとめられる。 51-3は扁平で板状を呈する。表面に炉壁片が付着する。
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内面はガス質で下面に細かな気泡、上面に大きな気泡がみとめられる。51-4は厚みのある不整形を

呈する。炉壁片が付着する。内面はガス質で下部に細かな気泡、上部に大きな気泡がみとめられる。

51-5は扁平な棒状をなし、末端部にあたる。表面に細かな気泡が確認される。小石・炉壁片が付着する。

内面はガス質で下部に細かな気泡、上部に大きな気泡がみとめられる。 51-6は厚みのある不整形を

なし、断面形が落差のある場所に流れ出て固まった状況を示 している。下部に砂が付着する。側面に

は炉壁片が付着する。内面はガス質で下部に細かい気泡、 上部に大きな気泡がみとめられる。 51-7 

は断面 U字形の流出溝滓である。下面に砂が付着する。内面はガス質で細かな気泡がみとめられる。

図52-1は扁平で先端部に向かって放射状に広がる形状を呈する。末端部は枝分かれして脈生する。

下面に木炭材痕がみられる。 内面はガス質であり 、細かな気泡が多数確認される。 52-2は扁平な棒

状を呈する。内面はガス質で下部に細かな気泡、上部に大きな気泡がみとめられる。52-3は扁平で

棒状を星する単位流動滓の先端部にあたる。 表面に小石が付着する。 内面はガス質で細かな気泡が確

認される。 52-4は棒状の流出孔滓とみられる。表面はざらざらしており 、多量の木炭材痕と炉壁片

の付着がみとめられる。内面はガス質で気泡が多くみられる。 52-5は単位流動滓で、中央で側面に

広がる形状をなす。下面に木炭材痕がみとめられる。内面は緻密である。 52-6は単位流動滓であり、

表面に小石が付着する。内面は緻密であるものの、わずかに細かな気泡がみとめられる。52-7は単

位流動滓の先端部にあたり、下面に小石が付着する。内面は緻密である。52-8は単位流動滓の先端

部であり、表面に小石が付着する。 内面は緻密である。 52-9は単位流動滓の先端部であり 、下面に

小石が付着する。内面は緻密である。52-10は単位流動滓であり、末端部は枝分かれして派生する。

表面は木炭材痕がみとめられる。内面は緻密である。
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羽口 '. ， ；辛

グリッド名 層位／メタル度等 H 廷 4レ コ9AR:4レ M H 斜イヤ． ゴ9砒 4レ L M H 結イヤ． ゴ9砒 4レ

IJIO 撞土 200 20 36. 4 2 1 
IJI欲2) ［層 390 
IJl4 ［層 90 9 4 
IJ15 ［層

IKII 
［層

覆土 130 87. 4 

IKl2 
［層 4 5 20 
菜＋ 1450 
A10層 90 27 6 30 
A21層 390 30. 1 20 
A27層 50 100 95 6 10 

IKl3 A28層 130 100 50 
覆土 4 7 60 37 2 
［層 980 35 2 12 6 1440 50. 2 27. 3 209. 8 470 

ほ至匹 9 5 350 56. 6 77 6 
IK13C1l 整j-11,層 10 

IKI箕
I層 250 90 

廃棄層 180 2440 119. 9 401 9 1450 
IK1灰3 黎蛾層 3 I 10 40 

IK13@ I層 890 7 9 450 
黎jゃ 60 
［層 480 970 10 8 560 
A1層 40 
A6層 36 9 290 2 8 
Alu層 120 

IKl4 A12層 2 3 100 30. 5 110 
A22層 150 150 4 6 10 
l..ョ.. 300 134. 5 360 51. 5 45. 1 120 
確認面 232 3 51 2 1250 46. 8 100. 3 150 
覆土 70 49 2 3虹〇 86 198. 6 355 8 820 
I層 100 1500 28 3 200 

IKI⑰ 
［層 50 
Al層 1230 131 8 64 1 230 

底喧匡呈i 230 49. 1 2950 16. 4 66 7 700 

IK1⑫ 
［層 150 13 9 

＇=-,m 46 4 200 17. 4 24 4 90 
1層 110 20 

IKI心 ［層 370 60 
＇え全,m 730 6 2 1180 81 4 119. 2 290 

IKI⑬ 
［層 960 10. 4 220 19. 8 

lえ呻l匹 950 760 38. 3 290 

品膚●•賽採+ ● 5 

60 600 
IKl5 100 

100 34 1 

IKIゆ 20 
30 10 

ILIO 
［層 180 400 80. 4 

確認面 270 2 6 4560 381. 5 284. 3 413 3 1380 

ILi i 
［層 80 210 43 1 51 1 510 

黎畑層 220 40 
［層 340 50 

ILII① C2層
C3層 620 9 3 170 
C3層 1530 34 4 10190 54. 3 247. 5 237 9 4520 

IL11② C6層 13500 39. 4 155. 9 305 2 200 
＇--,甲 280 1060 160.1 13 9 1730 

IL12 
［層 8. 4 340 1160 

黎jや層

Ill餃
C3層 960 107 7130 
ほ章屈I 190 910 52 3 1030 
811層 230 21. 7 

ILi~ C5層 60 57. 8 1630 201 49. 7 1020 
l..零""

ILi餃
［層

l..ョ.. 330 400 
［層 40. 8 540 733 224 7 10510 1533 6 231 4 519. 9 6470 
B4層 6 I 250 162 2 70 
B6層 ， 240 21 8 7 4 20 

ILl3 B7層 15 2 33 9 350 15 I 72 1 
B11層 100 
確認面 54. 3 88 5510 812. 5 319. 4 345 4 1440 
哀 ＋ 56 8 270 10 
B6層 10 10 

ILi灰D Bil層 30 4 7 3380 186. 5 357 1320 
廃棄層 120 34. 8 2570 29. 5 35. 4 81 6 780 
［層

B3層 330. 5 73 7 
B6層 610 42. 5 27. 7 70 

B7・・ 層上面 10 30. 2 6 9 320 
ILi箕 BB層 270 16 9 790 2110 

B9層 50 10 20 
B10層 140. 8 4160 986. 8 269. 2 1610 

廃BBI1棄61層層層層

50 372 500 7. 5 25 5 250 
870 55 2 64 7 12960 35 8 293 7 516. 3 7260 
220 2370 27 160 

ILi灰 1360 39. 9 140 ,..,..晒 50 79. 4 鉛 l 1450 47 9 90 
［層 110 11 4 240 
B2層 30 5 350 69 1 370 

IL13@ B6層 130 1590 110 5 650 
B7’'層 380 240 91 5 3520 
ほ 壷 匹 900 15 8 940 

（単位： g)

表4 遺構外出土鉄関連遺物集計表(1)
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9[P ；辛 次畏り子 翠戸ぞ円

ゲ IJ・・ ド名 隅位／メタル席等 心•9 -＂一↑、↓ L M H 心•9 →ト}•9 H 心ヽャ・ ー"-心49

IJIO 覆土 68 10 
[J13(2) ［ 
IJl4 ［ 49. I 60 10 
IJl5 ［ 150 

IKII ［ 870 
菜 89 18. 5 30 10 

IKl2 
n 30 
覆土 970 
AIO層 14.1 200 10 
A21層 210 20 
A27層 50 10 

IK13 泣8層 90 
苺 ＋ 7. 7 70 0. 6 10 
［暦 13 8 186 4710 68. 5 110 

戊亨嘩 16. 5 570 4. 5 10 
IKl3C1 啓蛾層 I 4 100 10 

IKI況 I厩 239. 1 700 1 4 20 
ほ亨暉 109. 6 5010 I 2 90 

IKl3C3 整地層 10 

IK13@ 
I雇 10 
整地 60 
［層 7. 5 2140 1 5 40 
Al層
A6層 10 
AIO層 40 2090 4.1 10 

IKl4 A12層 5. 6 260 10 
A22層 20 

廃確琵棄認層面
40 

23 2 2030 65 3 3290 
214 2 123. 7 11270 0. 8 80. 8 100 

1050 20 

IKI⑰ 
［層 160 10 
Al層 172 I 1500 42 8 30 
廃棄層 46 6 100. 2 7820 35 9 120 

IKI硲
［層 300 4. 4 10 E..... 6. 1 910 7.1 30 
I雇 540 10 

IKIゆ ［層 270 1440 
廃棄層 290. 9 3570 238 80 

IKI⑫ ［層 66. 2 41 I IOO 1 7 20 
廃棄層 9. 4 3 I 2940 16.1 40 
［層 230 30 

IK15 確認面 180 
芸坪 40 

IKIゆ 廃棄層 100 2 
哀＋ 42. 8 50 10 

ILIO 
［暦 115 2 10. 8 750 15 6 

確認面 61 8 380. 3 8640 20. 3 60 

ILi i 
［層 34. 8 690 10 

整地層
［暦 21 650 4 6 20 

ILII① C2層 150 10 
C3層 1150 20 
C3層 9. 5 209. 7 7310 60. 4 220 

llll② C6層 205 3 5390 0. 7 150 
廃棄層 48. 6 540 0. 3 10 

IL12 
［雇 91 7 100 10 20 

黎jjl¥層 69. 3 110 10 

ILiゆ C3層 56. 3 340 0. 8 20 
ほ奎暦I 49. 8 1660 20 
B11層 10 

Ill⑫ C5層 89. 6 3100 80 
廃棄層 50 

ILi裳
IT臨 30 
,....,.民爾 130 3 110 10 
［暦 147. I 14 789. 2 40350 25 6 310 
B4層 159. 4 5360 473 3 5910 
B6層 18.1 1520 I 5 20 

ILl3 B7層 8 I 19. 8 3190 19. 3 90 
B11層 270 
確認面 51 4 141 3 13430 58. 2 110 
覆土 4 420 30 
B6層

Ill灰 Bl I層 9. 5 24 9 100. 9 3870 90 
反亨臨 70. 1 144 61 7 3720 6. 9 40 
［層 13 4 120 
B3層 122 4 
B6層 85. 3 1510 27. 3 30 

87’'層上面 700 10 
ILi災 B8層 29. 5 3 7 3110 30 

B9層 90 
B10層 179. 8 238. 9 10930 22. 6 170 
B11層 23. 5 2120 10 
ほ奎臨 181 8 427 9 189. 9 29740 30 8 600 
［層 130 20 

ILi況 B6層 3140 14. 8 50 
廃棄層 104 6. 6 3200 2 2 40 
［暦 300 10 
B2層 1140 5 8 20 

IL13@ B6層 6. 8 4280 7. 5 70 
B7・＇層 20. 7 1880 3 50 
直 壷 匿i 4 7 61 7n 19 4 90 

（単位： g)

表5 遺構外出土鉄関連遺物 集計表(2)
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羽口 ；辛

グ1)ッドク 屑位／メタル席等 H 忙4レ コEiぶ4レ M H 紐イレ ゴ9砒 什9 L M H 忙“‘ 99B49 

83a層 90 33 480 21 4 
83b層 1080 42. 8 86. 6 460 

IL14 B4層 611. 9 3260 176. 4 144. 5 1200 
2910 54. 4 8790 170. 7 324. 7 530. 8 4040 

60 10 
10 

IL14(1J 99 58. 8 170 133. 4 3890 31. 7 421. 2 2890 

IL14③ 
40 7. 2 

廃棄層 1590 138 3 175 4 7580 35. 7 395 2 1020. 7 3660 

IL14④ 
All層 240 15 5 1190 140 
廃翌層 220 126 4 73 9 6180 122 5 471 2 261 2 3910 

IL15 n層 83 3 160 990 
IL15(3) 廃棄層 741 9 2460 32 6 666. 5 1540 
IMIO 覆土 100 79. 9 1170 56. 5 739. I 70 

IMIO④ 11層 230 2 4 130 
11層 730 244 5 154 2 11010 307 7 194. 3 671 2 1359. I 2450 

確認面 220 243 6 5000 25. 8 224. 2 833 833 2880 
IMII 

廃C覆113妻層土層層

150 430 30 5 37 1 20 
2. 3 57. 1 

241 49 8 940 8 7 82 6 370 
IMI 1(11 141 355 650 102 I 570 

Cl層 70 31 I 50 31 5 
C2層 270 22. 6 820 312. 5 143. 3 410 

IMII② C3層 273. 2 83OO 1373. 3 1113 30260 6530. 9 3355. 8 2918. 8 15750 
C6層 530 4800 43 131 9 22 1 3740 

廃Cn7実層層暦
100 17 8 320 58. 6 10 

24. 7 830 120 127 6 101的 57 8 547. 5 1699 3 1131 9 5150 

IMI I③ 
410 11 6 

廃棄層 50 2440 35 8 23 4 160 
Cl層 40 
C2層 280 2368 7 2680 103. 1 25. 6 44 9 1020 
C3層 59. 6 3260 211 9 1000. 2 48150 53 4 180 7 3676 I 5032 21550 

IMl 1④ C4層 360 690 1810 
C5層 1060 228 9 5990 1468 8 427 3 2960 
C6層 43 3 15450 93 9 162 4 1036 1 70640 1528. 6 701. 8 5169. 4 7539. 7 41570 

廃棄層 670 98 8 9290 33 3 170. 3 172 3 423 5 2450 
11暦 3860 224 77 3 5790 701. 9 476 2 455 5 4210 

IM12 ．re己.• ． 
4440 
200 2790 41 9 700 

100 
6321 55. 9 126 4 88 3 13100 321. I 326 I 234. 8 3490 

IMl2① 40. 3 70. 2 34721 1075. 4 2227 3225 6 147260 144. 2 3575. 9 9069 8 5337 1 61320 
廃宴層 8710 567. 8 941 37700 451. 8 963. 6 1161. 7 990. 8 27670 
C3層 1921 423. 4 80 6 815. 3 28080 206 7 1182. 2 396. 8 6510 

IM12② C6層 1901 51 9730 425 86. 2 78. 6 4010 
ほ託奎膠 870 69 7 99. 8 8950 195. 6 61. 8 257 7 254 5 9980 
I層 8 3 10 8 6 
C3層 40. 6 4. 3 11070 1175 1162. 1 61150 1198 5 769. 6 2911 3 1710.8 23080 

IM12③ 
C5層 590 10. 5 5600 209. I 263 I 327 4 1400 
C6層 142 8 29320 4568 7 1881 6 97740 1451. 3 11495 8 2228. 6 67620 
C7層 340 6. 7 250 

廃棄層 2490 1459 4 127 9 27640 793 4 1826 6 1751 2 1543 4 24400 
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IMI 2④ C6層 980 10410 1121. 7 39 4 16. 8 5170 
廃棄層 300 49. 4 6780 673. 7 165 3 531 2 3560 

IMl3 11層 4040 210 4 117 2 4430 157. 4 155 3 79. 7 770 
BIO層 12OO 6420 1004. 5 420. 8 2280 

IMI灰 廃棄層 130 130 20. 8 300 
II層 90 

IM13④ 廃棄層 1310 18 120 
11層 120 68 9 229. 4 5720 492. 6 449. 6 513 I 1280 

IN11 確認面 10 32. 4 17 5 107 4 100 
廃棄層 74. 5 

INI I③ 11層 10 
授土 34 8 

IN11C4l n層 30 
I層

INl2 n層 910 1340 40 
覆土 770 63 3 75 1 310 198. 7 53 7 132 I 

I O! 1 覆土
IOI 2 11層 103 I 172 5 1990 103 I 55 4 130 

I012(2) 廃棄層 12 30 6 110 120. 9 
IP11 11層 130 42 9 8. 7 
IPl2 380 

;ゴtぼと
100 
1的

廃滓範囲 710 636 745. 9 75 31360 1150. 2 2133. 3 1704. 8 4200 
151 400 240 
101 310 5180 

計 121 7 731 2 165980 2284 6 18394 9 16668 3 873610 5183 26305 I 56687 7 47425 3 43516( 

（単位： g)

表6 遺構外出土鉄関連遺物集計表(3)
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鳴戸(3)遺跡lI

炉 涅 r・99ヨ 鉄滓片
ゲ II、` ドタ 贋｛立／メタル席等r

g 49 ak碑 49. I M H 吐 9ヽ aに、‘’ H 吐 9ヽ ゴem』レ

B3a層 810 I( 

B3b層 7. 4 3420 I 

ILl4 B4層 474. 5 116 9 9970 7.6 14 
［層 12 5 149. 4 618. 2 唸 OO 38. 9 26( 
霜 ＋ 50 
表採 20 

Ill≪: 廃棄層 47 6 56. I 208. 6 8830 13. 8 19( 

ILi心 ［層 170 I( 

廃妻層 124. 8 143. 6 6790 67. 8 37( 

Ill≪;り All層 3. 3 2030 2. 4 3( 
廃棄層 264 122 17260 I. 2 16.1 16( 

IL1 5 ［層 23 I 450 I I 
Ill⑬ 廃棄層 147 212. 1 7830 I.I 71 
IMIO 覆土 489 5 930 46. 7 I( 

IMI⑬ ［層 130 I 
［層 700. 7 329. 7 22320 1 13. 5 221 

確認面 1604 9 371 9 333 967( 25. 4 10 
IMII 廃棄層 6. 3 86( I 

C3層 38. 5 
覆土 12 5 32. 7 2340 8 

IMII(1） ［層 101 6 169. 3 4260 5( 
Cl層 31. 2 290 I( 

C2層 4. 5 109 1400 4. 7 5( 

IMII② C3層 890 155. 4 337 9 973 9 2077. 9 48220 15 7 113. 6 86( 

C6層 86.8 7570 12( 
C7層 1050 2( 

直宣l. 95 I 150. 5 784 6 18390 66. 9 蕊（

IMII③ ［層 1720 6( 
廃宴層 26. 4 1870 24( 
Cl層 40 
C2層 39. 2 1680 2. 7 5( 
C3層 369. 7 318 4 865 6 4209. 4 67350 206. 9 1341 

"＂④ C4層 2. 2 21 
お層 24 1 300. 8 608. J 7730 46. I 191 
C6層 1250 211 4 752 5 2636. 5 4113. 3 101050 23 2 305. 8 お2...,. 244. 4 654 3 12130 沿 181 
11層 縣 ．8 676. 9 679. 9 2426( 1.1 16( 

IMl2 
C6層 24( 

廃棄層 141. 6 131. 5 351( 6( 
表採 I( 

C3層 39 2 24. 3 416 2 1認40 15. 6 お（
IMI咬り C6層 2120 1264. 7 4744 2104. 2 124980 69. 9 161. 3 337( 

廃棄層 853. 4 499. 2 854. 4 1316. 5 37730 22. 8 82( 

C3層 1OO 536. 7 1697 3 110. 4 879 19720 27. 3 37( 
(Mlゆ C6層 15. 3 6850 31. 4 32( 

廃妻層 110 428. 9 294. 6 16550 5. 6 20( 
1層 43 7 50 0.4 J( 

C3層 200 671 6 1549. 9 4396 9 67000 2 4 1326. 7 203( 

IMIゆ お層 25 81 7 109. 4 10140 5. 8 28( 
C6層 690 20. 6 945 6 2559. 8 9046-0 20. 7 709. 9 273( 
C7層 200 

廃棄層 600 1044. 8 682 2 32720 16. 8 54. 9 641 
C3層 28 6 4530 52. 7 91 

IM12@ C6層 253 8 144 10090 緊i 21 
廃棄層 137 313. 8 144. 1 953( 33. 7 14 

IMI3 ［層 268 70. 2 11340 13 ， 
BIO層 380. 7 1375( 13. 5 21 

IMI況 廃棄層 169( 2 
［層 II 

IMI灰4 廃棄層 64. 4 1100 I 
［層 39 9 1邸 5 444. 4 9180 60.5 4( 

INII 碍認面 19. 4 38. 7 250 I( 

廃棄層 23. 3 

INII③ ［層

覆土
INII④ n層 30 I( 

1層 12.8 50 
IN12 ［層 2000 4( 

覆土 152. 3 2980 4.9 I( 

IOI I 覆土 142. 3 1( 
!012 ［層 149. 4 215. 7 5760 6. 5 6( 
101衣2 廃妻層 122. 8 650 JO 11 
IPII 11層 60. 4 280 II 
IPl2 2 ％（ 

Al層
C3層

虎滓範囲 覆土 23 8 321 776 6 2294( 9鈴 寧

廃棄層 48( I 
ーエ 680 I( 

計 9. 5 5960 2175 7 8476 21437. I 36510 7 1160850 149. 7 6081 3775( 

（単位 ：g)

表7 遺構外出土鉄関連遺物集計表(4)
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第3幸検出遣構と出土還物
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第 3章 検出遠溝と出土遺物
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第3幸 検出遺構と出土遺物
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嗚戸(3)遺跡II
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第3章検出遺構と出土遺物
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嗚戸(3)遺跡II
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第 3章検出遺構と出土遺物
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第 3章検出造構 と出土遺物
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鳴戸(3)遠跡II
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第 3章検出遺構と出土遺物
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第 3章検出遺構と 出土遺物
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第3章検出追構と出士遺物
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4 土坑（図53)
第14号土坑

位置・確認 IE-02グリッドに位置する。W層で検出 した。

形状・規模長さ1.55m、幅1.37m、深さ 8~18cmの平面形は隅丸方形を呈する。

第 3章 検出遺溝と出土遺物

堆積土 3層に分層 し、黒褐色上を主体とする。 2層から広範囲にわたり炭化物が確認されているこ

とから、 3層上面が火床面に相当する と考えられる。

壁・底面 壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

出土逍物 なし。

時期 2層から出土した炭化物の年代澗定を試み、年代は奈良時代から平安時代前半頃との結果を得

た（第4章第2節参照）。

第15号土坑

位置・確認 IG-04グリッ ドに位置する。W層で検出 した。

形状・規模長さ1.5m、幅1.34m、深さ16cmの平面形は隅丸方形を呈する。

堆積土 2層に分層し、黒褐色土を主体とする。 1層から広範囲にわた り炭化物が確認されているこ

とから、 2層上面が火床面に相当すると考えた。

壁 ・底面 壁は緩やかに立ち上がる。底面はやや凹凸がみられる。

出土遺物 なし。

時期 1層から出土した炭化物から年代測定を試み、年代は奈良時代から平安時代前半頃との結果を

得た（第4章第 2節参照）。

第16号土坑

位置・確認 IL-04グリッドに位置する。W層で検出した。

形状・規模長さ0.79m、幅0.63m、深さ23cmの平面形は歪な楕円形を呈する。

堆積士 3層に分層 し、黒褐色士を主体とする。

壁・底面 断面形状がボウル状で壁は外傾しながら立ち上がる。底面は平坦である。

出土遣物な し。

時期 時期不明である。

第18号土坑

位置・確認 IL・ IM-10グリッドに位置する。W層で検出した。

形状・規模長さ2.24m、幅1.56m、深さ30cm、平面形は不整形を呈する。

堆積土 3層に分層し、黒褐色土を主体とする。

壁 ・底面 断面形が下部でボウル状、上部で皿状を呈し、壁は下部で外傾 しながら立ち上がり、上部

で緩やかに立ち上がる。底面は全体的に平坦であり、 西側の低い部分で丸く窪む。

出土遺物 炉壁 ・炉内滓 ・流動滓 ・鉄滓砕片が出土 した。図54-1は炉内滓である。凹凸のある不整

形をなし、表面は木炭材痕が多数確認され、ざらざら している。

時期 平安時代である。

5 焼土遺構（図53)
第9号焼土遺構

位置 ・確認 IU-06グリッドに位置する。W層で検出した。

形状 ・規模長さ0.96m、幅0.66m、深さ12cmで平面形は不整形を呈する。

堆積士 3層に分層し、黒褐色士を主体とする。

壁 ・底面 壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

出土遺物 なし。

時期 時期不明である。

第10号焼土遺構
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鳴戸(3)遺跡lI

位置・確認 IQ-04グリッドに位置する。IV層で検出した。

形状・規模 西側が調査区外に延びていて避構の全容が不明であるが、長さ2.35m、幅0.99m、深さ

30cm、平面形は円形を呈する。

堆積土 3榊に分恩し、黒褐色土を主体とする。

壁・底面 壁は緩やかに立ち上がる。底面はやや凹凸がみられる。

出土遣物 縄文土器が 2点出土した（図54-2 • 3)。

時期 時期は、出士遣物が縄文時代晩期に帰属するものと考えられるものの、不明である。

6 溝跡（図54)
第2号溝跡

位置・確認 IG-02~08グリッドに位置する。IV層で検出した。

形状・規模長さ13.0m、幅0.52m、深さ10cmである。

堆積土黒褐色土の単暦である。

壁・底面壁は外傾しながら立ち上がる。

出土遣物 縄文土器が 1点出土した（図54-4)。

時期 時期は、出土遺物が縄文時代晩期に帰属するものと考えられるものの、不明である。

第3号溝跡

位置・確認 IJ-11グリッドに位置する。IV層で検出した。第20号性格不明遺構と璽複 し、本遣構が新

しい。

形状・規模長さ1.39m、幅0.53m、深さ11cmである。

堆積土不明である。

壁・底面 壁は外傾しながら立ち上がる。底面は平坦である。

出土遺物なし。

時期 時期不明である。

第4号溝跡

位置・確認 IK-11グリッドに位屑する。第20号性格不明遺構と重複し、本遺構が新しい。

形状・規模長さ2.15m、幅0.41m、深さ5cmである。

堆積土不明である。

壁・底面壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

出士遣物なし。

時期 時期不明である。

第5号溝跡

位置・確認 IK-11グリッドに位置する。第20号性格不明遺構と重複し、本遺構が新しい。

形状・規模長さ1.Om、幅0.34m、深さ15cmである。

堆積土不明である。

壁 ・底面 壁は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

出土遺物なし。

時期 時期不明である。

第6号溝跡

位置 ・確認 I0-02~04グリッドに位置する。W層で検出した。

形状・規模 西端が調査区外のため遣構全容は不明であるが、長さ6.15m、幅0.21m、深さ20cmである。

堆積土不明である。

壁 ・底面壁は緩やかに立ち上がる。

出土遺物なし。

時期 時期不明である。
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第 3章 検出遠溝と出土遺物

7 遺構外出土遺物

遺構外から須恵器、羽口、炉壁、炉内滓、流動滓が出土した。鉄関連遺物は、製鉄遣構との関連が

考えられる。図55-1須恵器甕の肩部である。外面にタタキとナデ調整が施され、内面にナデ調整が

施される。

羽口（図55~2~5)

羽口は4点図示した。いずれも基部が欠損し、先端部から胴部が残存する。

炉壁（図55-6～図56-5)

炉壁は 7点図示した。それぞれ上部（図56-2・ 3 ・ 4)、中部（図55-7、図56-5)、下部（図55-6、

図56-1)にあたる。いずれも粘土のほかスサが混じる。図55-6は断面がL宇状に湾曲する。内面は付

着した滓によってなめらかであり、木炭材痕が残る。内部はガス質で気泡が多数みとめられる。 7は

内面に溶解しきらない砂鉄が付着する。断面はガス質で細かな気泡が銀察される。 図56-1は、凹凸の

ある厚みをもつ。部分的になめらかであるものの、表面は付着する錆と木炭材痕によってざらざらし

ている。断面はガス質で多数の気泡が確認される。56-2 ・ 3は、摩滅によって表面の角がとれ、内

面に滓の付着がみとめられない。 56-4は内面が被熱によって下部が暗灰色に変色する。表面にはヒ

ビが見られ、ナデが施される。 5は内面が上部で砂鉄が溶解しきらずに残り、下部で滓が付着するの

が確認された。表面は上部がざらざらしており、下部がなめらかである。断面はガス質で下部に細か

な気泡がみとめられる。

鉄塊系遺物（図56-6)

図56-6は鉄塊系遺物である。凹凸のある不整形を呈する。表面はざらざら し、木炭材の付着がみら

れる。

炉内滓（図57-1～図58-1)

炉内滓は 7点を図示した。表面は凹凸があり、 ざらざらしている。いずれも内面はガス質で細かな

気泡がみとめられる。図57-1は厚みのある不整形をなし、表面に木炭材痕．炉壁片・小石が付着する。

57-2は円形に近い形状を呈し、表面に木炭材痕と小石が付着する。57-3は方形を呈し、表面に木炭

材痕と錆が付着する。 57-4・ 5は不整形を呈し、側面から中心に向かって穴がみられる。57-6は厚

みのある不整形をな し、底面が湾曲する。表面には炉壁片 ・木炭材痕が付着する。図58-1は円形に近

い形状を呈し、底面は湾曲する。表面には、木炭材痕と炉壁片が付着する。

流動滓（図58-2～図59-3)

流動滓は 7点を図示した。 58-2は単位流動滓であり、末端が枝分かれ して派生する形状をなす。

底面には砂が付着する。内面はガス質で下部が緻密、上部に大きな気泡がみられる。 58-3は扁平で

末端から先端に向かって広がる形状をなす。表面は上面に炉壁片、下面に砂が付着する。58-4は単

位流動滓の先端部にあたる。内面は緻密である。58-5は厚みのある不整形をな し、下面に炉壁片 ・

木炭材痕が確認される。内面は緻密である。 59-1は、厚みのある不整形を呈し、末端部が枝分かれ

して派生する形状となる。表面は炉壁片 ・木炭材痕が付着する。内面はガス質である。 59-2は扁平

で不整形を呈する。 側面前面に破面が確認されるため、全体は大きかったものと思われる。内面はガ

ス質、下部が緻密、上部に大きな気泡がみとめられる。59-3は厚みのある不整形を呈し、下部が湾

曲する。 炉壁片が付着する。内面はガス質で細かな気泡が残る。
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第 4章 自然科学分祈

第 4章 自然科学分析

第 1節土壌分析

1 鳴戸(3)遺跡で検出されたテフラ層

（株）パレオ ・ラボ

1. はじめに

鳴戸(3)遺跡は、鯵ヶ沢町大字舞戸町鳴戸地内に所在する平安時代の製鉄遺跡である。 調査では、

製鉄炉が15基確認された。 ここでは、基本層序 1とSX08およびSX20から採取された試料について、 鉱

物組成、火山ガラスの形態および屈折率測定を行い、テフラについて検討した。

2 試料と方法

分析試料は、基本居序 1（図4）から 3試料、SX08およびSX20から各 1試料の、合計5試料である（表 1)。

表 1 テフラ分析を行った試料とその特徴
鵡 I 麟・蜘位置 I 層位

鴫戸（3)紐し］；ニビ覧

各テフラ試料は、以下の方法で処理した。

色潤および堆積物の特微

黒色 (2.5Y2/1)士壌

黒色 (2.5Y2/1)土壌

黒色 (2.5Y2/1)士壌

暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粘土質シルト

暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粘士質シルト、炭化物含む

採取された各試料は、自然含水状態で適量を秤量した後、3<J;, (0. 125mm)、4 <J;, (0. 063mm)の2枚の

師を重ね、湿式ふるい分けを し、 各残漬の重量を量った。 4<I>飾残清については、 璽液（テ トラブロ

モエタン、比重 2.96)を用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。軽鉱物は、水浸の簡易プレパラートを作

製し、軽鉱物組成と火山ガラスの形態分類および計数を行った。火山ガラスの形態は、町田・ 新井

(2003)の分類基準に従い、バブル型平板状(bl)、バプル型Y字状(b2)、軽石型繊維状(pl)、軽石型ス

ポンジ状(p2)、急冷破砕型フレーク状(cl)、急冷破砕型塊状(c2) に分類した。璽鉱物は、封入剤カ

ナダバルサムを用いてプレパラー トを作製し、単斜輝石(Cpx)、斜方輝石(Opx)、角閃石(Ho)、磁鉄鉱

(Mag)を同定・計数した。

各試料の 4 <I>師残演中の火山ガラスは、 横山ほか(1986)に従い、温度変化型屈折率測定装置を用いて

屈折率測定を行った。

3.結果

以下に、各試料中の軽鉱物、重鉱物、火山ガラスの屈折率等の特徴について述べる。

［分析No.1（基本層序 1、IIa①層）］

試料は、黒色土壌である。湿式飾分けを行った結果、3<I>飾以上の残演が多い。 また、4¢飾残演

の重液分離では、重鉱物の割合が高い（表 2)。
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鳴戸(3)遺跡II

4 <f;,飾残済の偏光顕微鏡観察では、軽

鉱物中の火山ガラ スが軽鉱物全体の

38.2%、長石(Pl)が 21.5%、重鉱物中の斜

方輝石(Opx)が重鉱物全体の15.1%、単斜

輝石(Cpx)が 13.7%、角閃石が 12.3%など

であった（表 3)。

表2 テフラ試料の湿式師分け・重液分離の結果（単位： g)
分 涵覆重量⑥ 砂鮫度組成直量gl 重檀分離(s)
No 

I 2 3 4 

゜ ゜ ゜
¢ 

糎 重

I 34.17 2.6850 0.9154 0.1694 0.0353 

2 30.19 1.9184 0.8698 0.1906 0,0431 

3 36.15 1.7392 0.6087 0.1757 0.0290 

4 14.45 0.5672 0.3020 0.1095 0.00叩

5 16.38 0.0076 0.3290 0.1321 0.0013 

火山ガラ スは、バブル型Y字状ガラス (b2)が19.3%、バブル型平板状ガラス(bl)が7.5%、軽石型ス

ポンジ状ガラス (p2)が6.1%、軽石型繊維状ガラス (pl)が3.9％などであった（表 3)。

火山ガラスの屈折率測定を行った結果、範囲(range)が1.5009-1. 5196の広い範囲に分布する が、

1. 5009-1. 5085に集中する。

［分析No.2（基本層序 1、IIa②居）］

試料は、黒色土壌である。湿式飾分けを行った結果、 3<!>飾以上の残演が多い。また、4¢飾残演

の重液分離では、重鉱物の割合が高い（表 2)。

4 <!>師残演の偏光顕微鎧観察では、軽鉱物中の火山ガラスが軽鉱物全体の30.9%、長石(Pl)が30.4%、

重鉱物中の斜方輝石(Opx)が重鉱物全体の13.1%、単斜輝石(Cpx)が9.8%、角閃石が15.4％などであった

（表 3)。火山ガラスは、バブル型Y字状ガラス (b2)が16.5%、バブル型平板状ガラス (bl)が7.4%、軽

石型スポンジ状ガラス (p2)が4.3%、軽石型繊維状ガラス (pl)が1.7％などであった（表 3)。

火山ガラスの屈折率測定を行った結果、範囲 (range)が1.5015-1. 5189の広い範囲に分布する が、

1. 5015-1. 5079に集中する。

表3 ¢飾残澄中の鉱物組成（上段：個数、下段： ％） 
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［分析No.3（基本層序 1、IIb層）］

試料は、黒色土壌である。涅式飾分けを行った結果、 3<I>師以上の残演が多い。 また、4<I>飾残演

の軍液分離では、重鉱物の割合が高い（表 2)。

4 ¢師残演の偏光顕微鏡観察では、軽鉱物中の火山ガラスが軽鉱物全体の24.2%、長石 (P1)が

30. 5%、重鉱物中の斜方輝石(Opx)が重鉱物全体の12.8%、単斜輝石(Cpx)が13.2%、角閃石が25.6％など

であった（表 3)。火山ガラスは、 バブル型Y宇状ガラス (b2)が11.4%、バブル型平板状ガラス (bl)が

1. 7%、軽石型スポンジ状ガラス (p2)が6.4%、軽石型繊維状ガラス (pl)が2.1％などであった（表 3)。
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火山ガラスの屈折率測定を行った結果、範囲 (range)が1.5008-1. 5193の広い範囲に分布するが、

1. 5008-1. 5079に集中する。

［分析No.4 (SX08 ・ 2層）］

試料は、暗オリーブ褐色の粘土質シルトである。湿式箔分けを行った結果、 3c/J筋以上の残澄がや

や多い。また、 4c/J箭残澄の重液分離では、重鉱物の割合が高い（表2)。

4 ¢箔残澄の偏光顕微鏡観察では、軽鉱物中の火山ガラスが軽鉱物全体の70.4%、長石(Pl)が14.6%、

重鉱物中の斜方輝右(Opx)が重鉱物全体の16.0%、単斜輝右(Cpx)が10.0%、角閃石が13.4％などであっ

た（表 3)。火山ガラスは、バプル型Y字状ガラス (62)が36.1%、バブル型平板状ガラス (bl)が23.2%、

軽石型スポンジ状ガラス (p2)が3.0%、軽石型繊維状ガラス (pl)が7.7％などであった（表 3)。

火山ガラスの屈折率測定を行った結果、範囲 (range)がL5035-L 5183の広い範囲に分布するが、

1. 5105-1. 5183に集中し、平均値(mean)は1.5110である。

［分析No.5 (SX20 c -c' 2層）］

試料は、暗オリーブ褐色の粘土質シルトであり、炭化物をやや多く含む。涅式箭分けを秤った結果、

4 ¢節残澄が多い。また、 4r/J筋残澄の重液分離では、重鉱物の割合が高い（表2)。

4 ¢箭残痘の偏光顕微鏡観察では、軽鉱物中の火山ガラスが軽鉱物全体の88.9%、長石(Pl)が8.9%、

重鉱物中の斜方痺石 (Opx)が重

鉱物全体の10.3%、単斜輝石

(Cpx)が13.2%、角閃石が19.2%

などであった（表3)。火山ガラ

スは、バブル型Y字状ガラス

(62)が46.8%、パブル型平板状

ガラス (bl)が33.6%、軽石型ス

ポンジ状ガラス (p2)が0.9%、軽

右型繊維状ガラス (pl)が6.4％な

どであった（表 3)。

火山ガラスの屈折率測定を行

った結果、範囲 (range)が

1. 5106-1. 5187の範囲に分布し、

平均値(mean)は1.5150 
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図 1 火山ガラスの屈折率測定結果

4. テフラについて

分析No.1（基本層序 1、IIa①層）、分析No.2（基本層序 1、IIa②層）、分析No.3（基本層序 1、IIb層）

の土壌中の火山ガラスは、火山ガラスの含有量が少なく、火山ガラス屈折率の範囲(range)は比較的

広い範囲に二峰性の分布を示す。いずれの試料も、屈折率の低い火山ガラスが多く、屈折率の高い火

山ガラスは少ない。屈折率の高い火山ガラスは、白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)に由来する火山ガラスと
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考えられる。なお、屈折率の低い火山ガラスは、十和田aテフラ (To-a)の可能性が考えられる（丸山，

2011)。

分析No.4 (SX08)の土壌中のテフラは、主にバプル型ガラスからなり、屈折率の低い火山ガラスを

含むものの、範囲1.5105-1. 5183の火山ガラスが多いため、白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)と同定される。

分析No. 5 (SX20)の土壌中のテフラは、主にバブル型ガラスからなり、屈折率の範囲が

1. 5106-1. 5187の火山ガラスであるため、白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)と同定される。

以下に、白頭山苫小牧テフラ (B-Trn)および十和田aテフラ (To-a)の詳細について述べる。

白頭山苫小牧テフラ (B-Trn)は、 10世紀に中国と北朝鮮の国境に位置する白頭山火山から噴火したテ

フラである。火砕流堆積物(pfl)を伴った降下軽石(pfa)や降下火山灰(afa)であり、東側1500kmに及ぶ。

斑晶鉱物としてガラス質が主体で、アルカリ長石を特徴的に含み、単斜輝石を僅かに含む。軽石型ガ

ラスおよびバプル型ガラスの屈折率は、 1.511-1. 522である （町田・新井， 2003)。なお、石塚ほか

(2003)によると、白頭山の火砕流堆積物や泥流などによって埋没した樹木のウイグルマッチングによ

る年代較正の結果、埋没樹木の最外年輪の較正年代は936•8-s cal ADである。

十和田aテフラ (To-a)は、 AD915年に十和田火山から噴火したテフラである。降下軽石(pfa)、降下

火山灰(afa)、火砕流堆積物(pfl)であり、南側300km、東側80km、10,000krn2の範囲に及ぶ。テフラは、

斜方輝石(opx)、単斜輝石(cpx)、黒曜石(ob)を特徴的に伴う。また、火山ガラスは、軽石型ガラスで

構成され、火山ガラスの屈折率は1.496-1. 508である（町田・新井，2003)。

5. おわりに

基本居序 1の3試料、SX08とSX20の5試料について、テフラ分析を行った。

その結果、基本層序 1の3試料では、火山ガラスはやや少なく、屈折率測定において白頭山苫小牧

テフラ(B-Tm)の火山ガラスを含むものの、十和田aテフラ(To-a)と思われる火山ガラスの割合が高か

った。SX08およびSX20のテフラは、白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)と同定された。
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図版 1 堆積物中の鉱物の実体顕微鏡写真（スケール、 1~5 : 100μm、 6~11: 50μm) 

1. No. 1の軽鉱物(4も師残濱） 2. No. 2の軽鉱物(4ぃ師残演） 3. No. 3の軽鉱物(4の師残濱）

4. No. 4の軽鉱物（4<b師残濱） 5. No. 5の軽鉱物(4も師残濱） 6. バブル型Y字状ガラス(No.4) 

7. 軽石型繊維状ガラス(No.4) 8. バプル型平板状ガラス (No.5) 9. バブル型Y字状ガラス(No.5) 

10. 軽石型繊維状ガラス(No.5) 11.斜方輝石(No.5) 
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2 鳴戸(3)遺跡の花粉分析

（株）パレオ ・ラボ

1. はじめに

鯵ヶ沢町大字舞戸町鳴戸地内に所在する鳴戸(3)遺跡は、平安時代の製鉄遺跡である。製鉄炉操業

前と製鉄炉操業～廃絶段階における遺跡周辺の古植生を検討するために、花粉分析用の試料が採取さ

れた。以下では、試料について行った花粉分析の結果を示し、遺跡周辺の古植生を検討 した。

2 試料と分析方法

分析試料は、基本層序 1（図4）から採取された計5点で

ある（表 1)。IIb層は製鉄炉操業前、 IIa居は製鉄炉操業～廃

絶段階と考えられている。これらの試料について、以下の

手順にしたがって花粉分析を実施した。

表 1 分析試料一覧

試料（湿重約 3~4g)を遠沈管に取り、 10％の水酸化カリウム溶液を加え10分間湯煎する。水洗後、

46％のフッ化水素酸溶液を加え1時間放置する。水洗後、比重分離（比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液

を加え遠心分離） を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシ

ス処理（無水酢酸9:1濃硫酸の割合の混酸を加え20分間湯煎） を行う。 水洗後、残演にグ リセリ ンを

加え保存用とする。この残演より適宜プレパラートを作製した。今回の分析試料は花粉化石の保存状

態が良好ではなく 、十分な量の花粉化石が得られなかった。そのため、樹木花粉100を目安と して検

鏡を行い、その間に現れる草本花粉・胞子を全て数えた。また、保存状態の良好な花粉化石を選んで単

体標本(PLC.1714~1721)を作製し、写真を図版 1に載せた。図版 1に載せた単体標本は、パレオ ・ラ

ボに保管されている。

3 分析結果

検鏡の結果、 5試料から検出された花粉は、樹木花粉24、草本花粉17、形態分類のシダ植物胞子 2の、

総計43である。これらの花粉・胞子の分布図を図 1に、一覧を表 2に示す。なお、IIb層と IIa②下層

については数枚のプレパラートを検鏡しても樹木花粉100が得られなかったが、産出傾向を把握する

ために分布図には示してある。分布図における樹木花粉の産出率は樹木花粉総数を基数とした百分率、

草本花粉と胞子の産出率は産出花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。また、図表において

ハイフン(-)で結んだ分類群は、それらの分類群間の区別が困難なものを示す。さらに、マメ科の花

粉には樹木起源と草本起源のものがあるが、各々に分けるのが困難なため、便宜的に草本花粉に一括

して入れてある。

II b層では十分な量の花粉化石が得られていないものの、樹木花粉ではハンノキ属やブナ属、コナ

ラ属コナラ亜属、クリ属、ニレ属ーケヤキ属、 トチノキ属など落棄広葉樹の産出が目立つ。IIa②下層

以上の層準になると、マツ属複維管束亜属が24~42%、スギ属が14~35％となり、優占する。 また、草

本花粉では、イネ科やカラマツソウ属、ヨモギ属の産出が目立つ。イネ科は 7~25％の産出率を示 し、

II a①上層で産出が最も多い。カラマツソウ属は2~30％の産出率を示し、特にIIa①下層と Ila②上下
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層で産出が目立つ。

さらに、栽培植物のソバ属がIIa②上層以上の層準でわずかに産出している。

4. 考察

製鉄炉換業前のIIb層では、ブナ属やコナラ属コナラ亜属、

など落莱広葉樹の産出が目立つ。よって、遺跡周辺にはこれらの分類群からなる落葉広莱樹林が広が

っていたと考えられる。また、低地にはハンノキ属の湿地林なども存在していた可能性がある。

製鉄炉が操業される Ila②下層になると、マツ属複維管束亜属やスギ属の産出が増加する。さらには、

草本花粉の産出割合も増加する。製鉄炉操業に伴い、遺跡周辺の樹木が伐採され、草原的な環境が広

がっていた状況や、開けた土地にニョウマツ類が侵入していた状況、遺跡周辺にスギが植林されてい

しかしながら、 Ilb層やIla②下層は十分な量の花粉化石が得られていないた状況などが推測される。

層準であり、

ある。

正確な花粉組成の変化を示していない可能性もあるため、結果の解釈には注意が必要で

マツ属複維管束亜属やスギ属はIla②下層以上の層準で優占するため、 Ila②下層からIIa①上層

ニョウマツ林やスギ林が継続して存在していた可能性がある。また、草本花粉では、 Ilaの堆積期間は、

ヨモギ属は11~37％の産出率を示し、 Ila②下層以上の層準で多産する傾向がある。

②下層以上の層準においてイネ科やカラマツソウ属、

の分類群からなる草本植生が広がっていたと思われる。

異なり、 カラマツソウ属が減少し、イネ科の産出が増加している。さらにはアカザ科ーヒユ科やアリノ

トウグサ属、 タンポポ亜科などが微増しており、イネ科やカラマツソウ属、

タンポポ亜科なども分布を広げていた可能性がある。また、 Ila②上

層以上の層準では、栽培植物のソバ属の産出が見られ、 IIa②上層以上の堆積時期には、遺跡周辺にお

ザ科ーヒユ科やアリノトウグサ属、

いてソバ栽培が行われていたと思われる。

Ill木花1サ

クリ属、 ニレ属ーケヤキ属、

ヨモギ属の産出が目立ち、遺跡周辺にはこれら

ただし、 Ila①上層では草本花粉の組成がやや
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図 1 嗚戸(3)遺跡における花粉分布図

樹木花粉は樹木花粉総数、草木花粉・胞子は産出花粉胞子総数を基数として百分率で算出した。
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鳴戸(3)遺跡II

表 2 産出花粉胞子一覧表

芦
面
Pinus subgen.])iploxylon マツ属複維管束亜属
Crypto加eria スギ属
Pterocarya-Juglans サワグルミ属ークルミ属
Carpinus-Ostrya クマシデ属ーアサダ属
Betula カバノキ属
Alnus ハンノキ属
Fa界IS プナ属
伽ercussubgen. LepidobBlanus コナラ属コナラ亜属
Quercus subgen. Cyclohalanopsis コナラ属アカガシ亜属
Castanea クリ属
切'mus-Zelkova ニレ属ーケヤキ属
Celtis-Aphananthe エノキ属ームクノキ属
Phellodendron キハダ属
Rhus-Toxicodendron ヌルデ属ーウルシ属 ー

Aesculus トチノキ属 4 
Vitis ブドウ属
Tilia シナノキ属 1 
Actinidia マタタビ屈 2 
Araliaceae ウコギ科 1 3 
Cornus ミズキ属 1 
Oleaceae モクセイ科 1 2 
Li即 strum イボタノキ属 1 
Fr四 inus トネリコ属 1 1 6 

lfeigela タニウツギ属章翠"m●9嶋直"""'"'"""'•"'＂'’ '＂ '●9" '＂'＂ '＂＂＂ '’ '鴫 1"＇＂ '＂ ＇’ '＂ '＂'＂ ＇＂ '’ '＂ ＇＂＇＂ ＇＂ '9 9鴫 9"'" '＂ '9 9鴫"'" ＇" ＇’ '""＇＂ '" ＇＂ '"＂＇＂ ＇＂ ＇’ '" ＇.＂＇＂ ＇＂ '""＇" ＇＂ ＇" ＇＂ ＇●9鴫 1" ＇ ＂ ＇""'＂ '＂ '＂ '＂ '9 9鴫"'" ＇" ＇9 9鴫：：＂＇＂ ＇9 9鴫"'" '" ＇9 9鴫 9" ' ＂ ＇＂：：m●9" ＇" ＇＂ ＇＂＂'" ＇" '" ＇" ＇．：："'" ＇＂ '● 9" ＇＂ ＇" '"＂＇＂'" ＇．L,＂＇＂"'● 9鴫1" ＇"：：99鴫""'
Sagittaria オモダカ属 1 
Gramineae イネ科 107 67 84 40 
Cyperaceae カヤツリグサ科 ー 3 IO 1 
Fagopyrum ソバ属 2 2 9 -
Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ーヒユ科 23 4 8 3 
Caryophyllaceae ナデシコ科 2 1 1 
Thalictrum カラマツソウ属 37 170 213 57 
Brassicaceae アプラナ科 ー 18 4 7 
Leguminosae マメ科 1 2 -
Haloragis アリノトウグサ属 7 2 3 1 
Apiaceae セリ科 7 18 22 2 
Ny11Jphoides indica ガガプク 1 
Plantago オオバコ属 1 
Patrinia オミナエシ属 1 2 -
Artemisia ヨモギ属 101 148 295 114 5 
Tubuliflorae キク亜科 1 6 9 1 3 

Liguliflorae タンポポ亜科 22 15 10 2 
．i・ジダ櫂砺'“"＇＂”""＂'“'＂'“"＂＇“'＂＇“'“"mm釦"’"＂"＇“"'＂＂＂" ＂＇＂'＂'＂“"＇＂＂＂"＂ ＇＂＇＂'＂“"'“'＂'＂＇＂＇＂'“'mm“"＇“'"＇"＇“"'“'＂'＂＇＂'＂'“'＂'“"＂'“'＂'“"＂＂＂ ＇＂""'“‘"'“"＂""＇囀＂＂＂＂ ＇“'＂＂＂＂＇囀直 9“"＂＇“"＂'“"＇“'＂＇"＇“"＇“'＂＇＂＇“"＇“'"＇“""＇“'＂＇“"＂＇“'"＇"：：＂'“”"＂

monolete type spore 
trilete type spore 
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図版 1 嗚戸(3)遺跡(IIa②上）から産出した花粉化石

1. マツ属複維管束亜族(PLC.1714) 2. クマシデーアサダ属(PLC.1715) 

3. イネ科(PLC.1716) 4. カラマッソウ属(PLC.1717) 

5. ヨモギ族(PLC.1718) 6. アリノトウグサ属(PLC.1719) 

7. セリ科(PLC.1720) 8. ソバ属(PLC.1721) 
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鳴戸(3)遺跡II

第 2節 嗚戸 (3)遺跡における放射性炭素年代(AMS測定）

（株）加速器分析研究所

1. 測定対象試料

鳴戸 (3)遺跡は、吉森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸（北緯40° 46'53. 26"、東経

140° 14'15. 76")に所在 し、鳴沢川左岸の河岸段丘上（標高約30~34m)に立地する。測定対象試料は、

竪穴住居跡、土坑、性格不明遺構、製鉄炉から出土した炭化物の合計 7点である（表 1)。なお、同一

試料を用いて樹種同定も行われている（第4章第3節参照）。

2. 測定の意義

遺構が機能した年代を推定する。

3. 化学処理工程

(1)メス・ピンセッ トを使い、根・土等の付着物を取り除き、必要量の試料を採取、乾燥させ、秤量す

る（付表「処理前試料量」）。

(2)酸ーアルカリ ー酸(AAA:Acid Alkali Acid)処理によ り不純物を化学的に敗り除く 。その後、超純水

で中性になるまで希釈し、乾燥させ、秤量する（付表「処理後試料量」）。AAA処理における酸処理で

は、通常1mol/Q (lM)の塩酸(HCl)を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリ ウム(NaOH)水溶液を

用い、 0.001MからlMまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。

(3)必要量を採取、秤量（付表「燃焼量」）した試料を燃焼させ、二酸化炭素(CO,)を発生させる。

(4)真空ラインで二酸化炭素を精製、定量する。この二酸化炭素中の炭素相当量を算出する（付表「精

製炭素量」）。

(5)精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、 グラファイ ト(C)を生成させる。

(6)グラファイトを内径 1mmのカソー ドにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定

装置に装着する。

4. 測定方法

加速器をベースと した14C-AMS専用装置(NEC社製） を使用し、 l4Cの計数、l3c濃度(l3CIl2C)、l4c濃度

(14C/l'C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局(NIST)から提供されたシュ ウ酸(HOxII)を標準試料

とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。測定回数とl4Cカウン ト数を

付表に示す。

5 算出方法

(1)いCは、試料炭素の叱濃度(l3c刀C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(%0)で表した値

である （表 1)。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。 l3C/叱比は付表に記載する。

(2)l4C年代（いbbyAge:yrBP)は、過去の大気中叱澄度が一定であった と仮定して測定され、1950年を

基準年(OyrBP)として遡る年代である。年代値の算出には、いbbyの半減期(5568年） を使用する
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第 4章 自然科学分析

(Stuiver and Polach 1977)。l4c年代は I)l3Cによって同位体効果を補正する必要がある。補正し

た値を表 1に、補正していない値を参考値として表 2に示した。 l4c年代と誤差は、下 1桁を丸め

て10年単位で表示される。 また、 l4c年代の誤差（士1(J)は、試料の℃年代がその誤差範囲に入る

確率が68.2％であることを意味する。

(3) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。 pMC

が小さい(l4Cが少ない）ほど古い年代を示し、 pMCが100以上(l4Cの量が標準現代炭素と同等以上）の

場合Modernとする。この値も [j13Cによって補正する必要があるため、補正した値を表 1に、補

正していない値を参考値と して表 2に示した。

(4)暦年較正年代とは、年代が既知の試料のl4c濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の

l4c濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 l4c年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(1o =68. 2%）あるいは2標準偏差(2o=95.4%）で表

示される。グラフの縦軸がl4c年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力され

る値は、[j13C補正を行い、下一桁を丸めないl4C年代値である。なお、較正曲線および較正プログ

ラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、

年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。 ここでは、暦年較正年代の

計算に、 IntCal13データベース(Reimeret al. 2013)を用い、 OxCalv4.2較正プログラム (Bronk

Ramsey 2009)を使用 した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存す

る点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表 2に示した。暦年較正年代は、

l4c年代に基づいて較正(calibrate)された年代値であることを明示するために「calBC/AD」（また

は「calBP」）という単位で表される。

6. 測定結果

試料の測定結果を表 1、2及び付表に示す。

試料の叱年代は、 14NAR3-1が4040土20yrBP、14NAR3-2が1230土20yrBP、14NAR3-3が1210士20yrBP、

14NAR3-4が1190土20yrBP、15NAR3-1が1240土20yrBP、15NAR3-2が1180土20yrBP、15NAR3-3が

1150土20yrBPである。暦年較正年代 (1(J）は、 14NAR3-1が2617~2493calBC、14NAR3-2が719~

864cal AD、14NAR3-3カゞ773~868calAD、14NAR3-4カゞ778~881calAD、15NAR3-1カゞ691~775cal AD、

15NAR3-2が778~889calAD、15NAR3-3が783~966calADの間に各々複数の範囲で示され、14NAR3-1が

縄文時代中期後葉から末葉頃、 15NAR3-1が古墳時代終末期から奈良時代頃、他の5点が奈良時代から

平安時代前半頃に相当する（小林編2008、佐原2005)。

試料の炭素含有率はすべて60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

文献

Bronk Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51 (1), 337-360 

小林達雄編 2008総覧縄文土器，総覧縄文土器刊行委員会，アム ・プロモーショ ン

Reimer, P. J. et al. 2013 IntCal13 and Marine13 radiocarbon age cal ibrat1on curves, 

0-50, 000 years cal BP, Radiocarbon 55 (4), 1869-1887 
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佐原慎 2005 日本考古学・日本歴史学の時代区分，佐原慎， ウェルナー・シュタインハウス監修，独

立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所編集， ドイツ展記念概説 日本の考古学 上巻，学生社，

14-19 

Stui ver M. and Polach H. A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19 (3), 

355-363 

表1 放射性炭素年代測定結果（か℃補正値）

試料 処理
6 13C補正あり

測定番号 試料名 採取場所
形態 方法

6 13c（知）
Li(bvrby BAP) ge pMC(%) 

(AMS) 
IAAA- SI-15炉 3（土器埋設炉） C-1 炭化

IAAA 
60.46士0.18150579 

14NAR3-1 
2層 物 -25.40士0.21 4.040士20

IAAA-
SK-14 2層

炭化
IAAA 

1.230士20 85.82士0.25
14NAR3-2 

物 -29.43士0.191SOS80 
炭化IAAA-

14NAR3-3 SK-15 C-3 1層（木炭層）
物

IAAA 
-22.82:!::0.24 1.210::I:20 86.03士0.23150581 

炭化IAAA-
14NAR3-4 SX-20C-4 3層

物
IAAA 

-25.69:!::0.19 1.190:I:20 86.26:I::0.23 150582 
炭化IAAA-

15NAR3-1 製鉄炉 3 C-1 5層
物

IAAA 
-24.23士0.2S 1.240士20 85.66士0.22150877 

炭化IAAA-
15NAR3-2 製鉄炉 7 C-2 4層

物
h 

-23.26士0.22 1.180士20 86.39士0.23150878 
炭化IAAA-

15NAR3-3 製鉄炉9 C-3 8層
物

IAAA 
-25.01::1::0.23 1.150::1::20 86.71士0.25150879 

[#7453, 7505] 

表2 放射性炭素年代測定結果（8℃未補正値、暦年較正用℃年代、較正年代）

測定番号
6 Ile補正なし 暦年較正用

la暦年代範囲 2a暦年代範囲
Aile (vrBP) nMC (%) (yrBP) 

IAAA-
2617calBC -2610calBC (4.4%) 

262ScalBC -248ScalBC 

150579 
4,050士2060.41士0.174,042士23258lcalBC-2563calBC (19.8%) 

(95.4%) 
2534ca1BC -2493calBC (44.00/o) 
719ca1AD -742ca1AD (19.8%) 

IAAA-
1,300士2085.05士0.24 1,228士22

766calAD -778calAD (10.8%) 693calAD -747calAD (29.5%) 

1SOS80 791calAD -828calAD (22.4%) 763ca1AD -880calAD (65.9%) 
839calAD -864calAD (15.2%) 

IAAA-
773calAD -778calAD (4.5%) 

728calAD -737calAD (3.0%) 
1,170:!::20 86.42:I:0.22 1,208:I::21 789calAD -83lcalAD (36.6%) 

150581 837calAD-868calAD (27.1%) 
768calAD -886calAD (92.4%) 

IAAA-
778calAD -792calAD (12.5%) 

1SOS82 
1,200:I:20 86.14士0.23 1,187:I:21 803calAD -843calAD (34.5%) 772calAD -89lcalAD (95.4%) 

856calAD-881calAD (21.2%) 
IAAA-

1,230士2085.80士0.22 1,243±21 
691calAD -749calAD (55.4%) 685ca!AD -779ca1AD (76.5%) 

150877 761calAD -775calAD (12.8%) 790ca1AD -868ca1AD (18.9%) 

IAAA-
778calAD-792calAD (13.1%) 

773calAD -89ScalAD (91.5%) 
1,150士2086.70士0.23 1,175士21 8凶 a1AD-842ca1AD (29.3%) 

150878 860calAD-889calAD (25.7%) 
928calAD -941calAD (3.9%) 

IAAA-
783calAD -786calAD (1.6%) 777calAD -793calAD (5.8%) 

150879 
1,150士2086.71士0.24 1,145士23 878ca1AD -904ca1AD (23.5%) 802calAD -845calAD (10.0%) 

917calAD-966calAD (43.1%) 856ca1AD -974calAD (79.6%) 

［参考値］

-122-



第 4牽 自然科学分祈

C
J
a
)
u
q貫
S
E9
P
P
9
q』e
,
S
P『
r-

Q
8
)
U
q篇
ヽ
E
9
P
P
9
0』
e
呈
｀
a

”’ ’•一疇戸-,．．．．9

IAAA-150579 R_D犠e(4042,23)
お 2%p9ob●b印~射

工19(4咋）公10oal区

"'81(108%）函c孤8C

ぉ＂（ 贅0%）2c鼻 c

ぉ・4%p9obA函"
125(.,~4%）傘cぶ9C

～` 

r u - --」＇

99..”'o_.．． 
・1505沃IR _D~e(1228,22) 

.,2%p『obAM鮒

?19(198%）ア心C叫 b

た9(109%） 7花¢•ぃ［）

X1C24%）8定：c糾 D

蕊 9(152%）903c糾ゆ

9p90b^`釘

位
9 -→91---,  

27OO 碑

C・比9ゴ•d d●t• (c•釈）

8OO 

C●めfハeddJ•(a匹）

(
d
9
)
U,
`
SE
i0苓
p
5
qJ9
2
P
U

’● ,m ,. ．に●’’”呻日-99-”’•一．．．

L,¥AA-150582 R_Date(ll 87,21) 

032%p9oba凶郎

ヵ

江l3045%） 9生c•~D

函012%） 881 c•込D

.,．4%pmb“̀ 曲

’20・4%）991c糾 Dヽ

’’" 心 "0•• 一9,．ー・”.'
IAAA-150581 R_ D~e(1 208,21 ) 

な 9%p9ob●b9"

，，3 （45%）力8c•ゆ

た 9066%）831cか D

お 7071%）函 cか D

b 疇̂U

戸
しU •—• ←一，ーム
""'.刃

Ca比9誠●dd●t• (9匹）

[d
a)
U
2
`
S
』

S
.
,
9
q」
9
0
p"
”

8OO 9 

c,屈ハeddat•(caゆ）

[
43
)
99
9
9』
広
8

u
o
q冨

3,21) 

9 『ob•直ぃ

0咋）9qcふAD

28%）775ĉ＾゚
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鳴戸(3)遺跡II

第 3節 嗚戸(3)遺跡出土炭化材の樹種同定

（株）パレオ・ラボ

1. はじめに

西津軽郡鰺ヶ沢町に所在する鳴戸(3)遺跡から出土 した炭化材について樹種同定を行った。なお、

同一試料を用いて、放射性炭素年代測定も行われている（第4章第2節参照）。

2 試料と方法

試料は、土器埋設炉(SI15・炉 3)と、 SK14とSK15、SX20、製鉄炉 1、3、7から出土した炭化材、

計12点である。遺構の時期は、 SI15が縄文時代、その他が平安時代と推測されている。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存年輪数および残存径の計

測を行った。その後、カミソリまたは手で3断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、直径1

cmの真鍮製試料台に試料を両面テープで固定した。その後、イオンスパッタで金コーティングを施し、

走査型電子顕微鏡(KEYENCE社製 VE-9800)を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。残りの試料は、

青森県埋蔵文化財調査センターに保管されている。

3. 結果

樹種同定の結果、広葉樹のクリと、モクレン属、ヌルデの 3分類群が確認された。瑣構別の樹種組

成を表 1、結果の一覧を付表1に示す。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を図版に示す。

(1)クリ Castanea crenata Siebold et Zucc. ブナ科図版 1 la-le（炭ー84)

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔

材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単ーである。放射組織は同性で主に単

列である。クリは温帯下部から暖帯に分布する落薬高木である。 材は重硬で、耐朽性および耐湿性に

優れ、保存性が高い。

(2)モクレン属 Magnolia モクレン科 図版1 2a-2c（炭ー87)

小型の道管が、単独もしくは 3~4個複合して均等に分布する散孔材である。 木繊維の壁は薄い。

道管相互壁孔は対列～階段状、道管の穿孔は単ーである。放射組織は 1~2列幅で、上下端の 1~2

細胞が直立もしくは方形細胞である異性である。モクレン属は温帯から暖帯上部に分布する常緑また

は落葉の低木および高木で、タイサンボクやホオノキ、モクレン、コブシなどがある。材は一般にや

や軽軟または中庸程度だが、緻密で狂いが少ない。

(3)ヌルデ Rhusjavanica L. var. chinensis (Mill.) T. Yamaz. ウルシ科 図版1 3a-3c（樹種

サンプルNo.15NARA3J-2) 

大型の道管が、年輪のはじめに単独もしくは数個複合して配列する半環孔材である。晩材部では道

管の大きさが徐々に減 じ、年輪の終わりでは小道管が集団をな して接線状～斜線状に配列する。道管

の穿孔は単ーである。放射組織は平伏細胞と直立細胞が混在する異性で、1~3列幅である。

ヌルデは温帯から熱帯に分布する落葉面木である。 材は比較的軽く、耐朽性および保存性はあまり
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第4章 自然科学分祈

高 くないが、吸水 しにくく、 切削および加工が容易である。

表 1 鳴戸(3)遺跡の樹種同定結果

遺構の種別 土器埋設炉

遺構名 SI15炉

樹種 時期 縄文時代

土坑 製鉄炉

SK14 SK15 SX20 製鉄炉1 製鉄炉3 製鉄炉7

平安時代 計

クリ

モクレン属
-9  

ヌルプ

計

ー ー 3
 

ー ー

4
 

ー ー 3
 

4
 

1
-
1
 

7
4
1
-
2
 

ー

4. 考察

遺構の時期は縄文時代および平安時代である。 SI15炉 3の炭化材 1点はクリであった。 SK14の炭化

材 1点とSK15の炭化材3点はクリ、 SX20の炭化材4点はモクレン属であった。製鉄炉では、製鉄炉 1

と製鉄炉 3の炭化材はクリが各1点、製鉄炉7の炭化材 1点はヌルデであった。製鉄炉出土のクリは丸

木？ 、ヌJレデは丸木であり 、その他の試料は破片のため元の形状は不明である。いずれも製鉄関連の

遺構から出土 しており 、燃料材であったと推測される。燃料材と しては、クリは重硬なため火付きは

悪いが、火持ちは良い。モクレン属は、軽軟で割りやすく火付きが良いが、火持ちは中庸である （吉長

ほか，2012)。ヌルデも比較的軽軟な材であるため、薪炭材 としてはモクレン属と 同様の性質と思われ

る。吉森県内における燃料材の用材傾向は、縄文時代にはクリの他にも多様な広葉樹が利用されてい

るが、平安時代にはクリとモクレン属、プナ属の利用が多く（伊東 ・山田編， 2012)、今回の分析結果

も類似した傾向を示 している。

引用文献

伊東陥夫 ・山田昌久編(2012)木の考古学ー出土木製品用材データベースー．449p, 海青社．

吉長成恭 • 関根秀樹 ・ 中川重年 (2012) 焚き火大全． 35 1p, 創森社．

付表 1 鳴戸(3)追跡出土炭化材の樹種同定結果一覧

整理番号出士位置 層位 樹種わ7・絡 樹種 形状 サイズ 年輪数 時期 C14分祈試料

炭—82 SI16炉3（土器埋設炉） 2層 14NAR3-J-1 クリ 破片 <lCII角 く2 縄文時代 14NAR3-1 

炭—83 SKI4 2層（木炭層） 14NAR3-J-2 クリ 破片 く2Cll角 く2 平安時代 14NAR3-2 

炭ー84 s](15 1層（木炭層） 14皿 3-J-3 クリ 破片 く血 角 く12 平安時代 14NAR3-3 

炭—85 SK15 1層（木炭層） 14NAR3-J-4 クリ 破片 く3C1l角 く13 平安時代

炭ー86 SK15 1層（木炭層） 14NAR3-J-5 クリ 破片 0. 4X 1. 5X4C11 7 平安時代

炭—87 SX20 3層 14NAR3-J--6 モクレン属 破片 I X2. 5X4cm 3? 平安時代

炭ー88 SX20 3層 14NAR3-J-7 モクレン属 破片 1.5Xl.5Xl.5cm 3 平安時代 14NAR3-4 

炭ー89 SX20 3層 14NAR3-J-8 モクレン属 破片 くlCll角 く3 平安時代

炭→0 SX20 3層 14NAR3-J-9 モクレン属 破片 く2．比角 く11 平安時代

炭-93 製鉄炉1 2層 14NARA3J-10 クリ 破片 <lC11角 く2 平安時代

製鉄炉3 5層最底面 15NARA3J-l クリ 丸木？半径1.7ca 6 平安時代 15NAR3-1 

製鉄炉7 4層 15NARA3J-2 ヌルデ 丸木 直径1.3CII十破片 2 平安時代
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嗚戸(3)遠跡II

図版 1 鳴戸(3)遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真

la-le. クリ（炭ー84)、2a-2c. モクレン属（炭ー87)、3a-3c. ヌルデ（樹種サンプルNo.15NARA3J-2) 

a 横断面、 b:接線断面、 C 放射断而
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第 4章 自然科学分祈

第 4節胎土分析

パリ ノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

鯵ヶ沢町に所在する鳴戸(3)造跡は、 吉森県西部津軽半島基部の日本海に臨む更新世に形成された

海成段丘（平山・ 上村，1985)上に位置する。発掘調査では、平安時代の製鉄炉が確認され、それに隣

接する粘土採掘坑などの遺構が検出されている。

本分析では、出士した平安時代の士師器、製鉄炉の炉壁、羽口および第20号性格不明遣構の粘士の

4者について、その材質（胎土）の特性を岩石学的手法の応用により把握する。それらの比較から、 4

者間の材質の差異や類似性を見出し、周辺の地質との比較なども検討することにより、その生産と供

給に関わる資料を作成する。

1.試料

試料は、鳴戸(3)遺跡から出土 した古代のものとされる土師器片4点と同じく古代とされた製鉄炉

の炉壁片 2点、羽口片 2点、さらに調査区内で検出された粘土採掘坑とされる第20号性格不明遺構か

ら採敗された粘土 1点の合計9点である。各試料には、試料番号 1~ 9までが付されている。 試料番

号 1~4が土師器片、試料番号 5・ 6が炉壁片、試料番号 7・8が羽口片、試料番号 9（図16参照）が

粘土である。各試料の出土位置や出土層位などは、一覧にして表 1に示す。

表 1 分析試料一覧

試料 種類 遺構 グリッド 層位 日付 備考
番号
1 土師器 IM12① C6 15.6.2 図17-3

2 土師器 IL14③ 廃棄層 図17-2

3 土師器 IM12 C7 15.6.24 図17-1

4 土師器 IM11 C7下位（底面） 図17-5

5 炉壁 製鉄炉 3 15.7.7 

6 炉壁 IM12① C6 15.5.15 

7 羽口 IM12③ C3 

8 羽口 IM12① C6 ， 粘土 7.28 粘土用分析試料①

2 分析方法

胎土分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、 大き く分けて鉱物組成や岩片組成を求め

る方法と化学組成を求める方法とがある。 前者は薄片作製観察が主に用いられてお り、後者では蛍光

X線分析が最もよく 用いられている方法である。 今回の試料では、比較的粗粒の砂粒を含み、低温焼

成と考えられる土師器が含まれていることから、薄片作製観察の方が、胎土の特徴が捉えやすいこと、

地質との関連性を考えやすいことなどの利点がある。さらに薄片観察は、胎土中における砂粒の最は

もちろんのこと、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微化石の種類なども捉える ことが

可能である。
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鳴戸(3)遺跡II

この情報をより客銀的な方法で表現 したものとして、松田ほか(1999)の方法がある。これは、胎土

中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および

岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における砂の含量や粒径組成により 、

土器の製作技法の違いを見出すことができるために、同一の地質分布範囲内にある近接した遺跡間で

の土器製作事情の解析も可能である。以下に、薄片親察法による胎土分析の手順を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカ ッターで切断、正確に0.03mmの厚さに研磨して作製する。観

察は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類

構成を明らかにする。砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて0.5mm間隔で移動させ、細礫～中

粒シルトまでの粒子をポイン ト法により200個あるいはプレパラー ト全面で行う。なお、径0.5mm以上

の粗粒砂以上の粒子については、ポイント数ではなく粒数を計数する。また、同時に孔隙と基質のポ

ィントも計数する。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3次元棒グラフ、

砂粒の粒径組成ヒストグラム、孔隙•砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

3. 結果

観察結果を表 2、 3、図 1~3に示す。以下に、鉱物片および岩石片の種類構成、砂分全体の粒

径組成、砕屑物・基質・孔隙における砕屑物の割合の順に述べる。なお、各試料の胎土分類結果は、

表4に示す。

1)鉱物片および岩石片の種類構成

土師器試料4点（試料番号 1~4)は、全体的に計数された砂粒の数が少ないが、共通する鉱物 ・岩

石の産出傾向が見出せる。鉱物片では斜長石が多く 、微量の単斜輝石や角閃石を伴い、岩石片では、

凝灰岩、流紋岩・デイサイト、安山岩をいずれも微量ではあるが含む。さらに、試料番号 1~3の3

点には少量のバプル型火山ガラスが含まれる ことも特微となる。 ここで、土師器試料に共通する特徴

を持つ鉱物 ・岩石の組成をA類とし、 その中で火山ガラスの特に多い試料番号 3をA2類とし、火山ガ

ラスの含まれない試料番号4をA3類、試料番号 1と2をAl類とする。

土師器試料以外では、羽口の試料 2点（試料番号7~8)の鉱物・岩石組成がAl類に分類され、炉壁

の試料のうちの試料番号6がA3類に分類される。

炉壁の試料の試料番号 5については、斜長石を主体とする鉱物組成は土師器試料と共通するが、石

英の量比が比較的高く 、岩石片では安山岩の量比が比較的高く、花岡岩類を含むことなど、 土師器試

料の鉱物 ・岩石組成とは異なる点が多い。 したがって、ここでは炉壁の試料番号 5の組成を B類と

する。

粘土試料の試料番号 9については、計数された砂粒は少ないが、傾向としては、石英、斜長石、角

閃石の 3者を主体とする鉱物組成と流紋岩・ デイサイ トと安山岩からなる岩石組成とが特徴となり 、

また、珪藻、海面骨針、放散虫、植物珪酸体などの微化石類を微量ながらも含むことも特徴となる。

これらのことから、試料番号9の鉱物・岩石組成は C類とする。

なお、薄片下で観察された鉱物の高温変化の状態は表 2および表 3の備考欄に記載する。 土師器試

料4点についてはいずれも800℃程度の焼成温度が推定された。 一方、 炉壁については、試料番号 5

においては、 800℃以下の被熱温度が推定されたが、試料番号6においては 1150℃というやや面温の
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表2 薄片観察結果(1)

砂糠の種類犠成

鑢働片 羞石片 その他

石 力 鋼 ， ： 角 醸 縁 不 珪 凛 : 安 ； 花 ； 珪 火 シ 珪 : : : : 試 砂 美 リ 長 閃 化 篇 遷 質 灰 山 鵬 化 山 ル 葦
斜 馳 長 石＇ 輝 輝 石 角 石 明 濫 睾 岩 岩 晶 岩 岩 岩 ガ 卜 骨 虫 片 逹 合． 区 石 石 石 閃 鑑 岩 石 類 ラ 針 醸 計
号 分 石 物 デ 英 ス 粘 体

イ 土
サ 填

イ
卜

鯛鶴

゜極糎粒砂

゜糎籟砂 2 2 1 5 

砂
中糠砂 6 1 1 2 1 1 2 

＂ 纏粒砂 7 1 1 2 1 2 

＂ 纏鯛粒砂 2 3 5 
1 糎粒シルト 5 3 8 

中粒シルト

゜基賣 四

孔鵬 11 

•彎
基り。賃瀾は醸雲化曇し鑑て物いる、潰角褐閃色石粘が土含饂ま物れなてどいでる纏ことめからられ．る800。火℃山種ガ度ラのス鎌は咸、B温W度型とで帷褐定色さをれ呈るす。るものが散見される。醸化角閃石、珪璽、］ ，歎虫記

鯛璽

゜樋糎箪砂 1 1 2 

糎糠砂 6 2 2 10 

砂
中粒砂 5 1 1 1 1 1 2 12 

●較砂 3 1 4 

樋細粒砂 1 2 2 5 

2 糧粒シルト 5 5 

中糠シルト

゜基質 305 

孔麟 2 

●彎
鹸基貫化はした雲凰繹化鑑筆物な、ど漬．褐角色閃粘石土、鉱電暢戴石、醸A珪化葦鉄な、満ど鶴で骨壇針めあられり。るき。わ火め山てガ徽ラ量スは含ま、BれWる型角で閃潰石撮に色はを、皇饒す成るのも直の鵬が散が見謳さめれられる。な賽い貫こ岩とかIii:ら．醸J農化成

温度IUOO"C以下と撞定される．

細曝

゜樋糧粒砂 1 1 

糎粒砂 1 2 3 

砂
中粒砂 6 1 1 6 

＂ ●粒砂 5 1 20 26 

樋細駿砂 4 1 16 1 1 23 
3 糠糠シルト 4 2 6 

中糖シルト

゜基賣 515 

孔朧 18 

儀考
基貫は雲曇鑑物、濠褐色り。粘蒻土醸鑢化鞠し，て、醸い化る角鉄な閃どで壇められる。火山ガラスは` ℃BW種翌度での濠蜻撮咸色温を度皇とす撞る定もさのれがる散。見される。クリストヽ ウライト`
角閃石、植綸珪醸体あ 石が含まれていることから、800

鯛磯

゜樋糎粒砂

゜糖粒砂 2 1 3 

砂
中穀砂 2 3 1 6 

編較砂 1 2 1 1 5 

樋鯛粒砂 6 6 
4 糎粒シルト 2 2 

中粒シルト

゜基賣 249 

孔鵬 5 

基質は漬褐色粘土鑑物、●曇鉱輸、炭質犠などで堰められる。クリストバライト．角閃石、放散虫、膏綿骨針あり．襲醸化している角閃石が
備考 含まれていることから直BOO℃糧度の情讀糧冑と櫨定される．

鯛礫

゜樋糖馳砂 1 1 2 

糎穀砂 4 4 3 8 2 2 1 22 

砂
中糠砂 11 2 49 2 2 ， 9 12 2 3 2 1 1 1 1 107 

編鞍砂 7 3 38 1 2 1 2 1 3 1 59 

樋鯛粒砂 1 a ， 
5 糎粒シルト 1 1 

中粒シルト

゜基賣 619 

孔鵬 “ 基賃は、非贔質な褐色粘土、霊偉鉱暢などで壇められる．角閃石、暴雲曇あり。きわめて微量會まれる角閃石には、櫨鶴の肇鵬が謳められ
備考 ないことから、襖熱温辰は800℃以下と撞定される．
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表3 薄片観察結果(2)

砂軸の種麺欄成

鉱物片 着石片 その健

石 力 鋼 : : 角 醸 縁 不 珪 凛 : 安 ； 花 ； 珪 火 シ 珪 : : : : 試 砂 美 リ 長 閃 化 簾 透 賣 灰 山 艤 化 山 ル 露
料 粒 長 石 輝 輝 石 角 石 明 泥 岩 髯 送 贔 羞 岩 岩 ガ 卜 骨 虫 片 造 合
警 区 石 石 石 閃 鉱 岩 石 璽 ラ 針 醸 計
号 分 石 物 デ 英 ス 鮎 体

ィ 土
サ 檎
ィ
卜

編鴫

゜極糎粒砂 1 1 

粗馳砂 2 11 1 2 1 1 18 

砂
中糠砂 18 1 2 2 23 

繍粒砂 4 ， 1 2 2 1 19 

極纏粒砂 4 7 1 1 1 14 
6 縮粒シルト 3 2 5 

中粒シルト

゜基貫 1367 

孔顧 421 

●肴
基度貫は1は1醸50化℃鉄ー、と溶雛融定ガされラスるか。ら主に壽成される。憂貫のセリサイ日＇は、非贔貫化しているが、長石麺に賣化がみられないことから、員霞温

纏鴫

゜樋還粒砂 1 1 

糊糧砂 4 4 1 ， 
砂

中粒砂 12 1 2 15 

鯛粒砂 8 1 1 2 1 4 17 

櫂編粒砂 3 3 
7 糊粒シルト 2 1 3 

中糎シルト

゜基質 783 

孔朦 190 

●考
基成貫してIおお灌り融、ガ基ラ賣スの、溶llll化褐ガ色ラ粘ス土中鑑に物も、針不状遷の明ム●ラ物イなトがど生で成壇めしてらいれるるこ。と火か山らガ、ラ1200スは~バ1プ25ル0℃ウのォ禎ー戴ル温型度。鋼が長羞石定のさ一れ藁る．I：：ヽtt状ムライトが生

編礫

゜樋糧鼈砂 1 1 2 

轄粒砂 6 2 2 1 11 

砂
中粒砂 4 21 1 1 1 1 3 1 1 34 

鯛粒砂 2 9 B 1 1 1 1 22 

櫃綱粒砂 3 2 1 2 8 
8 組糧シルト 12 8 20 

中種シルト 8 2 10 

基貴 1519 

孔鵬 2g4 

基貫はややシルト貫で、識暢色粘土．達長貫鑢物などで埴められる。火山ガラスはヽウルウォール型。鱗長石のリムに懺細なムライトが生
備考 成していることから｀禎熱温度は1200℃士と橡定される。

纏礫

゜櫂糎粒砂 1 1 

粗粒砂 1 1 1 1 1 5 

砂
中粒砂 1 2 4 1 2 1 1 12 

編粒砂 2 4 2 1 1 3 13 

樋綱糠砂 1 1 1 1 3 1 ， 
糖種シルト 3 1 1 1 1 3 10 

中粒シルト

゜基賃 1344 

孔朧 148 

基貴は濠禰色粘土●●畢鑢慟、嵐賣輸などで堰められる．
懺考

被熱温度が推定された。さらに羽 口試料2点については、1200℃から 1250℃という高温の被熱温度

が推定された。

2)砂分全体の粒径組成

各試料のモードを示す粒径と2番目に多い粒径との組み合わせにより、以下の分類をするこ とがで

きる （図 2参照）。
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1類：中粒砂をモードとし、 2番目に多い粒径は粗粒砂である。士師器の試料番号2がこれに分類

される。

2類：中粒砂をモードとし、 2番目に多い粒径は細粒砂である。土師器の試料番号 1、炉壁の 2試

料（試料番号 5、6)、羽口の試料番号8の4点がこれに分類される。

3類：細粒砂をモードとし、 2番目に多い粒径は中粒砂である。羽口の試料番号 7と粘土試料の試

料番号9がこれに分類される。

4類：細粒砂をモードとし、 2番目に多い粒径は極網粒砂である。土師器の試料番号3がこれに

分類される。

5類：中粒砂と極細粒砂をモー ドとする。士師器の試料番号4がこれに分類される。

3)砕屑物・基質・孔隙における砕屑物の割合

砕屑物の割合をみると（図 3参照）、士師器試料4点は10％前後の値を示し、炉壁の試料番号6と羽

口の試料 2点および粘土試料は 5％前後の値を示し、炉壁の試料番号 5は20％を超える値を示す。

では、順に I類、 II類、 m類とする。

表 4 胎土分類結果

試料 種類 鉱物・岩石 粒径組成 砕屑物割合
番号

1 土師器 A1 2 I 

2 土師器 A 1 1 I 

3 土師器 A2  4 I 

4 土師器 A3  5 I 

5 炉壁 B 2 m 

6 炉壁 A3  2 II 

7 羽口 A 1 3 II 

8 羽口 A 1 2 II ， 粘土 C 3 II 

4. 考察

粘士採掘坑の粘士である試料番号 9(1)C類とした特徴は、士師器や炉壁および羽口のいずれの試料

にも認められなかった。この結果からは、粘士採掘坑の粘士が、砂などのいわゆる混和材を混ぜるこ

となくそのまま士器の材料や炉壁材などに使用されることはなかったことが示唆される。特に士師器

試料とは、砂の粒径組成や砕屑物の割合も異なることから、粘土採掘坑の粘土のみで土師器が作られ

た可能性は低いといえる。ただし、 土師器試料に認められた鉱物片や岩石片については、遺跡周辺の

地質とは異質であるということでもない。遺跡周辺の地質については、平山・上村(1985)に詳しい。

その記載に従えば、遺跡の位屑する海成段丘を構成している段丘堆積物は、段丘背後の山地を構成し

ている新第三紀の地質に由来する砕屑物や鳴沢川上流域右岸に分布する岩木山の安山岩質火山噴出物

に由来する砕屑物などが混在していると考えられる。段丘背後の新第三紀の地質は、舞戸層および鳴

沢層と呼ばれるシル ト岩層であり、これらのシルト岩中には珪質泥岩や酸性凝灰岩が多数挟まれてい

る。 士師器試料の胎士に認められた岩石片のうち、流紋岩・ デイサイトは酸性凝灰岩中の微細な岩石
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片に由来する可能性があり、安山岩は岩木山の火山噴出物に由来する可能性がある。いずれにしても、

土師器試料の胎士のA類は、周辺地質に由来する砕屑物が含まれていると考えられる。 すなわち、土

師器試料の材料となった粘土あるいは砂は、粘土採掘坑の粘土ではないにしても、周辺に分布する堆

積物が使われた可能性があると考えられる。このことは、同 じA類に分類された試料番号6の炉壁や

2点の羽口試料についても同様に考えることができる。

なお、 A類の細分の基準となった火山ガラスについては、その形態がバブルウォール型を主体とす

ることから、例えば阿蘇4テフラ (Aso-4：町田ほか， 1985)のような九小11に分布する巨大カルデラを給

源とする広域テフラに由来する可能性がある。周辺にこうしたテフラ層の分布する場所があった可能

性があると考えられるが、現時点ではテフラを特定することはできない。

炉壁の試料番号 5は、鉱物・岩石組成が他の試料とは異なる B類に分類したが、検出された岩石片

のうち、凝灰岩、流紋岩・デイサイトおよび安山岩の 3者は A類と共通する。異なる点としては、花

岡岩類の岩石片が少量ながらも計数されたことである。花岡岩類の分布は、大沢・須田 (1978)などの

記載によれば、鯵ヶ沢町周辺ではかなり限定的であり、今回の分析に関連する地質としては、赤石川

上流域菱喰山周辺に分布する白亜紀の花岡閃緑岩があげられる。現時点では、花岡岩類の由来を特定

する ものではないが、例えば今回の粘土採掘坑の粘土に赤石川下流域の砂が混ぜられたとすれば、 B

類のような岩石組成が想定される。

今回の分析では、粘士採掘坑の粘士が士器や炉壁、羽口などの材料として確かに使われたという こ

とを示すことはできなかったが、上述したように材料の一部として使用された可能性のあることは推

定できた。 今後は、実際に嗚沢川や中村川および赤石川などの各河川の堆積物の鉱物・岩石組成を今

回の分析と同様の方法で確認し、比較検討を行うこと と、周辺地域の士器の分析事例も得ることなど

により、土器の製作を含めた生業の復元に迫ることが期待される。

引用文献

平山次郎・上村不二雄， 1985, 鯵ヶ沢地域の地質．地域地質研究報告(5万分の 1地質図幅），地質調

査所， 86p.

町田 洋 •新井房夫・百瀬 貢， 1985, 阿蘇4火山灰一分布の広域性と後期更新世示標層としての意

義一．火山， 30, 49-70. 

松田順一郎・ニ輪若葉 ・別所秀尚，1999，瓜生堂遣跡より出士した弥生時代中期の士器悔片の観察ー岩

石学的 ・堆積学的による一． 日本文化財科学会第16回大会発表要旨集， 120-121.

大沢 機・須田芳朗， 1978, 20万分の1地質図幅「弘前および深浦」，地質調査所．
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図版 1 胎土薄片(1)

1 試料番号2（土師器 IL-14③ 廃棄層）
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2 試料番号3（土師器 IM-12 C7) 

3 試料番号5（炉壁 製鉄炉3 炉壁サンプル①）

Pl：斜長石． Cpx:単斜輝石． Bi:黒雲母 Da:デイサイト． Vg:火山ガラス．

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

0.5mm 

一
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図版2 胎土薄片(2)

4. 試料番号6（炉壁 IM-12① C6) 

5 試料番号8（羽口 IM-12① C6) 

6. 試料番号9（粘土 粘土用分析試料①）

Pl :斜長石． Ho:角閃石． Da:デイサイト． P:孔隙

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。
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鳴戸(3)遺跡II

第 5節 鳴戸(3)遺跡出土製鉄関連遺物の分析調査報告

株式会社古環境研究所

1. はじめに

鳴戸(3)遺跡は、害森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸に所在する。発掘調査地区からは平安

時代と推定される製鉄炉15基が検出されている。そこで鳴戸(3)遣跡の鉄生産の実態を検討する目的

から、調査を実施する運びとなった。なお、分析にあたっては、日鉄住金テクノロジー（株）八幡事業

所TACセンターの大澤正己氏、鈴木瑞穂氏にご協力いただいた。

2. 調査方法

(1)試料

出土製鉄・鍛冶関連遣物計18点について調査を行った。分析試料の詳細と調査項目を表 1に示す（注

1)。

(2)調査項目

1) 肉眼観察

分析調査を実施する遣物の外観の特徴など、調査前の観察所見を記載した。

2)顕微鏡組織観察

鉄滓の鉱物組成や金属部の組織観察、非金属介在物の調査などを目的とする。

試料観察面を設定 ・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメ リー研磨紙の＃150、#240、#320、

#600、#1000、及びダイヤモンド粒子の 3μ mとlμ mで鏡面研磨した。また観察には金属反射顕微鏡

を用い、特徴的・代表的な視野を選釈して写真撮影を行った。

3)化学組成分析

出土鉄滓の性状を調査するため、 構成成分の定量分析を実施した。

全鉄分(TotalFe)、金属鉄(MetallicFe)、酸化第一鉄(FeO)：容量法

炭素(C)、硫黄(S)：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化珪素(Si02)、酸化アルミニウム(Al203)、酸化カルシウム(CaO)、酸化マグネシウム(MgO)、

酸化カリウム(K20)、酸化ナ トリウム(Na20)、酸化マンガン(MnO)、二酸化チタン(Ti02)、酸化ク ロム

(Cr203)、五酸化燐(P205)、バナジウム(V)、銅(Cu)、二酸化ジルコニウム(Zr02): ICP(Inductively 

Coupled Plasma Emission Spectrometer（誘導結合プラズマ発光分光分析））法

3. 調査結果

3-1.鳴戸(3)遺跡出土遣物

(1)NAR-1 :鉄滓

1) 肉眼観察：非常に大形の製錬滓で、炉底塊と推定される。上面は中央がやや窪む形状で、 側面に

は部分的に炉壁の内壁が溶着している。下面側は細かい木炭痕による凹凸が著しい。

2)顕微鏡組織：図 1①～③に示す。 側面の炉壁片を含む滓部の断面観察を実施 した。①上側の微細
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な灰褐色粒は被熱砂鉄〔含チタン鉄鉱（注2)〕で、②はその拡大である。砂鉄粒内に点在するごく微細

な明白色部は、還元によって生じた金属鉄(MetaliicFe)である。①の右側中央の灰褐色部が砂鉄

製錬滓で、③はその拡大である。滓中には淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル(Ulvospinel: 2Fe0・ 

Ti02)、白色針状結晶イルメナイ ト(Ilrnenite : FeO・Ti02)が晶出する。比較的高温下で生じた砂鉄

製錬滓の晶癖（注 3)といえる。さらに①下側の暗灰色部は炉壁粘土の溶融物（ガラス質滓）である。

3)化学組成分析：表 2に示す。製錬滓部分の調査を実施した。全鉄分(TotalFe)27. 97%に対して、

金属鉄(MetallicFe)は0.90%、酸化第 1鉄 (FeO)18. 04%、酸化第 2鉄 (Fe203)18. 66％の割合であった。

造滓成分 (SiO叶 Al20げ CaO+MgO十凡O+Na20)は43.65％と尚い割合を示す。このうち塩基性成分

(CaO+MgO)は3.61％であ った。 製鉄原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン (TiOJは

13. 50%、バナジウム (V)が0.11％と尚値であった。酸化マンガン(MnO)は0.77%、銅(Cu)はく0.01％と

低値であった。

当鉄滓は高チタン(T直）砂鉄を原料とした製錬滓に分類される。滓の表面にも炉内に装入された

砂鉄（含チタン鉄鉱）が多数付着する。

(2)NAR-2 :炉壁

1) 肉眼観察：強い熱影響を受けて、内面が黒色ガラス質化した製鉄炉の炉壁破片である。炉面側の

炉壁は淡褐色で、粘士中には砂粒と短く切ったスサが混和されている。

2)顕微鏡組織：図 1④～⑥に示す。④は炉壁内面表層側の拡大である。素地部分はガラス質滓で、

内部には熱影響を受けた石英・長石類などの砂粒が点在する。これらは築炉の際、粘士中に混和さ

れたものと推定される。⑤に示した微細な淡橙色部は、ルチル(Rutile:Ti02)、またはチタンナイト

ライド(Titaniurn nitride: TiN)と推定される。砂鉄の高温製錬で生じた微結晶といえる。また⑥右

寄りの微小明色粒は金属鉄である。 3％ナイタルで腐食したところ、亜共晶組成白鋳鉄組織(C<

4.26%）が確認された。

3)化学組成分析：表 2に示す。炉壁粘土部分を供試材とした。 強熱減量(Igloss) は12.38％と高値

であった。熱影響は弱く、結晶構造水を保持した状態での分析である。耐火性に有利なアル ミナ

(AL03)は19.60％と通常の粘土の範囲（約15~18%）より若干南めであった。ただし軟化性成分の鉄分

(Total Fe)も4.77％と高めである。

当炉壁は砂鉄（含チタン鉄鉱）製錬に用いられた製鉄炉の炉壁片と判断される。ガラス質滓中の微

結晶からは高温下での操業が想定される。

(3) NAR-3 :砂鉄

1) 肉眼観察：製鉄炉2から回収された砂鉄である。熱影響を受けたため、砂鉄粒子は全体に光沢の

ない灰褐色を呈 している。表面に茶褐色の鉄銹化物が付着するものも多いが、これは還元によって

生じた微細な金属鉄が錆びたものと考えられる。また微細な鉄滓や木炭破片も混在する。

2)顕微鏡組織：図 2①～③に示す。灰褐色粒が砂鉄（含チタン鉄鉱）である。大半が熱影響を受けて

還元 ・滓化してお り、周囲に微細な不定形の銹化鉄（②左上の青灰色部）も確認される。また微細な

砂鉄製錬滓の破片も混在する。③左下はその拡大で、淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ ト
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(Pseudobrooki te : Fe203•Ti02) が晶出する。高温製錬下での反応副生物といえる。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe) 41. 15％に対して、金属鉄(MetallicFe)O. 62%、酸

化第 1鉄(Fe0)22.98%、酸化第 2鉄(Fe203)32. 42％の割合であった。 造滓成分(Si02+Al203+CaO+

MgO+K20+Na20)25. 29％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)は2.61％であった。主に砂鉄（含チタン鉄

鉱）に含まれる二酸化チタン(Ti02)は14.50%、バナジウム(V)0. 19％と高値であった。また酸化マン

ガン(MnO)は0.70%、銅(Cu)0. 01％と低値であった。

製鉄原料として炉内に装入された高チタン(Ti02)砂鉄と推定される。ただし製錬滓など他の微細

な製鉄関連遣物も混在する。

(4) NAR~ 4 :鉄滓

1) 肉眼観察：不定形で大形の製錬滓（流動滓）である。上面側は不規則な流動状で、部分的に炉壁を

噛み込んでいる。下面はやや小形の木炭痕による凹凸が目立つ。

2)顕微鏡組織：図 2④～⑥に示す。④の上側の黒色部は微細な木炭破片で、⑤はその拡大である。

断面には導管が分布 しており 、広葉樹材の黒炭と推定される。また木炭の周囲の不規則な古灰色

部は銹化鉄である。④の下側は製錬滓で、淡褐色片状結晶シュードブルーカイ トが晶出する。面温

下での反応副生物といえる。また滓中に多数点在する微細な黒色の凹部は、金属鉄が銹化・剥落し

た痕跡と推定される。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe) 39.28％に対 して、金属鉄(MetallicFe)O. 19%、

酸化第 1鉄(FeO)40. 68%、酸化第 2鉄(Fe203)10. 68％の割合であった。造滓成分(Si02+Al203+CaO+ 

MgO十凡O+Na20)は26.65％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)は3.31％である。製鉄原料の砂鉄（含チ

タン鉄鉱）起源の二酸化チタン(T直）は17.64%、バナジウム(V)が0.22％と粛値であった。酸化マン

ガン(MnO)は0.85%、銅(Cu)はく0.01％と低値である。

当鉄滓もチタン含有率の高値傾向が顕著であり 、砂鉄製錬滓に分類される。

(5) NAR-5 :鉄滓

1)肉眼親察 ：平面不整半円状を呈する大形の製錬滓（炉内滓）と推定される。表面には木炭痕によ る

凹凸があり、下面側には木炭の噛み込みが複数みられる。

2)顕微鏡組織 ：図 3①～③に示す。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色柱状結晶ファャラ

イト (Fayalite : 2FeO・SiO,) が晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。

3)化学組成分析： 表 2に示す。全鉄分(TotalFe)46.46％に対して、金属鉄(MetallicFe)O. 08%、酸

化第 1鉄(FeO)45. 97%、酸化第 2鉄(Fe203)15. 22％の割合であった。 造滓成分(Si02+Al20け CaO+MgO

+K心十Na20)19. 98％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)3. 16％であった。製鉄原料の砂鉄（含チタ ン

鉄鉱）起源の二酸化チタン(T直）は15.05%、バナジウム(V)が0.16％と尚値であった。酸化マンガン

(MnO)は0.80%、銅(Cu)はく0.01％と低値であった。

当鉄滓もチタン含有率の尚値傾向が顕著で、砂鉄製錬滓に分類される。
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(6) NAR-6 :鉄滓（図29-2) 

1) 肉眼観察：小形の製錬滓（炉内滓）の破片と推定される。表面には広い範囲で茶褐色の鉄銹化物が

付着する。特殊金属探知器の M（◎）で反応があり 、内部には金属鉄が存在すると考えられる。

2)顕微鏡組織：図 3④～⑥に示す。素地の暗灰色部は砂鉄製錬滓である。淡茶褐色多角形結晶ウル

ボスピネル、白色針状結晶イルミナイトが晶出する。また滓中に多数点在する明白色部は金属鉄で

ある。⑤は白色多角形状のフェライト (Ferrite:o:鉄）素地に少量黒色層状のパーライト (Peralite)

が析出する亜共析組織(C<O.77%）、⑥はほとんど炭素を含まないフェライト単相の組織部分の拡大

である。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)42. 56％に対して、金属鉄(MetallicFe)O. 33%、酸

化第 1鉄(Fe0)23.93%、酸化第 2鉄(Fe203)33.80％の割合であった。 造滓成分(SiO,+AL03+cao+ 

MgO+K心十Na20)は25.09％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)2. 72％であった。製鉄原料の砂鉄（含チ

タン鉄鉱）起源の二酸化チタン(T直）は12.03%、バナジウム (V)が0.16％と面値であった。酸化マン

ガン(MnO)は0.62%、銅(Cu)はく0.01％と低値であった。

当鉄滓もチタン含有率の高値傾向が顕著で、砂鉄製錬滓に分類される。また滓中には、まとまり

きらずに分散した微細な金属鉄が多数確認された。鉄部の炭素含有率は最大で0.2％程度の軟鉄であ

った。

(7) NAR-7 :鉄滓（図43-3) 

1) 肉眼観察 ：ごく小形の再結合滓の破片と推定される。素地は茶褐色の土砂で、内部には砂鉄や微

細な木炭、鉄滓、炉壁の破片、銹化鉄などが混在する。

2)顕微鏡組織：図 4①～③に示す。灰褐色粒は砂鉄（含チタン鉄鉱）である。熱影響のほとんどない

ものと、強い熱影響を受けて遠元 ・滓化 したものとが混在する。また微細な木炭破片（②の上側）

や、微細な銹化鉄（青灰色部）、砂鉄製錬滓（③上側）などが混在する。 製錬滓中には淡茶褐色多角

形結晶ウルボスピネルが晶出する。

3)化学組成分析：表 2に示す。 全鉄分(TotalFe)37. 35％に対して、金属鉄(MetallicFe)は9.35%、

酸化第 1鉄(FeO)が17.11%、酸化第 2鉄(Fe203)21. 02％の割合であった。 造滓成分(SiO,+Al,Oげ Cao

+MgO+K20+Na,0)26. 10％で、このう ち塩基性成分(CaO+MgO)は2.68％である。製鉄原料の砂鉄（含チ

タン鉄鉱）起源の二酸化チタン(Ti02)は 12.64%、バナジウム (V)が0.15％であった。酸化マンガン

(MnO)は0.65%、銅(Cu)はく0.01％と低値であった。

当鉄滓は土砂中に砂鉄粒子や、製錬滓、木炭、銹化鉄などの微細な製鉄関連遺物を多数含む状態

で固まったもの（再結合滓）と推定される。

(8) NAR-8 :鉄滓（図31-4)

1) 肉眼観察 ：やや大形の再結合滓と推定される。素地は淡褐色の土砂で、内部に微細な鉄滓や木炭

破片、砂鉄などが多数点在する。

2)顕微鏡組織 ：図4④～⑥に示す。 内部には砂鉄（含チタン鉄鉱）粒子が多数観察される。ほぼ熱影

響を受けて滓化、還元しており 、内部に微細な金属粒が点在する粒も複数確認される。さらに微細
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な不定形銹化鉄や砂鉄製錬滓も混在する。

3)化学組成分析：表2に示す。全鉄分(TotalFe)32.20％に対して、金属鉄(MetallicFe)は 0.22%、

酸化第 1鉄(FeO) が16.53%、酸化第 2鉄(Fe,O,)27. 35％の割合であった。造滓成分(SiO,+Al心＋CaO

+ MgO + K20 + Na20)は34.76％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)は2.31％であった。製鉄原料の砂

鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン(T直）は11.56%、バナジウム(V)が0.14％と高値であった。酸

化マンガン(MnO)は0.57%、銅(Cu)は0.01％と低値であった。

当鉄滓も鉄滓(NAR-7)と同様、砂鉄（含チタン鉄鉱）を主体とした微細な製鉄関連遣物を含む再

結合滓であった。

(9) NAR-9 :鉄滓（図30-10)

1) 肉眼観察：ごく小形の再結合滓の破片と推定される。素地は茶褐色の土砂で、内部には砂鉄や微

細な炉材、木炭、鉄滓の破片、銹化鉄などが混在する。

2)顕微鏡組織：図 5①～③に示す。灰褐色粒は砂鉄（含チタン鉄鉱）である。熱影響のほとんどない

ものと、強い熱影響を受けて遠元・滓化したものとが混在する。 また③右側は砂鉄製錬滓で、白色

針状結晶イルミナイト (Ilmenite:FeO ・ TiOふ淡褐色片状結晶シュー ドブルーカイ トが晶出する。

面温下での反応副生物といえる。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)42. 31％に対 して、金属鉄(MetallicFe)はl.16%、

酸化第 1鉄(FeO)が20.76%、酸化第 2鉄(Fe,03)35. 76％の割合であった。造滓成分(SiO,+Al203+cao

+MgO+K心十Na,O)は18.23％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)は2.23％である。製鉄原料の砂鉄（含

チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン(Ti0,)は14.85%、バナジウム(V)が0.18％と高値であった。 酸化マ

ンガン(MnO)は0.72%、銅(Cu)は0.01％と低値であった。

当鉄滓も鉄滓(NAR-7、8)と同 じく 、砂鉄（含チタ ン鉄鉱）を主体と した微細な製鉄関連遺物を含

む再結合滓であった。

(10) NAR-10 :鉄滓（図44-1)

l) 肉眼観察 ：やや大形で厚手の製錬滓（炉内滓）の破片と推定される。 表面はごく薄く茶褐色の鉄銹

化物が付着する。特殊金属探知器の L（●）で反応があり 、内部に金属鉄が含まれると考えられる。

ただし素地は暗灰色の滓部で、破面には微細な気孔が散在するが、緻密で重量感がある。

2)顕微鏡組織：図 5④～⑥に示す。素地の暗灰色部は砂鉄製錬滓で、淡茶褐色多角形結晶ウルボス

ピネル、淡灰色柱状結晶ファャライトが晶出する。また滓中の微細な明白色粒は金属鉄である。 3 

％ナイタルで腐食したところ、ほとんど炭素を含まないフェライト単相の組織が確認された。

3)化学組成分析；表 2に示す。全鉄分(TotalFe) 42. 84％に対 して、金属鉄(Metallie Fe)は1.86%、

酸化第 1鉄(FeO)が46.85%、酸化第2鉄(Fe20J6. 53％の割合であった。 造滓成分(SiOげ Al203+cao+

MgO+K20+Na20)22. 36％で、このうち塩基性成分(CaO+MgO)は3.05％であった。 製鉄原料の砂鉄（含

チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン(T直）は19.13%、バナジウム(V)が0.33%と高値であった。酸化マ

ンガン(MnO)は0.80%、銅(Cu)はく0.01％と低値である。

当鉄滓もチタン含有率の高値傾向が顕著であり 、砂鉄製錬滓に分類される。微細な鉄部はほとん
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ど炭素を含まないフェライト単相組織の軟鉄であった。 鍛冶原料にな り得ず廃棄された可能性が面

いと考えられる。

(11) NAR-11 :鉄滓（図43-8)

1) 肉眼観察：やや大形で薄手の製錬滓の破片と推定される。表面には広い範囲で茶褐色の鉄銹化物

が付着する。特殊金属探知器のL（●）でも反応があり、内部に金属鉄が含まれると考えられる。 素

地は暗灰色の滓部で、細かい木炭痕がみられる。

2)顕微鏡組織：図 6①～③に示す。素地の暗灰色部は砂鉄製錬滓で、淡褐色片状結晶シュードブル

ーカイトが晶出する。尚温下での反応副生物といえる。明白色部は金属鉄で、3％ナイタルで腐食

している。ほとんど炭素を含まないフェライト単相の組織で、鉄中には微細な硫化鉄(FeS)も（③上

側淡黄色部）確認された。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)28. 15％に対して、金属鉄(MetallicFe)の割合が

7. 12％と尚く、酸化第 1鉄(FeO)は7.04%、酸化第 2鉄(Fe203) 22. 24％の割合であった。 造滓成分

(S直十Al20叶 CaO+ MgO + K20 + Na20)は45.40％と高値であるが、塩基性成分(CaO+MgO)は2.60％であ

る。製鉄原料の砂鉄（含チタ ン鉄鉱）起源の二酸化チタン (Ti~) は8 . 59%、バナジウム(V)が0.11％と

やや低めであった。酸化マンガン(MnO)は0.44%、銅(Cu)はく0.01％と低値であった。

他の鳴戸(3)遺跡出土製錬滓と比較すると、 当鉄滓はチタン(Ti02)含有率がやや低めであるが、

滓中には高温製錬下での反応副生物であるシュー ドブルーカイトが晶出する。この特徴から砂鉄製

錬滓に分類される。金属鉄部はごく微紺で、鍛冶原料になり得ず廃棄された可能性が高いと考えら

れる。

(12) NAR-12 :鉄滓（図43-7) 

1) 肉眼観察 ：ごく小形の製錬滓（炉内滓） 破片と推定される。 表面は茶褐色の鉄銹化物で覆われ

ており、 側面には銹化に伴う割れが部分的に生 じている。 特殊金属探知器のL（●）で反応があり 、

内部には金属鉄が残存するものと推定される。

2)顕微鏡組織：図 6④～⑥に示す。観察面では比較的まと まった金属鉄部が確認された。 3％ナイ

タルで腐食した組織を示している。 白色部は針状フェライト、灰色部はベイナイト (Bainite)と推

定される。④の下側の方が炭素含有率は若干面いが、最大でも〇． 2％前後の軟鉄と推定される。また

⑤右上の暗色部は砂鉄製錬滓で、淡褐色片状結晶シュードブルーカイトが晶出する。高温下での反

応副生物の晶癖といえる。

3)化学組成分析 ：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)49. 72％に対 して、金属鉄(MetallicFe)の割合は

12. 50％と高く、酸化第 1鉄(FeO)は23.20%、酸化第2鉄(Fe20J 27. 44％であった。造滓成分(SiOけ

Al20サ CaO+MgO十凡O+Na20)は13.60％と低めで、塩基性成分(CaO+MgO)も1.97％と低値である。製鉄

原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタ ン(Ti02)は12.40%、バナジウム(V)が0.20％と面値であ

った。酸化マンガン(MnO)は0.57%、銅(Cu)はく0.01％と低値である。

以上の鉱物・化学組成から、当鉄滓も砂鉄製錬滓に分類される。また滓中には比較的まとまった

金属鉄部が確認された。炭素含有率は最も高い個所でも0.2％程度の軟鉄と推定される。
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(13) NAR-13 :鉄滓（図43-4)

1) 肉眼観察：やや小形の鉄滓である。表面は広い範囲が茶褐色の鉄銹化物で覆われる。 特殊金属探

知器のL（●）で反応があり、内部に金属鉄が含まれると考えられる。また滓表面には微細な気孔が

僅かに点在する。

2)顕微鏡組織：図 7①～③に示す。素地の暗灰色は砂鉄製錬滓で、淡茶褐色多角形結晶ウルボスピ

ネル、白色針状結晶イルミナイトが晶出する。また明白色部は金属鉄である。 3％ナイタルで腐食

したところ、白色のフェライト素地に黒色層状のパーライトが少量析出する亜共析組織が確認され

た。パーライトの面積率からは、炭素含有率の最も高い個所で0.2％前後の軟鉄と推定される。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)33.83％に対して、金属鉄(MetallicFe)4. 89%、酸

化第 1鉄 (Fe0)13.08%、酸化第 2鉄(Fe,O,)26. 84％の割合であった。造滓成分 (SiO,+Al凡＋Cao+

MgO+K心十Na20)は35.02％とやや高めで、このうち塩基性成分(CaO+MgO)は3.99％であった。製鉄原

料の砂鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン(Ti0,)は13.25%、バナジウム (V)が0.13％と低値であっ

た。酸化マンガン(MnO)は0.78%、銅(Cu)はく0.01％と低値である。

以上の鉱物・化学組成から、当鉄滓も砂鉄製錬滓に分類される。また滓中にはごく小形の金属鉄

が含まれるが、炭素含有率は最も面い個所でも0.2％程度の軟鉄と推定される。

(14) NAR-14:鉄滓（図44-4)

1) 肉眼観察 ：やや大形でやや不定形の椀形鍛冶滓の可能性が考えられる。表面は広い範囲が茶褐色

の鉄銹化物で覆われており、特殊金属探知器のL（●）で反応があるため、内部に金属鉄が含まれる

と考えられる。ただし素地部分は滓で、下面には灰褐色の鍛冶炉床土が点々と固着する。

2)顕微鏡組織：図 7④～⑤に示す。素地は暗灰色の滓部である。発達した白色粒状結晶ウスタイト

(Wusti te : FeO)、淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色柱状結晶ファャライトが晶出する。

砂鉄を始発原料とする製錬鍛冶滓と推定される。また明白色部は金属鉄で、 3％ナイタルで腐食し

た組織を示している。部分的に灰色のベイナイト組織もみられるが、広い範囲でフェライト単相の

組織が確認された。

3)化学組成分析 ：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)は51.93％とやや尚めで、金属鉄(MetallicFe)は

0. 30%、酸化第 1鉄 (FeO)が41.59%、酸化第 2鉄(F釦0,)27. 60％の割合であ った。造滓成分(Si0, + 

ALO叶 CaO+MgO+K心十Na,O)は18.67％と低めで、塩基性成分(CaO+MgO)も2.27％と低値である。製鉄

原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン(Ti0,)は8.26%、バナジウム (V)0. 14％であった。酸

化マンガン(MnO) は0.42%、銅(Cu)はく0.01％と低値であった。

当鉄滓中には、他の嗚戸(3)遺跡出土鉄滓(NAR- 1、4~6、10~ 13)ではみられない発達した

ウスタイト (Wustite : FeO)が晶出する。チタン含有率もこれら製錬滓と比較する と低めであり、精

錬鍛冶滓に分類される。鍛冶原料鉄（製錬鉄塊系遣物）の不純物除去に伴う反応副生物と推定される。

3-2. 鳴沢川河口採取品 NAR-15 :砂鉄

1)肉眼観察 ：砂鉄は光沢のある黒色で、やや細かく丸みを帯びた粒が多い。ただしなかにははっき

りとした六角板状の粒も観察される。また斜長石や角閃石、普通輝石などの砂粒も混在する。
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2)顕微鏡組織：図 8①～③に示す。灰褐色粒は砂鉄（含チタン鉄鉱）である。③の右側の粒のように、

内部に格子状の離溶組織を持つものも多数観察される。また暗色粒は斜長石や角閃石、輝石類など

の造岩鉱物である。

3)化学組成分析：表 2に示す。全鉄分(TotalFe)50.05％に対して、金属鉄(MetallicFe)O. 06%、酸

化第 1鉄(Fe0)43.33%、酸化第 2鉄（F恥03)23. 32％の割合であった。造滓成分(SiOげ Al心＋CaO+MgO

+K心十Na20)13. 00％で、このうち塩基性成分 (CaO+MgO)は2.82％である。 二酸化チタン(TiOりは

16. 78%、バナジウム (V)が0.26％と高値であった。酸化マンガン(MnO)は0.65%、銅(Cu)はく0.01％と

低値であった。

鳴沢川河口で採取された砂鉄は、高チタン砂鉄(Ti02:l6.78%）であった。鳴戸(3)遣跡から出土

した砂鉄や製錬滓とほぼ同等のチタン含有率であり、こうした地域周辺に分布する砂鉄を採取して、

鉄生産を行っていた可能性が高いと考えられる。

4. まとめ

鰺ヶ沢町内に所在する鳴戸(3)遣跡から出土した製鉄関連遺物を調査した結果、当地域に分布する

面チタン砂鉄を採取して、鉄が生産された可能性が面いこと、またそれ（製錬鉄塊系遣物）をもとに鍛

冶作業も行われたことが明らかとなった。 詳細を以下に記し、表 3にまとめる。

(1)鳴戸(3)遣跡の製鉄炉 2から回収された被熱砂鉄(NAR-3)は、微細な製錬滓の破片など他の製

鉄関連遣物も混在する状態であったが、チタン(TiOリ含有率の面い砂鉄であることが確認された。

比較のため鳴沢川河口で採取された砂鉄(NAR-15)も、火山岩起源の高チタン砂鉄(Ti0,:16.78%) 

である。この結果から、在地で漉集・堆積 した砂鉄を採取して、鉄生産が行われていたと推定される。

また今回調査を実施 した鉄滓のうち 3点は(NAR-6 ~ 8)は、微細な製鉄関連遣物が二次的に固

まった再結合滓であった。これらはいずれも砂鉄（含チタン鉄鉱）が多数含まれている。炉内に装入

された砂鉄が下りきらず、操業後、炉内の生成物を取り出す際、周囲に被熱砂鉄が散っていた可能

性が考えられる。

(2)鳴戸(3)遣跡から出土した鉄滓 8点(NAR-1、4~6、10~13)は、チタン含有率が尚値傾向を示

しており、砂鉄製錬滓に分類される。白色針状結晶イルミナイト (Ilmenite:FeO ・ TiO人 淡褐色片

状結晶シュードブルーカイ トといった高温製錬下で生じる鉄チタン酸化物も、多数の鉄滓で確認さ

れる。操業時の炉内温度（少なくとも羽口近傍の高温）は保持されていたと推定される。

一方、鉄滓中には微細な金属鉄が多数確認されたが、これらはいずれも製錬滓と分離されていな

い純鉄～低炭素鋼（軟鉄）であり、廃棄されたものと推定される。より浸炭が進みまとまりをもった

鉄塊が鍛冶原料となった可能性は考えられる。ただし、火山岩起源の高チタン砂鉄は低チタン砂鉄

よりも、燐灰石[Apatite: Cas (POふF]や黄鉄鉱(Pyrite: FeS2)などが多く含まれる。このため高温

で砂鉄／木炭比を小さくするなど、浸炭が進むような状況下で操業する と、鍛造鉄器の原料として

は、燐(P)、硫黄(S)の悪影響（製作時の鍛接不良や製品の脆化）も懸念される。砂鉄の装入量を多

めにするなど、浸炭を抑制する操業が行われた可能性も考慮する必要がある。
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(3)鳴戸(3)遵跡から出土した鉄滓 1点(NAR-14)は、精錬鍛冶滓に分類される。滓中には発達 した

ウスタイト (Wustite : FeO)が晶出しており、チタン(TiO,)含有率も製錬滓と比較して低減傾向を示

す。鍛冶原料鉄（製錬鉄塊系遺物）の不純物除去に伴う反応副生物と推定される。地域で生産された

鉄をもとに、鍛冶作業が行われていたことを示すものといえる。

（注）

1)表 1のメタル度とは、金属関係の遺物内部の金属残存状態を、非破壊で推定するために調整され

た特殊金属探知機を使用 した判定法のことを指す。また特殊金属探知機の感度は三段階[H: high 

(0)、M:middle（◎）、 L:low（●）〕に設定されている。低感度で反応があるほど、内部に大型の金

属鉄が残存すると推測される。

特殊金属探知機の詳細な仕様は、以下の文献に記載されている。

穴澤義功「鉄生産遺跡調査の現状と課題ー鉄関連遣物の整理と分析資料の準備について一」『鉄

関連遺物の分析評価に関する研究会報告』（社）日本鉄鋼協会 社会鉄鋼工学部会「鉄の歴史ーその

技術と文化ー」フォーラム 鉄関連遣物分析評価研究グループ 2005 

2)木下亀城・小川留太郎 『岩石鉱物』保育社 1995 

チタン鉄鉱は赤鉄鉱とあらゆる割合に混じりあった固溶体をつくる。（中略）チタン鉄鉱と赤鉄鉱

の固溶体には、チタン鉄鉱あるいは赤鉄鉱の結晶をなし、全体が完全に均質なものと、チタン鉄鉱

と赤鉄鉱が平行にならんで規則正しい縞状構造を示すもの とがある。

チタン鉄鉱は磁鉄鉱とも固溶体をつくり、これにも均質なものと、縞状のものとがある。（中略）

このようなチタン鉄鉱と赤鉄鉱、または磁鉄鉱との固溶体を含チタン鉄鉱 Titaniferousiron ore 

としヽう。

3) J.B. Mac chesney and A. Murau : American Mineralogist, 46 (1961), 572 

［イルミナイト (Ilrnenite: FeO ・ Ti02)の晶出は FeO-T直二元平衡状態図から高温化操業が推定さ

れる。J
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鳴戸(3)遺跡II

表1 供試材の履歴と調査項目

” 量薦名 遭織名 グリッド ・位 遍名壽 推定時期
1大きさCmm) |--’―̀ 虚螂疇l1メタル塵 I!な’ —• tゴFA ●彎

EPM 加リー

N紐 1 鴫戸〈3) 饂鰍炉 Sl. 、...』••• 平安時代 請OXお2)(1鰭 ,--. ”̀ 

＾ 
M(Dl 

＾ ＾ 出 R→ 年一 IJ1X 10●X93 UA9＂ K --
゜ ゜N .,. 下蛉 2..K 6 - n n 

出 菫鍮炉≪ 1●●上薗 令＇. 1謬 x11oxr1 (4. 93・K -

゜
M(Ol n n 

田 i鑢一・ 3l...tiii • 172X 103Xヽヽ 14,.K .-., --
゜ ゜叫 i鑢鎗炉1 I,■ ... 1曇●axSt』X’" 61.c 

゜
M(Ol 

゜ ゜
llil26-2 

呼 7 1鑢鍾餌2

"＇・ 
＂す 60.8xa7.2X2" 諷 o n ●(01 

゜
ぐ） llil40-3 

山 1饂鱚炉11 1l. ＂や I 01 2 K 11.5 K-47.4 皿• n M(Ol n 

＾ 
図28-4

出 臼 1-““~ 1・ “'  3鼠SX2a..?x21.D 18.3 n ●(0) n rヽ llil27-10 

叫 I.!! 1....111~ col. .. 三 75.7xaux7“ 739● 

゜
L（●） 

゜ ゜
図41-1

母 11 IN-11ば |^.. 量” 111.1 X馴l.5翼誌S 259.≪ 

゜
L（●｝ 

゜ ゜
図40-8

呼 12 Ilc111Cf> CU• - 3̀..0)(3鼠1)(23.D ●●A 6 L（●） r 6 区｝40-7

岬 13 IN-111OO C9層 ..- S1.2翼3鼠1翼2" 53A 

゜
L（●｝ n n 図40-4

"^n-14 
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一
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゜
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一
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表 2 供試材の化学組成
ー・•••••• I• 

金會鳳鹸 •ttll1t =•Itllit1..1は贔 •l"ダ醸化曹化井•化わ二●1t ■1ヒ董貴 I..... ．．””ム鯛ニ・化 紐慮分 T10, 
樗号 遭馳名 出土位• 遭名書 推定時期 算1鹸忠：屯10,)

1::,ム
”ム *Hウム 翌； 1,ム がン 認品 |-に心

盪慮分

"""' 
如,.. r い 00,0) 
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NAR-1 
鉄滓（炉底塊）
①表層：被熱砂鉄付着、

砂鉄製錬滓：ウルゎスピ祁・

イルメt化炉壁（力゚ ぅス質滓）

②被熱砂鉄（含チタン鉄鉱）、

③砂鉄製錬滓拡大

NAR-2 炉壁
④内面表層：がうス質滓

（被熱砂粒混在）

⑤淡掲色部：ルチルまたは

衿ンナイトうイド

⑥微小金属鉄粒、ナイタル

etch白鋳鉄組織

写真図版 1 鉄滓・炉壁の顕微銚組織

第4宰 自然科学分析
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嗚戸(3)遵跡II

NAR-3 砂鉄
①～③被熱砂鉄（含チタン

鉄鉱）、砂鉄製錬滓片

（③左下：シュート・プJ~ーカイト）、
銹化鉄、砂粒混在

NAR-4 
鉄滓（流勤滓）
④上側：木炭破片、銹化

鉄、下側：砂鉄製錬滓

⑤左上：木炭破片（広葉

樹材）

⑥砂鉄製錬滓：ねードプルー

カイト

写真図版2 砂鉄・鉄滓の顕微銚組織
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NAR-5 
鉄滓（炉内滓）
①～③砂鉄製錬滓：ウルホ'

At°祁・万ヤうイト

微小明白色粒：金属鉄

NAR-6（図29-2)
鉄滓（炉内滓）
④～⑥明色部：金属鉄、

ナイタルetchフェうイト単相～

亜共析組織、暗色部：砂

鉄製錬滓、り肱゚ スピ祁・イル

ミナイト

写真図版3 鉄滓の顕微錆組織
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嗚戸(3)遵肪II

NAR-7（図43-3)
鉄滓（再結合滓）
①～③被熱砂鉄（含サン

鉄鉱）、銹化鉄、砂鉄製

錬滓片：ウM改t゜祁•77ヤ

うイト

NAR-8（図31-4)
鉄滓（再結合滓）
④被熱砂鉄（含チタン鉄

鉱）、粒内微細明白色

粒：金属鉄、青灰色部：

銹化鉄

写真図版4 鉄滓の顕微錆組織
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NAR-9（図30-10)

鉄滓（再結合滓）
①～③被熱砂鉄（含サン

鉄鉱）、銹化鉄、砂鉄製

錬滓片：イルミナイト・シュードプ

ルーカイト

NAR-10（図44-1)
鉄滓（炉内滓）
④～⑥明白色部：金属

鉄、ナイタルetchフェうイト単

相、砂鉄製錬滓：帷ポ

入t゚祁・ブァヤうイト

1111111111111111111111111・11111111u111111 

― 

写真図版5 鉄滓の顕微鏡組繊
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嗚戸(3)遣跡II

NAR-11（図43-8)
鉄滓（炉内滓）
①り音色部：砂鉄製錬滓、

明白色部：金属鉄、

②滓部、；／1-ドプルカイト、

③属鉄部ナイタルetch

フェうイト単相、
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NAR-12（図43-7)
鉄滓（炉内滓）

④~＠念属鉄部：ナイタル

etch 針状フェうイト・ペイナイ

ト、滓部：砂鉄製錬滓、シJ.

ート＇プルーカイト

写真図版6 鉄滓の顕微鏡組繊
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第4室 自然科学分析

NAR-13（図43-4)
鉄滓（炉内滓）
①明白色部：金属鉄、ナイ

帷etch亜共析組織

滓部：砂鉄製錬滓、りMf
北゜祁•イルメナイト

NAR-14（図44-4)
鉄滓（椀形鍛冶滓）
④～⑥金属鉄部ナイタル

etch万うイト単相～針状

フェうイト・バイナイト、暗色部：

鍛冶滓、りスタイト・帷ポスt°
袢・17ヤうイト
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写真図版7 鉄滓の顕微鏡組繊
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嗚戸(3)遣防II

NAR-15砂鉄
①～③灰椙色粒砂鉄

粒子（含チタン鉄鉱）、暗

色粒：石英・長石頬な

ど

写真図版8 鉄滓の顕微銚組織
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NAR-17 
鉄滓（炉内滓）
①～③明白色部：金属

鉄、フェうイト単相、砂鉄製

錬滓：帷ポスt°袖

NAR-18鉄滓

（椀形鍛冶滓）
④～⑥明白色部：金属

鉄、ナイタルetchフェうイト単

相～亜共析組織、暗色

部；鍛冶滓、り入タイト・フ汁

うイト

写真図版9 鉄滓の顕微錆組織

第4室 自然科学分析
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鳴戸(3)遺跡n

第 5章総括

第 1節 鳴戸(3)遺跡について

鳴戸(3)瑣跡は、岩木山に源流をもつ鳴沢川の河口に面した標高約34mの段丘上に位置する。調査

前の現況は、畑地であった。調査区北側の段丘縁辺部から縄文時代の竪穴住居跡1棟と、東側段丘縁

辺部から斜面部にかけて平安時代の製鉄炉15基を検出した。製鉄炉は竪形炉であり、その周辺から鉄

生産に関連すると考えられる性格不明遣構19基とピット10基が確認された。また製鉄炉よりも低位か

らは羽ロ・炉壁・鉄滓類が集中的に出士する靡滓場が検出された。この他、丘陵の平坦面で士坑4基、

焼土遺構 2基、溝跡5条を確認した。以下、遣構・遺物について概略を記述する。

1 縄文時代の遺構と遺物

竪穴住居跡は、床面より石囲炉、地床炉、土器埋設炉を各 1基ずつ検出した。遣物は縄文土器、石器（図

8~10)が出土しており、縄文時代中期後葉のものとみられる。この他、遣構外出土遺物は、縄文時代

中期後葉のものを主体とし、縄文時代早期中菓から晩期後葉のものが出土している。縄文時代早期中

葉（図11-1)のものは、隣接する金沢街道沢(1)遣跡などで類例がみられる（青森県教委 2016)。

2 平安時代以降の遺構と遺物

平安時代以降の遣構は、丘陵の平坦部で土坑、焼土遣構、溝跡が確認され、斜面部で製鉄炉とそれ

に伴う性格不明造構、ピットを検出した。調壺区東側の斜面部では、製鉄炉がまとまって15基確認さ

れた。また当範囲では製鉄炉の操業に先立ち、粘土の採掘や、斜面の整地が行われていた。

第20号性格不明遣構は、東西12.3m、南北11.0m、深さ0.5~1. 15m、谷側に向かって段を形成しなが

ら低くなり、幾重にも重複する土坑状の掘り込みが廃滓場まで続く 状況にあった。遺構側面は、壁面

よりも30~50cmほど奥に掘り込む状況が確認されたため、IV層下位の灰白色粘土の敗得を目的と して

掘削されたものと思われる。またC群製鉄炉跡の整地層と廃粟層の上下で本遣構の埋土が確認された

ため、本遺構は、粘土採掘のための掘削→埋め戻しと整地範囲の造成→製鉄炉の構築と操業→ 2度目

の埋め戻しがなされたものと判断した。また埋め戻し土を掘り込む堆積状況が土層断面に認められた

ことから、粘土採掘のための掘削→埋め戻し→粘土採掘のための掘削→埋め戻しがあったものと推察

される。本遣構から出土した炭化物の炭素年代測定を行った結果、奈良時代から平安時代前半頃との

結果を得た（第4章第 2節）。また堆積土中で確認されたテフラは白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)と同定さ

れた（第4章第 1節）。

整地範囲は、調査区東側の丘陵縁辺部から斜面部にかけての東西22.lm、南北11.3mの範囲の自然地

形を切り出し、その土を斜面下方に盛土することによって、製鉄炉操業に必要なスペースを形成 して

しヽる。

整地層は、製鉄炉の構築前に行われたものと、製鉄炉の操業後に行われたものに分けられる。構築

前のものは、製鉄炉そのものの構築に関わるもの、 また斜面を削平し、その土を斜面下方に盛土した

ものが確認された。整地層から出土した土師器の坪及び高台坪は、 いずれも製鉄炉構築前の整地居か

ら確認された。出士状況が確認できたものは、製鉄炉が構築された地点より低位で、かつ廃棄層の下

層の標面29.5~30mの範囲で出土した。すべてロクロ整形で、内面ミガキ調整と黒色処理が施される
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整地範囲I
A群製鉄炉跡 (1~ 3号製鉄炉）

B群製鉄炉跡 (4~ 7号製鉄炉）

c群製鉄炉跡 (8~ 13号製鉄炉）

D群製鉄炉跡 (15~ 16号製鉄炉）

※矢印の示す先が新しい ゜
S=l/200 1 Orn 

図60 製鉄炉の新旧関係
口

整地範囲

ロ
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鳴戸(3)遺跡II

もの、ロクロ整形のみのものに分けられ、 9世紀後半に帰属する ものと考えられる。図17-3の類例と

して、鳴戸 (3)遺跡の第4号竪穴住居跡・第 5号竪穴住居跡から出土した土師器杯があげられる （吉

森県教委 2012)。

製鉄炉は、調査区東側の標高30~32mの北斜面と西斜面で確認され、斜面に直交する方向に主軸を

有し、 2~3 mの範囲で2~6基が近接して亜ぶ状況にあった。最も高い位置で確認されたC群製鉄

炉跡が標尚31.2~31. 8m、最も低い位置で確認されたB群製鉄炉跡が標高30.2~30. 8mで確認された。

製鉄炉の炉体上部は残存せず、多くは炉底に近い部分のみが検出された。

製鉄炉は楕円形を呈し、掘方底面に粘士を貼り付ける もの（第2・4~8号製鉄炉）と貼り付けな

いものがある (1・ 3 ・ 9 ~ 13、16号製鉄炉）。

規模は、長軸0.39~1. 04m、短軸0.28~0. 55mである。なお、残存状況の悪いものは、調査時の削平

によって炉体部分の規模が縮小している可能性がある (lo号～13号製鉄炉、 15号 ・16号製鉄炉）。 これ

らを除いたものでは、長軸0.79~1. 04m、短軸0.28~0. 4mとなる。 開口部は、 残存するもので24~

41cmである。 2号～ 9号製鉄炉では、開口部に付随する前庭部を確認した。その他のものは、未検出

のもの、あるいは前庭部が炉の斜面低位側に存在していた可能性がある。 11号～13号製鉄炉では製鉄

炉から離れた地点で土坑状の掘り込みを前庭部として認識したが、検出時に前庭部が失われていた可

能性があり、本来はより大きかった可能性がある。

製鉄炉は、 それぞれが近接するが炉体部が重複することはなく 、前庭部の土恩断面や検出時の土の

堆積状況からそれぞれの新旧関係を判別 した。新旧関係は、以下のよ うになった（図60)。

3号製鉄炉→ 2号製鉄炉

5号製鉄炉→4号製鉄炉

5号・ 7号製鉄炉→6号製鉄炉

9号製鉄炉→ 8号製鉄炉

13号製鉄炉→12号製鉄炉→11号製鉄炉

新旧関係が明らかなものでは、隣接する製鉄炉との同時操業がなかったことが確認された。A群製

鉄炉跡では製鉄炉の操業後、東側に新しい炉を構築した。 B群製鉄炉跡では、5号・7号製鉄炉が古く、

4号 ・6号製鉄炉が新しいこ とが確認できたものの、5号と 7号製鉄炉、 4号と 6号製鉄炉の新旧関

係は不明である。 C群製鉄炉跡では製鉄炉の操業後、南側に新しい炉を構築していることが確認された。

また、製鉄炉と性格不明遺構が重複関係にある場合、全て製鉄炉が新しぐ性格不明遺構が古い関係

となる。製鉄炉とピットが重複関係にある場合は、新しいもの（第19~23号・ 26~29号ピット）と古い

もの（第30号ピット）がみられる。なお性格不明遺構とピットは、製鉄炉付近ないし製鉄炉より高位で

確認されているものが多い。性格不明遺構は、A~D群製鉄炉跡の周辺で確認され、 L宇やコの字形な

どの溝状のもの（第11号 ・12号 ・19号・ 22号 ・25号性格不明遣構）、地形を切 り出して断面L字状に地

形を作り出したもの（第7~9号 ・21号 ・26吾性格不明遺構）、円形 ・楕円形 ・不整形の掘り込みをも

つもの（第10号 ・13~15号・ 17号 ・18号 ・23号 ・24号性格不明遺構）が確認された。円形 ・楕円形 ・

不整形の掘り込みをもつものは、製鉄炉より も高位にあるもの（第18号 ・23号 ・24号性格不明遣構）、

近い位置にあるもの（第10号 ・13~15号・ 17号性格不明遺構）がある。
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この他、 2号製鉄炉からは、炉壁に羽口が70゚ の状態で装着された状態で確認された。

製鉄炉の時期は、炉本体の堆積土から直接的な年代を推し量りう る遺物は出土していないが、整地

層から出士した士師器の年代である 9世紀後半以降とみられる。また遣楕内出士の炭化物を放射性炭

素年代測定によって分析した結果、古墳時代並行期の終末期～奈良時代頃(3号製鉄炉）、奈良時代か

ら平安時代前半頃 (7 号• 9号製鉄炉） との結果を得た。この他、第8号性格不明遺構の堆積士から得

られた試料は、白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)と同定された。

調査区東側の製鉄炉の低位では、羽ロ・炉壁・鉄滓類が集中的に出土する廃滓場が確認された。規

模は東西方向に長軸をもち、20.lmX8.5mである。 遺物は約1822.1kg出士 した。 璽量の内訳は、羽口

約124.4kg、炉壁約586.3kg、鉄塊系遺物約93kg、炉内滓約308.2kg、炉底滓約5.3kg、流動滓約

653. 1kg、鉄滓砕片約25.1kgである。流動滓が最も多く 、次いで炉壁の出土量が多い。これらは主に

IM-11②·④、 IM- 12①•③グリッ ドからの出士である。

今回出土した逍物は、胎土分析と鉄関連遵物の分析を行った（第4章第4節、同第5節）。 磁物に使

用された粘土は、第20号性格不明遺構から採取された粘土をそのまま素材と していないこと、また炉

壁の耐火度が1150℃、羽口の耐火度が1200~1250℃との結果を得た。 また鉄関連遺物の分析から、 遺

跡周辺で採取した面チタン砂鉄を素材とした鉄生産が行われたことが確認された。

今回の調査では、図4の基本層序 1から虎滓場の新旧関係を確認した。

B群製鉄炉跡由来の廃棄層→A群 •C群製鉄炉跡由来の廃棄層。

また 4号製鉄炉の土層断面では、廃棄層と整地層が交互に確認された。下層から整地層、廃棄層、

整地層、廃棄層と交互に堆積する状況から4号製鉄炉が少なくとも 2回の操業を行ったものと推察さ

れる。

この他、検出された土坑、焼土遺構、溝跡については、堆積土から直接的な年代を推し量りうる遣

物は出土していないため、堆積土の様相から平安時代以降に帰属するものと考えられる。第14号 ・15

号土坑については、遣構内から出土した炭化物から放射性炭素年代測定を行い、平安時代との結果を

得た。

名称 位置
長軸 短軸 深さ 開口部 前庭部

傭考
(m) (m) (cm) (cm) 長軸(m) 短軸(m)

1号製鉄炉 IJ-14 1.02 0.36 23 39 

2号製鉄炉 IK-13•14 0.87 0.34 23 24 1.38 1.33 3号製鉄炉より新しい

3号製鉄炉 IK-13 0.87 0.4 8 30 0.93 0.72 2号製鉄炉より古い

4号製鉄炉
IL-13 

0.84 0.51 38 1.05 1.01 5号製鉄炉より新しいIK-13 
5号製鉄炉 IL-13 1.04 0.4 8 36 1.02 0.55 4号•6号製鉄炉より古い

6号製鉄炉 IL-13 0.84 0.28 36 1.19 0.88 5号•7号製鉄炉より新しい
7号製鉄炉 IL-12• 13 0.97 0.36 4 32 0.81 0.5 6号製鉄炉より古い

8号製鉄炉
IM-10•11 

1.01 0.55 14 41 1.07 0.68 9号製鉄炉より新しいIL-10•11 
9号製鉄炉 IM-10•11 0.79 0.36 14 33 1.01 0.71 8号製鉄炉より古い

10号製鉄炉 IM-10•11 0.97 0.45 

11号製鉄炉
IN-11 

0.86 0.5 0.39 0.25 12号・13号製鉄炉より新しい
IM-11 

12号製鉄炉 IN-11 0.77 0.3 0.91 0.65 11号製鉄炉より古く、 13号製鉄炉より新しい

13号製鉄炉 IN-11 0.78 0.51 0.92 0.59 11号・12製鉄炉より古い

15号製鉄炉 10-12 0.7 0.45 

16号製鉄炉 10-12 0.39 0.26 

表8 製鉄炉計測表
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第 2節 嗚戸(3)遺跡の製鉄炉の位置づ1ナについて

鳴戸(3)漕跡は 9世紀後半以降の製鉄遺跡である。本節では共に律令国家の域外に位置し、地理的

に隣接し、古代期にも連動 した推移がみられる地域として、青森県津軽地域および秋田県内の製鉄関

連遁構を集成し、鳴戸(3)遁跡で確認された製鉄炉と他地域で調査された製鉄炉と の比較を行うこと

で、古代北奥の製鉄史における本遺跡の位置づけを考えたい。

図61は、青森県津軽地域及び秋田県内の製鉄関連遣構を検出 した遣跡の分布を示した。表8・9は、

先ほど示した両地域の一覧表である。一覧表は、遺跡名に続いて、帰属時期や遺構の種別、文献名を

記した。 集成された遺跡は、官森県津軽地域で21遺跡、秋田県内で31遣跡である。 製鉄を行ったと思

われる遺跡は、青森県津軽地域で16遺跡、秋田県内で9遺跡である。遣跡の分布は、青森県では青森

平野や岩木山麓が主体となる。秋田県では米代川流域の鹿角・小坂地域、秋田県南部の日本海沿岸部

の本荘・由利地域に多く見られる。以下に遣跡ごとに製鉄炉を取り上げ、鳴戸(3)遣跡で確認された

製鉄炉との比較を行う。

1 青森県津軽地域の製鉄炉（図62)

青森市新城平岡（4)遺跡では10世紀後葉～11世紀の炉が確認されている。規模は、奥壁上端から

開口部までの長軸0.63m、短軸0.47mの楕円形を呈する。炉の北側に楕円形の前庭部を有する。

青森市高間(1)遺跡では、10世紀初頭～前葉とされる炉体の平面形が楕円形を呈する竪形炉が確認

されている。図示したものは、長軸が奥壁の遺構上端から開口部までで約0.4m、短軸が約0.3mである。

炉の西側には円形の前庭部がみられる。

青森市朝日山(2)遺跡では、 9世紀後葉～10世紀初頭の竪型炉が確認されている。 図示したものは、

長軸が奥壁上端から開口部まで約 1.33m、短軸が炉壁上端間で約0.34mである。前庭部の規模は不明

であるが、開口部付近から溝が伸びる。

青森市野木遺跡では10世紀初頭～前葉の竪形炉、鍛冶炉が確認されている。 図示した製鉄炉は熙蹄

形をなし、規模は長軸0.42m、短軸0.33mである。掘方に粘士を貼って炉を構築している。炉の北側に

長軸0.9m、短軸0.6m不整形を呈する前庭部を有する。

つがる市八重菊(1)遺跡では10世紀前葉の製鉄炉が確認されている。堆積土内から白頭山苫小牧火

山灰(B-Tm)の堆積が確認されている。

青森市山本遣跡では、長軸1.8m、短軸1.lmで平面卵形を呈する10世紀前葉の製鉄炉が確認されてい

る。前庭部と思われる30cm程度の掘り込みが確認されている。

五所川原市狐野製鉄遺跡では平安時代の竪形炉が確認されている。 開口部から奥壁まで約30cm、炉

壁の上端間が約10cmである。炉体の南側に長軸2.55m、短軸2.0mの不整円形を呈する前庭部をもつ。

鯵ヶ沢町杢沢遣跡では、複数の竪形炉が亜列するよ うな状態で検出され、炉体とそれに付属する作

業場と考えられる前庭部及びピットが確認された。炉体の規模は長軸0.6~1. 2m、短軸0.15~0. 4mの

平面形が細長い長方形ないしは馬蹄形に近い。製鉄炉は斜面に沿って構築され、炉底も斜面に沿って

傾斜している。断面は舟底形に近い。製鉄炉が単独で存在するものはわずかで、多くは前庭部を共有

している。 時期は10世紀後葉～11世紀前葉である。
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鳴戸(3)遺跡 lI

表 9 青森県津軽地域の製鉄関連遺構検出遺跡

表10 秋田県の製鉄関連遺構検出遺跡

2 秋田県内の製鉄炉（図63)
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面

釈迦内中台 I遺跡では10世紀代の竪形炉が14基確認されている。製鉄炉の上部に作業場が確認され、

下部に作業場を設けるものと、設けないものがある。図示したものは、炉底面の奥壁から開口部まで

の長さが0.7rn~O. 75m、幅0.15mである。

堪忍沢遺跡では10世紀中葉～末葉の竪形炉が13基確認されている。遺構は製鉄炉本体とそれに付属

する作業場及び廃滓場から成り立っており、これらが一連のものとして、斜面に区画整地された範囲
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図62 青森県津軽地域の製鉄炉

杢沢遺跡
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に作られている。製鉄炉の平面形は長楕円形もしく は隅丸方形を呈する。図示したもので、規模が長

軸約0.6m、短軸0.3mである。この他、粘土採掘坑と思われる不整形の土坑が確認されている。

扇田谷地遺跡では 9紀後半以降の竪形炉が確認されている。平面が馬蹄形をなし、 長軸0.4m、短軸

0. 2mである。炉体の東側には前庭部が円形に掘り込まれる。製鉄炉の北側と東側にピッ トが確認され

ている。

寒川 11遺跡では10世紀中葉～末の竪形炉が確認されている。炉体の平面形は長楕円形をなす。規模

は、長軸約0.86m、短軸約0.25mである。

竜毛沢遵跡では11世紀代の製鉄炉が 1基確認されている。炉体部の長軸が0.72m、短軸が0.35m、平

面が楕円形を呈する。炉体の南側に長軸1.07m、短軸1.03mの前庭部が確認される。

磐若台浬跡では 9世紀後半の竪形炉または精錬炉が14基確認されており 、5期にわたり製鉄炉の操

業が行われている。図示したものは、長軸が約3.9mの大型のものである。また第 1期操業時、2号製

鉄炉を廃棄する際に土師器の杯が廃棄された状況が確認された。

坂ノ上E選跡では、平面が長楕円形を呈する 9~10世紀の竪形炉が確認されている。規模は長軸

O.Sm、短軸0.48mである。 炉後方部に長楕円形の掘り込みや、 炉の周辺には ピットや炉を囲うような

遺構がみられる。
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小林遺跡では 3基の製鉄炉が検出されている。図示したものは平面形が楕円形または隅丸方形の炉

体部と前庭部をもち、規模が奥壁から開口部までの長軸が0.8m、短軸約0.3mをなす。 9~10世紀の竪

形炉や鍛冶炉の可能性がある遺構が確認されている。

諏訪ノ沢遺跡では 9世紀後半～10世紀の竪形炉が確認されている。炉体平面形は円形であり、径

0.9mを測る。炉の東側には長楕円形の廃滓場が付設する。炉から東に2.5mの位置に南北に走る溝があ

り、製鉄炉に関連する遺構と思われる。

3 鳴戸(3)遺跡の製鉄炉について

鳴戸(3)遣跡は、今回の調査で竪形炉が15基確認された。製鉄炉の操業に先立って斜面の整地を行

い、 また斜面部で粘土採掘を行ったことが判明した。 また製鉄炉より低位からは廃滓場が確認され、

多量の鉄関連遺物が出土した。この他、製鉄炉周辺には性格不明遣構やピッ トが検出され、これらは

製鉄炉の操業に関わる施設であると考えられる。調査では前庭部を確認したものと未確認のものがあ

るが、炉体より低位に前庭部があったと考えられる。本遺跡では、炉体の平面形は奥壁から開口部に

向かう方向に長軸をもつ楕円形を呈し、規模が長軸〇． 79~1.04m、短軸〇． 28~0.4mである。

今回比較対象とした製鉄炉では円形や隅丸方形、楕円形、熙蹄形のものがあるが、楕円形を呈する

本遺跡例は、鯵ヶ沢町杢沢遺跡や秋田県の釈迦内中台 I遺跡や堪忍沢遣跡等と類似する。さらに、製

鉄炉が群をなして確認された点でも共通する。

杢沢峨跡では吉森県内最多の34基の製鉄炉が確認されており、本遁跡の調査例がこれに次ぐ検出数

となる。両遺跡には、炉体の形状や規模に共通点がみられる。

本遺跡では、隣接する製鉄炉に新旧関係が把握できるものがあった。新旧関係が把握可能なもので

は、隣接する製鉄炉の同時操業がなかったことが確認された。秋田県内では先述した釈迦内中台 I遺

跡や堪忍沢遺跡等で製鉄炉の上部と下部に作業場と思われる空間が作られる事例があり 、本遺跡と共

通点がみられる。

また、坂ノ上E遺跡では、製鉄炉周辺から溝状の遺構やピッ ト等が確認された。

この他、磐若台瑣跡では、製鉄炉を廃棄する際に土師器の杯が廃棄された状況が確認された。鳴戸

(3)遣跡では整地層から土師器の杯が出土しており 、炉の操業前と廃棄時という段階の差は認められ

るものの、土器を廃棄するという行為に共通点がある。

今回鳴戸(3)遺跡で確認された製鉄炉は周辺地域の事例と共通点が認められ、今後の調査において

鍵になると考えられる。帰属時期は、吉森県津軽地域では宵森市朝日山 (2)遺跡、つがる市八重菊(1)

遺跡、秋田県では扇田谷地遺跡や盤若台遺跡と近い。また本遺跡は、遺構の規模などで類似点の多い

同じ鯵ヶ沢町内の杢沢遺跡が10世紀後半から11世紀前半に帰属する と考えられるため、 杢沢遺跡に先

行する製鉄炉群であるといえる。

鳴戸(3)遣跡では、 9世紀後半以降の製鉄炉15基が確認され、製鉄炉の低位よ り多量の鉄関連遣物

が出土する廃滓場が確認された。 また製鉄炉の操業に先立ち、製鉄炉周辺を整地し、また粘土を採掘

したとみられる性格不明避構を検出した。整地範囲では斜面地形を削平し、その土を斜面低位に盛土

する状況が確認された。粘土を採掘した後は埋め戻しを行い、製鉄炉の操業に必要なスペースを作り

出し、 その後、必要に応じて再び粘土を採掘した状況が確認された。製鉄炉の周辺からは、性格不明
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遵構やピットといった製鉄炉の操業に関わると考えられる遺構も検出された。

本遺跡で確認された製鉄炉は、青森県内では最も古い段階にあたる。同 じ町内にある杢沢遺跡の製

鉄炉は、 10世紀後半から11世紀前半に帰属すると考えられる。 本遺跡と杢沢遺跡には共通点があるこ

とから、本遺跡の製鉄炉が杢沢遺跡の製鉄炉につながるものと考えられる。

今回は平面での類似性のみ指摘し、詳細な検討は今後に譲るが、本事業の成果によって鯵ヶ沢地域

と周辺地域の古代北奥地域の製鉄史に貴重な資料を加える ことになった。
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表11 縄文土器観察表

図 番号 出土位置 層位 時期 器種 部位
口径 底形 器高

施文•器面調整 備者 整煙番号
(cm) (an) （叩）

8 1 SIl5 4層 最花式 深鉢 完形 26.4 12.3 55. 6 外： RL縦回、内：ナデ 1 

8 2 S115 6 • 7層 最花式 深鉢 ロ～胴部 (35.0) 外：沈線（蛇行文、逆U状文）、
2 

刺突列、 RL縦回、内：ナデ

8 3 SI15 8層 最花式 深鉢 底部 10.4 (7.4) 外： LR斜回、内：ナデ 3 

11 1 IH-11 1暦 早期中葉 深鉢？ 胴部？
外：貝殻腹縁圧痕、沈線

6 
内：ナデ

11 2 トレンチ1 覆士
円筒上層

深鉢 ロ～頸部
外：ポクン状貼付

砂粒 10 
d~e式 内 ：ナデ

11 3 IK-15 u層
円筒上層

深鉢 ロ縁部
外：粘土紐貼付(L押）、透かし

砂粒 38 
d~e式 1内：ナデ

11 4 I K-13② 整地層
円筒上層

深鉢 ロ縁部
外：粘士紐貼付(L押）、透かし 砂粒、 3と

30 
d~e式 内：ナデ 同一個体？

11 5 I K-15 n層
円筒上層

深鉢 ロ～頸部 (12. 2) 
外：粘士紐貼付(L押）、輸積痕 砂粒、 3と

4 
d~e式 内：ナデ、輸積痕 同一個体？

11 6 
IU-11④ C6屠

中期後葉 深鉢 胴部 13.0 9.6 (6.4) 外 ：RL縦回、内：ナデ 網代痕 19 
IL-12① 廃

11 7 IK-13② 整地層 中期後葉 深鉢 ロ縁部 外： RL縦回、内：ナデ 29 

11 8 I I--01 u層 最花式 深鉢 胴部 外：江ナ源デ、刺突、 RL斜回
内：

8 

11 ， IK-13 • 14 製鉄炉2
最花式； 深鉢 胴部 外：沈ナ澱デ、RL縦回 25 • 4層 内：

11 10 I L-14c 廃棄層 最花式； 深鉢 肩部
外：沈線（蕨手文）、 RL斜回

36 
内：ナデ

11 11 I L-14 n層 最花式 深鉢 ロ縁部 外：江ナ竺ァ、RL縦回
内：

34 

11 12 トレンチ8 表採 最花式 深鉢 ロ縁部
外：刺突列、沈線、 RL斜回

11 
内：ナデ

11 13 トレンチ8 表採 中期後葉 深鉢 胴部 外： LR横回、内：ナデ 12 

11 14 I L-13② 87”層 中期後葉 深鉢 ロ縁部 外： RL縦回、内：ナデ 33 

11 15 I IC-15 1層 中期後葉 深鉢 胴部 外：条痕、内：ナデ 37 

11 16 I L-10 n層
中期末～

深鉢 ロ縁部 ナデ 摩滅 ， 
後期

11 17 I L-13 製鉄炉5-2層
中期末～

深鉢 ロ縁部
外：口縁折り返し

26 
後期 内：ナデ

11 18 I L-13② B8層
中期末～

深鉢 ロ～頸部
外：口縁折り返し、 LR横回

摩滅 32 
後期 内：ナデ

11 19 I K-11 n層
後期～

深鉢 ロ縁部 外：沈線、内：ナデ 砂粒 7 
暉蜘

11 20 I L-14@ 廃棄層 後~Ill~ 深鉢 ロ縁部 外：沈線、内：ナデ、輪積痕 35 

11 21 I L-12① 廃棄層 晩期後葉 深鉢 胴部 外：沈線、内：ナデ 31 

54 2 SNlO 覆土 晩朔後葉 深 頚部 外：沈線、内：ナデ 28 

54 3 SNlO 覆土 晩期後葉 深鉢 頚部 外：沈線、内：ナデ 27 

54 4 SD2 1層 最花式 澄 ロ縁部 外： RL縦回、内：ナデ 5 

表12 石器観察表
図 番号 出土位置 層位 薔糧 石質 長さ (llll) 幅 (an) 厚さ (cm) 重さ (g) 偏 菫還雷!!， 1 SI15 覆土 両面調整石器 珪質頁岩 6. 9 6. 0 1.8 66. 1 28 ， 2 Sil5 覆土 二次加工剥片 珪質頁岩 3. 6 5. 1 1. 4 19.6 37 ， 3 SI15 確露面 微細刺離剥片 珪質頁岩 6. 2 3. 4 1. 4 17.0 33 ， 4 SI15 4層 石核 珪質頁岩 3. 5 5. 6 5.4 100,8 18 ， 5 SI15 2層 石核 珪質頁岩 5.1 6.4 2.8 87.2 ， 
， 6 SI15 1屠 磨十敲石 安山岩 13. 3 8.0 4.4 612. 5 45 ， 7 SI15 7層 磨石 凝虹 14. 9 12. 3 8.0 1600. 0 被熱 46 ， 8 S[15炉1 覆土 磨石 安山岩 15. 8 9.0 5.2 1071. 8 被熱 48 

10 1 S!15 覆土 石皿 安山岩 28. 0 19.9 6.0 5000. 0 59 

10 2 SI16炉1 覆土 石皿 花濶閃緑岩 30, 9 16. 3 7.9 6800. 0 50 

10 3 SI15炉l 覆士 石Jill 安山岩 19. 2 21. 8 8. 7 3400.0 51 

12 1 I li-12③ C3層 石核 珪質頁岩 7. 7 9. 3 4.0 272.0 83 

12 2 I D--01 m屈 磨製石斧 緑色岩 10. 4 4. 7 2.2 212. 2 52 

12 3 IM-11 瀧認面 磨石 花閤閃緑岩 14. 5 7.8 4.1 842. 7 54 

12 4 IM-11 確認面 磨石 安山岩 11. 0 8. 1 6.2 420.0 61 

12 5 IM-II④ C5屠 磨十凹石 安山岩 10. 4 8. 2 2.4 220.0 63 

12 6 I M-13③ C6層 [!!]石 凝灰岩 8. 4 10. 9 7.3 984.0 被熱 69 

13 1 IK-15 11層 敲石 疑灰岩 20. 9 B. 5 4.9 1200. 0 53 

13 2 IM-11 確認面 石錘 安山岩 8. 1 8.4 4.8 370. 5 55 
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表13 土師器観察表

匿l醤 出土位置 唐位 器種

17 1 IM-12 C7層 坪

廃棄層
17 2 IL-14③ 

直下
坪

17 3 Ill-12① C7層 坪

17 4 IL-13① B11層 坪

17 5 IM-11 
C7層下位

坪
（底面）

35 1 IL-14 廃棄層 坪

35 2 IM-11④ C3層 甕

35 3 III-12① C3層 甕

表14須恵器観察表

1図ピ叶出土位置 1 層位 1器種

55 I 1 I r1,1-12 I n層甕

部位

ロ縁～底部

ロ縁～底部

口縁～底部

ロ縁～底部

ロ縁～底部

ロ縁～胴部

胴部

ロ縁～胴部

部位

肩部

口径 磨形 器晶
外面施文等 内面調整 陛面調竪 傭者 整理詈号

(an) (an) （ロ

ロクロ、
13. 6 6.6 5.6 ロクロ ミガキ 回転糸切 胎土試料番号一3 16 

黒色処理

ロクロ、
(14. 0) 7. 8 (6. 7) ロクロ ミガキ 高台ナデヅケ 底部に刻線？ 17 

黒色処理

13. 2 5.8 5.0 ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土試料番号ーl 18 

13. 4 4.9 6.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 20 

13. 1 4.6 6.1 ロクロ ロクロ 回転糸切 胎土試料番号ー4 15 

11. 8 6. 2 6.1 ロクロ ロクロ 21 

(5. 4) ハケメ ハケメ 23 

口：ョコナデ、 口：ヨコ
(10. 0) (7.8) 胴：ナデまたは ナデ、 22 

粗いミガキ 胴：ナデ

団- I (3.6) 

外面芦等 1内面謁整

ククキ、ナデ ナデ

底面調整 備者 整理番号

24 
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表15 鉄関連遺物観察表 Fe：鉄製品 D：羽口 T：炉壁・炉内滓・炉底滓・流動滓

図 詈号 出土位置 ・位 罹訓 材質 E¥ ():) r日＼ 呼 磁糟 メタル虚 傭弓 整遷響号

内面着は、木すざ炭るら材。ざ痕表らが認られ釦、下部に滓が付 面は一滑らかであ
17 6 sxzo 覆土 炉壁 粘士 30. 3 31. 2 12. 5 5,500.0 るが している。下部に筋 T-11 

状多のくぼみが認められる炉。壁粘下±部のほか
量のスサが混じる。

内面。は下く部炉、く壁上にぼ部滓む中。部にが末粘付溶着土解すのの砂鉄が残存17 7 SX20 覆土 炉壁 粘± 9. 6 10.0 3. 4 164.6 
し、 る。中央部分 T-14 
が丸 ほかスサが混
じる

炉床の形ざ状らを残す。凹凸のある表面

29 1 製鉄炉1 1•2層間 炉底滓 鉄滓 49.8 31. 0 18. 1 14,320.0 はざら しており、上面に炭多化黛物に T-140 
付と焼着土粒、下面に砂と小石が

する。

29 2 製鉄炉1 2 炉内滓 鉄滓 5. 8 3. 1 z. 9 51. 0 

゜
u 猷錆凹科凸が付番の着号あNるしAR棒、-状6ざを呈ざすらる。 表面は鉄ら している。 T-141 

1!!1凸のある不整形をなす。。表下面にざ瘤ら

29 3 製鉄炉l 1•2層間 炉内滓 鉄滓 15. 0 9. 0 6. 2 352.0 状ざの高まりがみられる 面は T-107 
らであり、上面に錆、下面に小石

が付着する。

[!!)凸のある扁ざ平らなし不整形炭材を痕呈すが付る。看
表面はざら 、木

30 1 製鉄炉2 3層 炉内滓 鉄滓 9. 8 7. 1 5. 4 166.1 する 上面は一部流動滓に類似す T-109 
数る確。．内面はガス質で細かな気泡が多

認される。

凹凸のある扁ざ平らな不整形炭材を呈す付泡着がる。す確表面はざら し が
30 2 製鉄炉2 環 炉内滓 鉄滓 8. 8 8. 7 4. 6 266. 3 

認る。さ内面はガス質、で木多数の気
T-108 

れる．

30 3 製鉄炉2 澤 流動滓 鉄滓 14.0 4.1 1. 8 82.3 
扁平で棒状を呈にす気泡る。に表面は滑らか
であり、上面 よる穴が葎露 T-66 
される。内面はガス質である。

厚扇痕がる。戴み平と甕のな表炉棒壁あ血、状片上るは楕円形であるが． 本来はを呈するものと思われ

30 4 製鉄炉2 l層 流動滓 鉄滓 11.6 6. 7 5. 4 438. 5 滑面が認にら細かめらかでれ、なる気下お面泡に炭化材 T-61 
面は下面
が確認さ

れる．

棒状を呈し、末端部に厚みをも。つ形内

30 6 製鉄炉2 環 流動滓 鉄滓 14. 6 6.1 4. 8 287.2 状をなす。表で面細は滑らかである T-64 
面はガス質 かな気泡が認められ
る。

棒多状数露を呈めらすれる、。下表面は細かな気泡が
面に厚さ2~10ミリの

30 6 製鉄炉2 2層 流動滓 鉄滓 8, 6 4. 5 3. 6 94.0 砂が付着する。側面には、ガ滑らかな T-62 
面が箪認さ螂れる。さ内面は ス質で細
かな気泡が れる．

扁気平で板状を呈する。表面は細かな

が認められる質なも気での泡下の面が、認滑に細めらかであ30 7 製鉄炉2 4 流動滓 鉄滓 11. 0 7. 8 4. 7 288.9 泡る。、内面はガス かな気 T-65 
上面に大き られ

る。

扁化細で材平、か板痰上な状面気が駕泡をに炉呈めが壁ら確すれ露がるる。付さ。表着れ内面は滑らか30 8 製鉄炉2 3層 流動滓 鉄滓 13. 9 7. 6 3. 8 270.6 し、下面に炭 T-63 
面はガス質で
る。

[II]凸のある扁平な-角形をなす着。す表
面はざらざらし、炉壁片が付

30 ， 製鉄炉4 1 炉内滓 鉄滓 17.8 11. 2 5. 2 358.4 内る。面上面は一部流動滓気に類泡似が藩す認る。さ T-110 
はガス質で細かな

れる．

30 10 製鉄炉7 1 炉内滓 鉄滓 3. 9 2. 9 2. 6 18. 3 

゜
M 試塊ざ科状ら番のし楕号てNい円AR形る-9。を呈する。 表面はざら T-144 

I!!]凸のある不整形を呈し、底面が酸湾化

31 1 製鉄炉9 3 炉内滓 鉄滓 11. 7 18.0 6. 9 752.8 曲する表面はざらざらであり、内 T-111 
土砂質、炭で化細材か痕な気が付泡着が翻する。 面は
ガス められる。

扁平推でと定炭、本す化材来る痕。はもっと大きかったも
のと 表が面付着は滑らかで、炉

31 2 製鉄炉9 3層 流動滓 鉄滓 17.2 14.0 7. 2 973.0 壁片 す気泡る。が認断面めは
T-70 

ガス質で上面に大きな ら
れる。
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鳴戸(3)遺 跡II

鉄関連遺物観察表 Fe：鉄製品 D：羽口 T：炉壁・炉内滓・炉底滓・流動滓

図詈号 出土位置 111位 雹踵 材賣 邑 '幅“"’ (厚^”‘ 門 蘊讐 メタル晨 鯛 菫璽書琶

厚みのある板状を呈・す炉壁る。片表面は滑

31 3 製鉄炉9 3層 流動滓 鉄滓 13. 7 10. 2 6. 3 687. 7 
らかであり、羽口 が付着す T-69 
認る。さ内面はガス質で細かな気泡が葎

れる．

31 4 製鉄炉11 1 炉内滓 鉄滓 10.1 7. 8 4. 7 220. 8 

゜
'II 

塊ざ状らの楕円形を呈する。表面はざら
している。 T-143 

試番号NAR8 

31 5 製鉄炉13 1層底面 流戴滓 鉄滓 8.9 3. 9 1. 6 20.0 

扁平な不整形をなし、末端は枝分か
れして派生する。表面は滑らかで炉
壁片が付着する。内面は緻密であ

T-72 

る。

不整形で細長い滓が枝状に派生す

31 6 製鉄炉10 1層 流動滓 鉄滓 10. 0 12.2 5. 7 360.0 
る。表面は滑らかで、下面に大きな T-71 
炭化材痕が認めら確れ認る。さ断面はガス
質で細かな気泡が れる。

35 4 IM-13③ BIO層 羽口 粘土 (19. 6) 10.2 8.8 770.0 
内径4.9cm 基部欠損

1)-57 
先端部～胴部

35 5 直―12① C3層 羽口 粘士 (23, I) 11. I 9, 7 1,450, 0 
内径4.4cm 基部欠損

D-32 
先端部～胴部

35 6 IM-11② C3層 羽口 粘士 (36. 5) 12.6 10.0 2,950.0 
内径6.5cm部基部タ欠損
先端部～胴 先端部から基部に向 D-26 
かってケズリを行う。

先内径端部(2～.4胴cm部) 基部欠損

35 7 IM-11② C3層 羽口 粘士 (19. 0) (8.0) (9.1) 721. 2 
先端部は、炉壁片や

D-25 
木炭材痕が付着し、内部が鉄滓で塞
がる。

35 8 IM-12③ C3層 羽口 粘土 (34. 3) (10.1) (10. 6) 1,550.0 
内径(4.9cm) 基部欠損

D-38 
先端部～胴部

36 1 IM-11④ C3層 羽口 粘士 (25. 5} (6.2) 9. 1 939.6 
内径 (2.5cm) 先端部・基部欠損

J)--28 
胴部

36 2 IMI-M--111②2③ 、 C3層 羽口 粘土 (27. 6) 12.3 7.1 1,800.0 
内径4.4cm 先端部・基部欠損

D-27 
胴部

36 3 111-12③ C3層 羽口 粘士 (19. 7) 12. 3 9. 2 1,375.8 
内径6.0cm 基部欠損

D-35 
先端部～胴部

36 4 IM-12① C3層 羽日 粘土 (17. 4) 10. 5 11. 0 853. l 
内径4.2cm 基部欠損

D-33 
先端部～胴部

36 5 It.f--12① C3層 羽口 粘士 (20. 0) (10. 5) 9. 5 I, 391. 0 
内径4.8C111 先端部・基部欠損 ]}--44 
胴部 内部に鉄滓溜まる．

36 6 111-12① C6層 羽口 粘土 (35. 0) 10.6 8. 7 1,582.6 
内径5.4cm 先端部下半・基部欠損

D-39 
先端部～胴部

36 ？ IM-11④ C6層 羽口 粘士 (30, 8} 12.2 7. 7 2,031. 7 
内径5.8cm 基部欠損

D-31 
先端部～Jllil部

37 1 IM-12③ C6層 羽口 粘土 (28. 7) 11. 6 10. 7 2,250.0 
内径4.9cm 基部欠損

1)-42 
先端部～胴部

37 2 Il,1-12① C6層 羽口 粘士 (28. 0) 12. 3 12. 3 2,140.0 
内径6,2cm 基部欠損

D-41 
先端部～胴部

37 3 IMー12① C6層 羽口 粘土 (18. 0) 11. 2 9. 0 871.2 
内径6.0cm部基部タ欠損
先端部～胴 先端部が鉄滓で塞が D--46 
る。

37 4 IM-12② C6層 羽口 粘土 (13. 0) (10. 3) (12. 9) 852.6 
内径4.1cm 基部欠損

D-36 
先端蔀先端部が鉄滓で睾がる。

37 5 C6層 羽口 粘上 (33. 5) 12. 5 9. 5 2,750.0 
内径5.7cm 先靖部・基部欠損

D--53 
胴部

37 6 IM-11④ C6層 羽口 粘土 (26. 5) 14.1 9. 8 2,160.0 
内径6.3cm 基部欠損

D-29 
先端部～胴部

38 1 I計 11④ C6層 羽口 粘士 (21. 2) II. 5 8. 8 1,338. 1 
内径6.2CIII 先端部 ・基部欠担
胴部

D-30 

38 2 It.t-12① C6層 羽口 粘土 (22. 9) 10.9 10. 0 1,249.8 
内径4.6cm 基部欠損 ]}-46 
先端部～胴部

38 3 C6層 羽口 粘士 (22. 0) (10. 5) 8. 9 1,014.9 
内径4.9cJn 先端部・基部欠損 J)-52 
胴部

38 4 IM-12① C6層 羽口 粘土 (22. 5) 10.6 9. 5 1,283.6 
内径4.6cm 基部欠損

0-40 
先端部～胴部

38 5 IM-12② C6層 羽口 粘士 (15. 7) 11.2 12.4 1,044.9 
内径4.4cm 基部欠損

1)--47 
先端部

38 6 IM-12③ C6層 羽口 粘土 (19. 6) 12.8 8. 9 I, 396. 5 
内径4.9cm 先端部

D-48 
胴部～基部

39 1 IM-12① 廃棄層 羽口 粘± (22. 4} 10. 5 (10. 2) 1,473.2 
内径4.6cm 基部欠損

D-43 
先端部～胴部

39 2 IM-12① 廃棄層 羽日 粘土 (26. 5) 14. 5 12. 1 2,347.3 
内径6.7cm 基部欠損
先端部～胴部

D-49 
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鉄調運遺物観察表 Fe：鉄製品 D：羽口 T：炉壁・炉内滓・炉底滓・流動滓

園 番号 出土位置 • 糧溺 材質 畏 幅 厚 吐 磁蝙 メタル度 偏害 襲詈 号(an) （cm) (an) 

39 3 114-12① 廃棄層 羽ロ 粘土 (17. 3) 12.0 8. 6 806. 3 
内径6.6cm 基部欠損 D-5l 
先端部～胴部

39 4 IM-12① 廃棄層 羽口 粘土 (22. 6) 11. 5 9. 7 1,626.8 
内径5.0～cm胴部基部先欠端損部
先端部 が鉄滓で塞が D-50 
る。

内面は銹付着に覆し、わにスれ滓質ナ付デでる。着痕下表部部が認面分に細がはめ木滑から炭れなら材気かや滓が

39 5 Ill-12② C3層 炉壁 粘土 20.2 27.2 13.0 3,210.0 であり、上部 T-12 

泡混る。がじ確断る認。面炉はされ壁ガ下スる質。部粘で な気土のほかスサが

39 6 Ilt-12② C3層 炉壁 粘土 10.0 12. 3 6. 2 477. 3 内面が付は上着部すに末溶解の砂部鉄、 下部に
滓が する。炉壁中

T-13 

内面は酸化土砂が付着し、ざらざら

40 1 Ilt-12① C6層 炉壁 粘土 15.2 19. 5 6.4 979. 3 してい泡混る。がじ霞断る。面め炉はら壁れ下部下る。部が粘ガス質で多
数スサの気が ． ±のほか

T-18 

短軸方向に湾曲している。内面は付

着。部はし粘たガ滓土ス質にのよって滑らかである 断40 2 Ilt--12③ C6層 炉壁 粘土 12.4 17. 7 6. 3 484.3 面 で細かい気泡が罷め．られ T-15 
る ほかスサが混じる。炉壁
中

40 3 Ilt-12③ C6層 炉壁 粘土 14. 3 16.6 7. 0 772. 2 
内面はほ末か溶多解量の砂鉄が付着する。粘
土の のスサが混じる。炉壁 T-21 
中部

40 4 Ilt-12① C6層 炉壁 粘土 18.8 20.3 9. 5 1,450.0 

内面は上部に未溶解の砂鉄、下部に

溶ガ着ス滓質が認発泡められる。 断面は下部が
で している。粘土のほか

T-19 

スサが混じる。炉壁中部

内面は付着した滓によって一部滑ら

41 1 Ilf-12① C6層 炉壁 粘土 23.9 36. 1 10. 2 3,310.0 かなで部多分数も認めら炉れの壁るこ。下る。断部粘面はガス T-23 
質 の気泡が 土のほ
かスサが混じる。

内面は滓着炉、ら壁炉すれ壁中るる片。。部粘断、上面土部はのに末溶解の
41 2 Ill-12① C6層 炉肇 粘土 32.0 38. 5 15, 2 7,000.0 砂鉄が付 ガス質で気 T-24 

泡が露め ほかスサが
混じる。

長軸方向に大きく湾曲する．内面は

41 3 Ill-12③ C6層 炉壁 粘土 16.0 19. 5 II. 3 I, 190. 0 
滓ガがス付着わしず、滑からかである。断面は

質で に気泡が認められ T-20 

る。粘炉壁土の下部ほかスサと小石が混じ
る。炉壁

内面は下部に酸化士砂、で溶細着か滓な気が付泡

42 1 直―12③ C6層 炉壁 粘土 17.6 24. 7 7. 0 1,680.0 着する。断面はガス質 T-22 
が認められ下る。部粘土のほかスサが混
じる。炉壁

42 2 Ilt--12① C6層 炉壁 粘土 16. 7 20.5 8. 5 1,480.0 内面はめほヒされかビられ細、ス未サかる溶。なが解断気混泡の面じ砂はがる鉄。下み部炉、ら壁れ下で部発中る泡、部に9 

滓粘が確が土認認の 混 。炉壁中
T-17 

内面は炭方中央材向に溝付ナ状着デのへこみ細がみら
れと良木軸 が する。 かな亀裂

42 3 Ilt-11④ C6層 炉壁 粘土 23.2 17. 3 6. 0 I, 160. 0 に が駕められ泡する。る断 T-16 
面は一部ガス質で細かく発
粘士のほかスサ、小石が混じる。，炉
壁下部

42 4 IM-11 廃棄層 炉壁 粘士 8. 6 9.1 3. 7 185. 9 
滓内面の付は被着熱は駕によって変色するものの

められない。粘士のほ T-4 
かスサが混じる。炉壁上部？

凹凸のあかる厚。手断の面もので質内面で多は滓数のに
43 1 IY..12① C6層 炉壁 粘土 21. 4 22.6 15. I 3,640.0 より滑ら はガス T-1 

気泡が認められ下る。部粘土のほかスサ
が混じる。炉壁

内面は下部にガラス質の滓が付着す
43 2 IM-12 廃棄層 炉壁 粘土 14.1 17. 3 6.1 666.6 下る。部粘士のほかスサが混じる。炉壁 T-5 

43 3 製鉄炉2 All層 炉内滓 鉄滓 5, 1 3, 7 2, B 38. 0 

゜
M 

凹ざ凸のある楕円形を呈する。表面は
らざらしている． T-142 

試料番号NAR-7

43 4 直ー11④ C3層 炉内滓 鉄滓 6.1 3. 9 2. 6 63.4 。L 
凹凸のある扁ざ平らな楕円形を呈する。
表面はざら している。 T-148 
試番号NAR-13

43 5 Ill-12③ C3層 炉内滓 鉄滓 16. 3 11.6 8.1 I, 198. 6 

゜
L 凹ざ凸のある不整木形炭材を呈する。表面は

らざらし、 が割められる，
T-163 
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鉄関連遺物観察表 Fe：鉄製品 D：羽口 T：炉壁・炉内滓・炉底滓・流動滓

國 書号 出土位・ ・位 種別 材質 長 幅 厚 吐 繊誓 メタル虞 鑽者 ll遷番弓
(an) (an) (cm) 

43 6 Ill-12② C3層 炉内滓 鉄滓 7. 7 10. 6 3.6 636. 7 

゜
L 

凹ざ凸のある不整形を呈する。表面は
らざらしている。断面はガス質で T-164 

細かな気泡が認められる。

43 7 IL-11② C6層 炉内滓 鉄滓 4.3 3. 8 2.3 39.4 

゜
L 

凹ざ凸のある不整形を旦する。表面は
らざらしている。

試料番号NAR-12
T-147 

凹凸のある扁ざ平な竺角形炭泡材がを呈が多す付数着認る。すめ表面はざら らし｀木
43 8 Ill-12① C3層 炉内滓 鉄滓 12.0 9. 7 3.6 256.4 

゜
L る。内面はガス質で気 T-146 

試られ料番る．号NAR-11

凹凸のある方形を内呈する。表面はざ

44 I Il,f-11④ C6層 炉内滓 鉄滓 7.6 6. 7 7.4 739.9 

゜
L 

らざらしている。 面はガス質で気 T-145 
泡が多数認められる。
試料番号NAR-10

凹凸のある方形を呈する。表面はざ
44 2 I計12① 廃棄層 炉内滓 鉄滓 8. 7 9. 9 3.8 451.8 

゜
L らざらしている。内面は、緻密であ T-157 

る。

44 3 Ilt-12① 廃棄層 炉内滓 鉄滓 13. 0 12. 5 5. 2 863.4 

゜
L 

凹凸のある三角ざ形らを呈する。表面は
黒色であり、 ざらしている。内 T-166 
面は緻密である。

凹凸のあるざ扁ら平な不整形をなす。表

44 4 JM-12③ 廃棄層 炉内滓 鉄滓 12. 1 16. 4 4.3 641. 6 

゜
L 

面はざら している。内面はガス T-149 
質で細かな気泡が割められる。
試料番号NAR-14

凹凸のあはる不上整面形に木を炭呈し、 厚みがあ
る。表面 材がみとめら

4 5 IL-13② B8層 炉内滓 鉄滓 13. 3 13. 3 13. 1 1,752.3 れる。ガ下面は流戴部滓が緻に類密似、す上部る。に内 T-117 

面は ス質されで下 気
沼が葎認 る。

類酸面凹似化凸はすの土ガ砂あスる。質ると不木下で整炭細部形材かは湾でがな端認気曲部が流動滓にする。表面は

“ 
I IL-ll② C3層 炉内滓 鉄滓 20. 7 15. 3 9.9 1,497.9 められる。内 T-113 

泡がみられ
る．

搾凹円にし形類凸がて結似のいと麗合すある。平るるし不内でても整下いの面形鐸のるは．鑑で加、、膏部変密厚分●的みすのある楕の捧45 2 Ill-12② C3層 炉内滓 鉄滓 12. 3 14. 0 8.2 704. 5 而はるにざ皿流ら動状ざら T-116 

である。

[1l]ざ凸のあ色るし不、の整粘炉形壁土片がを呈す付着着する。する表。る。面内はらざら が 下
45 3 IL-12① C3層 炉内滓 鉄滓 29.6 25. 3 9. 7 6,000.0 面に灰白の粘土が付 面 T-114 

はガス質で発泡が霞められる。炉底
滓？

凹凸のある后ざ平な不整形を木呈す炭材る。の

45 4 Il,1-ll④ C6層 炉内滓 鉄滓 9.1 10. I 4. 6 133. 7 
表面はざら らし、下面に T-118a 
痕跡が惚められる。ら内面はガス質で
細かな気泡が認め れる．

凹凸の湾ある不整形で、駐はみざがあざり、
底面が曲する。片表面 ら ら

46 I 直—12① C6層 炉内滓 鉄滓 19. 7 14.4 12. 9 3,970, 0 し 上面に炉壁 、下面に木炭材痕 T-125 
が付着する．内面はガス質で細かな
気泡が認められる。

凹凸のあるざ扁ら平で不整形。ス裏質を面でなす細は。Iカ」表
妬 2 I計12① C6層 炉内滓 鉄滓 12.4 10. 2 4.4 257.9 

面はざら している 、石
T-124 

が付消着が認する。 内面はガ なヽ
気 められる。

凹曲凸のある半円形ざをなすら。し底、木面炭は湾
祁 3 IJ,t-12① C6層 炉内滓 鉄滓 19. 3 24. 3 11.4 2,890.0 す多が数付る露。着表面は らざ 材泡 T-121 

痕 する。内面はガス質で気
が められる。

46 4 IM-12③ C6層 炉内滓 鉄滓 14.1 17. 2 9. 8 2,669.6 
炉ooにはり饗肇凸、ガ底似片のス両賓あとし木がてでる不湾炭細滑整材か●ら哀形すしか`がをるで由．付なあすよ省がる。面す建．厚1聟る汲1み．さ9裏れが●内面9面あ97 に

T-120b 

る。

凹凸のある扁ざ平で楕木付円形炭着材すを呈がす付着る。
表面はざら らし、 す

46 6 114-11④ C6層 炉内滓 鉄滓 21. 6 10. 6 6.4 626. 7 る，ガ底ス面質に多は小数石のが る 内面 T-119 
は で 気泡が認め9られ
る。
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鉄関連遺物観察表 Fe：鉄襲品 D：羽口 T：炉壁・炉内滓・炉底滓・流動滓

置l 詈号 出土位• 層位 覆別 材賣 {: 幅 厚 門 濾善 メタル虜 偏誉 聾遷響轡
(an) (an) 

凹凸のある不整形。で表、底面面に円形の
くぼみがみられる はざらざら

蛉 6 111-12① C6層 炉内滓 鉄滓 14. 4 16. 3 7. 5 1,302. 7 してい内る。面裏面に質は粘で細土が付着気泡して T-122 
いる。 はガス かな が
露められる。炉底滓？

47 1 IM-12② 廃棄層 炉内滓 鉄滓 8. 7 15. 0 11. 3 1,680.5 表iliiはざらざらし、厚みと11!1凸のある不整形片なを気呈が付泡す着がる．す認

る。内面はガス質で炉細壁か T-131 

められる。

凹凸のある不整形みはを呈ガらすれス質、る。木で表面は
47 2 IL-1ゆ 廃棄層 炉内滓 鉄滓 21. 3 15. 0 6. 7 984.6 滑らかで、。光沢内が 炭材痕 T-135 

気が付泡着がする 面 細かな
認められる。

凹凸のある不整形表で面、厚はみがあり、

底面が湾壁片曲す質・木でる。炭大 滑らかであ47 3 直—12① C6層 炉内滓 鉄滓 22. 0 16. 5 12. 7 2,590.4 り、炉 する。 T-123 
内面はガス 材き痕な気が付泡着が認めら

れる。

凹ざ凸のあ質るし不、で整焼気形泡士粒がを呈多がす付数着認る。すめ表るら面。れは
47 4 IM-11② 廃棄層 炉内滓 鉄滓 17. 9 14. 1 7. 0 735. 9 らざら 内 T-126 

面はガス
る。

厚木面み炭は湾材と痕凹曲す凸が付のる。着あ表する不面整は形ざを呈し、 底
47 5 IM-12 廃棄層 炉内滓 鉄滓 15. 2 19. 7 9. 5 2,291.0 

らざらし、 T-130 
る。内面は緻密で

ある。

凹凸のある扁ざ平らで不整木形炭材付を演着呈すすが付るる。着。
48 1 lM-12③ C6層 炉内滓 鉄滓 19. 6 14. 3 7. 3 870. 6 

表面はざら し、 T-120a 
する。底面には炉壁片が
内面は緻密である。

侶 2 IM-11④ C6層 炉内滓 鉄滓 13. 7 11. 7 3.8 296. 9 

1!!1凸のある扁平な不整形を呈すがる。付
表面はざらざらし、下面に小石
着する。内面はガス質で細かな気泡

T-118b 

が翻められる。

凹凸のある不整形をなし、ざ長ら軸方向

俎 3 IL-13④ 廃棄層 炉内滓 鉄滓 11. 0 15. 0 7.4 636.4 炭細に材湾か痕曲なす気が付泡る。着が認表す面はざら し質、木で T-133 
る。内面はガス
められる。

凹ざ凸のある三角形を呈すにる。木炭表材面は

48 4 IM-12① C6層 炉底滓 鉄滓 11.0 9.3 7. 0 385. 6 らざらしている。付上着す面 T-2 
痕鰍密、下面に粘士が る。内面は

である。

屈平広で中央が細まり、 両端端が部放は射枝状状
に がる形状を呈する。

49 1 製鉄炉2 A6層 流動滓 鉄滓 19. 9 12. 4 3. 6 541. 0 に派生する。 表面着はが破滑すれるら。かた状で内あり、 T--ii7 
下面には炉壁が付 面はガ
ス質で大きな気泡 況が表
面に認められる。

49 2 製鉄炉5 B7層 流動滓 鉄滓 13, 1 3, 5 2. 5 79, 5 
棒状を呈し、表面は滑らかで気あ泡る。、
内面はガス質、下部に細かな T--68 
上部に大きな気泡が認められる。

49 3 Ill-13③ BIO層 流動滓 鉄滓 11. 5 2. 9 1.8 32. 5 棒状小かを石呈なす気が付泡る。着が表す認面るめ。はられ滑内面るら。かはでガ、下
面で細に ス質 T-74 

扁平な不整形をなし、側面から枝状

に派生する状況が付ずみ着かられすに気るる。。泡表面は49 4 IL-13 直 流動滓 鉄滓 17. 9 11. 5 4.0 379. 8 滑らかで、小石が 内面は T-106 

緻ら密れであるが、わ が認め
る。

厚みのある棒状を呈する，炭細材表か痕面な気はが付泡滑
49 5 Ill~ll② C3層 流動滓 鉄滓 14. 3 9. 7 8. 3 886.4 らかであり、炉壁片・ 木 T-76 

着する。ら内面はガス質で
が露めれる。

厚みのある楕錆質なや気で円炉形下泡壁部がを認呈片にす細がめ付かるら。着れな表面は49 6 IM-13③ BIO層 流動滓 鉄滓 13. 7 11. 0 7.6 1,056.2 滑内面らかで、 す気泡る。、 T-75 
はガス

上部に大き気 れる。

49 7 Ill-12③ C5層 流動滓 鉄滓 15. 1 8. 7 7.8 400. 7 質凹ら凸かで気ので泡、あTがる-不多1に整数類認形似をめすならるすれ。。る内。表面面ははガ滑ス T-81 

厚滑みらのある不整形を呈す木でる。炭気表材内痕面がは
50 1 111-12① C6層 流動滓 鉄滓 16. 7 21.0 10. 4 2,680.0 

かであり、炉壁片・ が T-83 
付数認着すめる。内面はガス質 多

られる．
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鉄関運遺物観察表 Fo：鉄製品 D：羽口 T：炉壁・炉内滓・炉底滓・流動滓

lilil 番号 出土位置 ・位 種腿 材質 長 蝙 摩 1, 磁詈 メタル魔 備害 襲理蕃号(anl （叩） （叫

扁平で棒状を呈する 表面はざらざ
50 2 l],I-12③ C6層 流動滓 鉄滓 18. 1 6. o 4.1 279, 5 らしており小多石が付•着。内面はガス T-89 

質で気泡が数認められる。

厚みのある不整形を呈する。表面は

50 3 IM-12① C6層 流動滓 鉄滓 11. 5 15. I 9.9 1,340.0 滑らかでが付、着上部に炉壁片・下部に木
炭材痕 する。内面はガス質で

T-84 

気泡が多数認められる。

やや厚みのある不整形着．を呈し表面は
50 4 Ill-12① C6層 流動滓 鉄滓 15. 6 10. 5 4. 7 684. 7 滑でら気か泡で炉が壁多片が付 内面はガス T-85 

質 多数認められる。

50 5 u-11④ C6層 流動滓 鉄滓 20.2 12.. 9 4. 7 937. 7 
扁平な不整形壁を呈片すが付る。着表す面は滑内面ら
かであり、炉 る。
は緻密である，

T-82 

厚みのある不整形を片呈す・木る。炭表材面は
滑らかであり、炉壁 痕が

51 1 IK-1ゆ 廃棄層 流動滓 鉄滓 12.5 11. 4 8.2 1,141.2 付治、す上部る。で内面はガス質で下部で緻 T---98 
密 大きな気泡が認められ
る。

厚みのある棒状を呈す着する。る表面は滑

51 2 直—11② 廃棄層 流動滓 鉄滓 15. 9 B.2 5.6 451. 1 らかで下面に砂が付 。内面は T-91 
ガス質な気で泡下部で網かな気泡、上部で
大き が醗められる．

扁平スあき質でなり板気、で状炉泡下壁面をが呈する，着表面は滑らか
51 3 直—12① C6層 流動滓 鉄滓 20.9 10. 2 3.6 589. 8 で 片が付する。内面は T-88 

ガ に細かな気泡、上面に
大 屈められる．

厚みのある不整形を付呈か着すなす気る。泡る表。、面は
51 4 Ill-12③ C6層 流動滓 鉄滓 16. 2 10. 3 7.9 795. 1 滑らかで、炉壁片が 内面 T-86 

はガス質な気で下部に綱 上部
に大き 泡が認められる。

扁平な棒状をなし、 末あ小スき蝙石只なる部が笑し・1澄炉に、憎編壁があい片蓄たかでがめなる口塁表面は滑らかで

51 6 Ilt-12 C6層 流動滓 鉄滓 16. 9 4. 3 2.2 230. 7 気が纏認される。 T--90 
付する。内面はガ
かな気泡、上部で大
られる。

厚みのある不整形を呈する。付表着面は
滑らかであり、下部に砂が す

51 6 IL-15③ 廃棄層 流動滓 鉄滓 10.4 6. I 9.0 315. 9 る。 側面には炉壁片紅が付か着い気す浩る。、 内 T-104 

面はガス質な気で下部で 上
部で大き 湘が認められる。

51 7 IL-1⑲ 廃棄層 流動滓 鉄滓 8. 6 5. 9 4.1 113. 7 断あス面質りU下で字細面形にかを砂な呈気がす付泡る着が。認す表める面。らはれ内滑面るら。はかガで T-73 

扁平る形で先状端を部に向か端って部放は射枝状分にか広れ
が なす。末

52 I 直—11④ 廃棄層 流動滓 鉄滓 16. 7 9. 7 3.4 299. 9 して派生する。炭細材表か痕面なは滑らかであ T--92 
り、下面に木 がみられ多数る葎認内
面はガス質で 気泡が
される。

扁平泡る。な、棒上内状面部を呈スきし質、な表面は滑らかで
52 2 M-11④ C3層 流動滓 鉄滓 15.4 7.2 4.9 481. 7 

あ はガ で下部に細かな T-80 
気 に大 気泡が認められ
る、＇

扁平で棒状をなし、先端部であ着る。す

52 3 直―12③ C6層 流動滓 鉄滓 11. 3 3. 3 1.0 29. 7 
表面は滑らかであり、小石が付 T-87 
る。さ内面はガス質で繍かな気泡が聘
認れる。

52 4 ill-ll② C3層 流動滓 鉄滓 15. l 4.6 4.1 256. 9 
棒状を呈多．す量内る。木表炭材面はざらざらして
おり、 に 痕質でと炉気壁泡片多の付く
着する。 面はガス が

T-77 

みられる。

棒状緻面状密をに木なでをす炭呈あ材。るし痕。表、中央で傭面に広がる形52 5 IL-I⑱ 廃棄層 流動滓 鉄滓 12.2 4.2 2.8 67. 4 
面は滑らかであり、下

T-103 
が認められる。内面は

棒状を呈する．着表面は滑らかであ

52 6 IL-14c 廃棄層 流動滓 鉄滓 11. 5 3.2 2. 1 38. 3 
り、小石が付する。内面は徽密で T-102 
あるものの、わずかに細かな気泡が
認められる。

52 7 IK-11② ¢}層 流動滓 鉄滓 11. 7 
棒は状滑をなし、先端部にあた付る。着表面

2. 9 1.6 35. 7 らかでは緻、密下面でに小石が す T-79 
る。内面 ある．
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匿l晉 出エ位・ 層位 種因l 材貫 長 幅 犀 モ 直讐 メタル塵 偏 璽遷響雪
(C111) （叩I 1(111） 

52 8 IL-13② 廃棄層 流動滓 鉄滓 10. 0 2.4 1. 4 29.4 
棒状をなし、先端部にあたる。す表る。面
は滑らかであり、小石が付着 T--97 
内而は織密である。

62 ， IM:---11② C3層 流動滓 鉄禅 9.9 3. 1 1. 2 22.6 
棒状を呈すが付る。着表面は滑らかで、下
面に小石 する。内面は緻密で T-78 
ある。

52 10 IL-14@ 廃棄層 流動滓 鉄滓 7.4 3.8 2. 0 27.0 
炭棒派状生材を呈し表、末面端部はら枝か分でかれして

。 は滑 あ木
す痕がる認められる。 内面は緻り密、で T-101 

ある。

凹凸のある扁ざ平で不、整木炭形材を呈痕すが多る．数
54 1 SK18 1層床直 炉内滓 鉄滓 15. 3 13. 4 5. 5 468.8 表面はざら らし T-112 

みられる。ら内面がガス質で細かな気
泡が認めれる。

55 2 ll,1-13 n層 羽口 粘土 (17. 7) 12. 1 8. 5 818. 2 
内径6.4cm 基部欠損

D-55 
先端部～胴部

55 3 IM:-13 n層 羽口 粘士 (23. 5) 11. 2 11. 3 1,201.6 
内径5.3四基部欠損 ]}-54 
先端部～胴部

55 4 IM-13 n層 羽日 粘土 (20.0) 11. l 11. 2 851.2 内径4.7cm 基部欠損
先端部～胴部

]}-56 

55 5 IN-12 n層 羽口 粘士 (19. 5) (9. 4) 8. 5 537. 8 内径(4.4cm) 先端部下半・基部欠損 l>-37 
先端部～胴部

材断面ががL付字着状しに、湾表曲面すにる付。着内し面たは滓木に炭

55 6 表採 炉壁 粘土 20, 5 24. 8 7. 3 1, 586..2 よって滑らかである。内部はガス質 T-7 

で気泡が混多数じ認るめられ下る。部粘土のほ
かスサが ，炉壁

内面は未溶解の砂鉄が付着する。断

55 7 IL-13 確認面 炉壁 粘上 12. 4 14. 7 6. o 618. 2 面はガス土質ので小さな気泡がみられ
中る。部粘 ほかスサが混じる。炉壁

T---£ 

凹凸のある厖手のもので、部贔分的に

滑ざらかでいがとがあみ恵狐るる．紅もらじ甍れの＂る冒。iiiのる。炉、庄さ壁表断れ面錆面下る．はがは部 ら56 1 表採 炉壁 粘士 25. 4 27. 6 11. 4 3,340.0 らして し T--{J 
木で炭多材数痕の ガス質

粘土の
ほかスサ混 ． 

56 2 表採 炉壁 粘土 9. 3 9. 1 3. 5 170. 9 内面に滓の付着が認められ炉壁ない上。部摩？ 
滅によって角がとれる。

T-8b 

56 3 表採 炉壁 粘± 10. 3 6.6 2.1 123. 7 内面に滓の付着が認められない上。部摩？ 
誡によって角がとれる。炉壁

T-8a 

変内がる施。色面す炉はさ被れ壁る。熱上る。表部に粘面よって下部が暗灰色に56 4 I1,[-II n層 炉壁 粘土 12. 9 11. 3 3.8 344.2 
はヒピがみられナデ

T-3 
土のほかスサが混じ

炉壁

内面は上部に未溶解の砂鉄が残り上、

下部にざ滓らがざ付ら着ししてい質、る。下で細表部面は
56 5 表採 炉壁 粘土 12. 7 12. 3 6. 7 妬 3.7 部が ており が滑ら T-10 

かである。断面はガス かな気
泡が瀧認される．粘士のほかスサが
混じる。炉壁中部

56 6 Ill-11 n層 炉内滓 鉄滓 7.0 10. 2 4.3 260. 7 

゜
L 

凹ざ凸のある不整形を品す炭材る。底表が認面は
らざらしており、木 め T-166 

られる。

凹凸とざ厚ら気みがざ付泡のら着があし認す、る木不める整炭。ら材形れ内痕面をる。なは・す。 表57 1 廃滓場 表採 炉内滓 鉄滓 31. 6 23. 7 11. 4 5,130.0 
面は 炉壁

T-136 
片・小石 ガス質
で細かな

1!!1凸のある円ざ形らに近い形状を呈す
る。表面は ざらしており、木炭

67 2 IL-13 n層 炉内滓 鉄滓 12. 6 10. 7 4.6 660.0 材痕と小石が付着する 内面はガス
滓質で？細かな気泡が認め．られる。炉底

T-132 

凹凸のある木方形炭材を痕呈すと錆る。が表付着面すはざ
57 3 IJ,[-12 11層 炉内滓 鉄滓 16.1 11. 5 6.6 898. 9 らざらし、 T-128 

る。ら内面はガス質で細かな気泡が認
めれる。

凹ざ凸のある不整形を品す中央る。i表面は

57 4 直-12 n層 炉内滓 鉄滓 6,0 6.3 3.4 102.3 らざらし、 OO面から こ質向かっ T-129a 
て穴気が泡みられる。内面はガス で細
かな が認められる。
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図 詈号 出土位・ ・位 糧祠 材質 長 幅 厚 吐 議誓 メタル度 傭者 整111番弓（ロ (an) （ロ

凹凸のある不整形を呈面らすは中央ガる。スに表面は
57 5 IM-12 n層 炉内滓 鉄滓 4. 7 6. 3 3. 6 74. 5 

ざらざらし、側面か 向かっ
T-129b 

て穴気がみ泡られる。内 質で細
かな が認められる。

57 6 IL-12 II層 炉内滓 鉄滓 12. 5 13. 7 10. 1 973.0 

厚みをも壁がち湾片、凹曲凸のある不整形を呈

らし炉 ・ 痕が
し、底面 す木質炭でる。材細表面はざらざ

る。内面はガス かな付気着泡すが郭
T-127 

められる。

凹凸のは内り湾面あ、木曲はるす炭ガ円材形スる痕。質に近表でと細い面炉形壁はか状片なざ気がをら呈付泡ざ着がしら、底面 し
58 1 IL-14 n層 炉内滓 鉄滓 14.4 14, 5 7.0 696.8 てお す T-134 

る 。 認
められる．

棒状を呈し、末端が枝分かれして派
生する。付表着面すは滑らかであり、下面

68 2 IL-14 II層 流動滓 鉄滓 13. I 6. 9 2.5 100.0 に砂が る。で大内面はガス質で下 T-99 
部が緻密、上部 きな気泡が認め
られる。

部分的に厚先端みがあるものの、扁平で

68 3 IM-12 II層 流動滓 鉄滓 26.6 14. 7 6.6 1,163.9 
末端から に向かって広がる形状 T-93 
を呈する。表面砂は滑が付ら着かすで、る上面に
炉壁片、下面に 。

58 4 IL-14 11層 流動滓 鉄滓 11. 2 3. 4 1.4 33. 7 
棒状を呈し、先端。部内にあたる。表面
は滑らかである 面は緻密であ T-100 
る．

厚みのある不整形を呈す炉壁る。片表面は

58 5 IL-13 II層 流動滓 鉄滓 11. 3 9. 2 5.9 604, 5 滑らかであり、下面に ・木炭 T-95 
材痕が葎認される．内面は緻密であ
る。

59 1 IL-13 n層 流動滓 鉄滓 17. 7 II. 2 6.3 873. 6 

厚枝みのある不整形を呈し、末端部が

か分でかあれり、し炉て壁派生片す・木る．炭材表痕面はが付滑着ら T-96 

する。内面はガス質である。

破扁平でが庫不整認形さを呈する。 側全体面全は面に
面 れるため、 大き

59 2 IL-13 n層 流動滓 鉄滓 16.4 11. 2 5.2 914.9 
かったものと思われる。表面は滑ら T-94 
かで上あ部る。i内面はガス質で下部が緻
密、 こ大きな気泡が認められ
る．

厚付泡曲着みすがすの多る。数ある。認表る不面内め整面はら形を呈し、、で細炉下壁部かが湾59 3 表採 流動滓 鉄滓 14. 1 13.8 10. 7 1,824.0 
滑らかで 片が

T-106 
はガス質 な気
れる。
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写亘図版

第15号竪穴住居跡完掘 南より

第15号竪穴住居跡断面 東より

第15号竪穴住居跡断面（西半） 面より 第15号竪穴住居跡断面（東半） 南より

： 

第15号竪穴住居跡断面（面半） 東より 第15号竪穴住居跡断面（北半） 東より

写真図版 1
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嗚戸(3)遠跡II

第15号竪穴住居跡遺物出土状況

第15号竪穴住居跡石囲炉（炉1)断面

.
 ヽ

第15号竪穴住居跡地床炉（炉2)断面

第15号竪穴住居跡土器埋設炉（炉3)断面

北東より 第15号竪穴住居跡石囲炉（炉 1)完掘

南東よし） 第15号竪穴住居跡石囲炉（炉 1)検出

南東より

面西より

南東より 第15号竪穴住居箇地床炉•土器埋設炉（炉 2 • 3)検出 雨より

西より 第15号竪穴住居跡土器埋設炉（炉3)炉休土器出土状況 西より

写真図版 2
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写亘図版

整地範囲確認 南東より

I 

第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）完掘 北西より

写真固版 3
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嗚戸(3)遵跡II

第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）完掘① 南より 第20号性格不明遣構（粘土採掘坑跡）完掘② 北東よリ

第20号性格不明遣構（粘土採掘坑跡）完掘③ 北東より 第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）完掘④ 東より

第20号性格不明遣楕（粘土採掘坑跡）完掘⑤ 南東より 第20号性格不明遣構（粘土採掘坑跡）断面① 北東よリ

第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）断面② 北より 第20号性格不明遣構（粘土採掘坑跡）断面③ 北より

写真固版 4
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写亘図版

第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）断面④ 北より 第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）断面⑤ 東より

第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）断面⑥ 西より 第20号性格不明遺構（粘土採掘坑跡）断面⑦ 西より

整地層遺物出土状況①（図17-2) 南より 整地層遺物出土状況②（図17-1) 南西より

整地層遣物出土状況③（図17-5) 面より 整地層遺物出土状況④（図17-3) 南より

写真図版 5
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嗚戸(3)遵肪II

ー 、＿
1号製鉄炉完掘① 北東より

1号製鉄炉完掘② 北東より 1号製鉄炉断面① 北西より

•こ｀→いヽぷ°:で~

今̀．--―^`” ̀  
｀ .-： r 

. —•- -~ 千―.... ̀が・.... ---̀  ＂ 
9 、7-•• ~..i 可

ー 占

‘ -. 
しミ

鬼．

込 -
1号製鉄炉断面② 北西より 1号製鉄炉断面③ 北東より

写 真 図 版 6 
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写亘図版

1号製鉄炉鉄滓出土状況 北西より 1号製鉄炉鉄滓出土状況 北東より

1号製鉄炉掘方断面 北西より 1号製鉄炉断面④ 北より

1号製鉄炉検出 北東より 第 7号• 8号性格不明遺構完掘 西より

第 7号性格不明遺構断面 西より 第 8号性格不明遺構断面 西より

写真図版 7
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嗚戸(3)遺跡II

2号・ 3号製鉄炉完掘 東より

2号製鉄炉完掘 東より 2号製鉄炉断面 北西より

2号製鉄炉構築状況確認 東より 2号製鉄炉鉄滓出土状況 東より

写真図版 8
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写亘図版

2号製鉄炉羽口装着状況 南より 2号製鉄炉掘方断面 北より

3号製鉄炉完掘 東より 3号製鉄炉断面① 北より

3号製鉄炉断面② 北西より 3号製鉄炉鉄滓出土状況 東より

3号製鉄炉炭化材出土状況 北より 3号製鉄炉構築状況確認 東より

写真図版 9
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嗚戸(3)遣防II

3号製鉄炉掘方断面 北東より 3号製鉄炉前庭部掘方下赤化範囲 東より

2号・ 3号製鉄炉検出 東より

第25号性格不明遣構完掘 東より 第25号性格不明遺構断面 東より

写真図版 10
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写亘図版

4 号• 5号• 6号・ 7号製鉄炉完掘 東より

4号製鉄炉構築状況確認•前庭部 1 期目完掘 東より 4号製鉄炉断面① 北西より

4号製鉄炉断面② 北西より 4号製鉄炉断面③ 北西より

写真図版 11
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嗚戸(3)遠跡II

4号製鉄炉前庭部鉄滓出土状況 東より 4号製鉄炉掘方断面① 北西より

4号製鉄炉掘方断面② 東より 5号製鉄炉完掘 東より

5号製鉄炉断面① 南東より 5号製鉄炉断面② 南より

』らぢ：
一 盲 一 ・「 L9

5号製鉄炉鉄滓出土状況① 東より 5号製鉄炉鉄滓出土状況② 東より

写真図版 12
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写亘図版

5号製鉄炉掘方断面① 面東より 5号製鉄炉掘方断面② 東より

第22号・ 23号・ 24号性格不明遣構完掘 東より 第22号・ 23号性格不明遺構断面 東より

第23号性格不明遺構炭化物出土状況 北より 第23号性格不明遣構 ・3号製鉄炉断面 東より

第26号ピット完掘 東より 第26号ピット断面 東より

写真固版 13

- 19l-



嗚戸(3)遵跡II

6号製鉄炉構築状況確認 東より 6号製鉄炉断面① 北西より

6号製鉄炉断面② 北西より 6号製鉄炉断面③ 西より

6号製鉄炉断面④ 西より 6号製鉄炉鉄滓出土状 東より

6号製鉄炉炉体部断面① 東より 6号製鉄炉炉体部断面② 北西より

写真固版 14
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写亘図版

6号製鉄炉底面還元部分確認 東より 7号製鉄炉構築状況確認 東より

7号製鉄炉断面① 南東より 7号製鉄炉断面② 南より

7号製鉄炉 4層炭化物出土状況 東より 7号製鉄炉構築状況確認 西より

7号製鉄炉掘方完掘 東より 7号製鉄炉炉体部断面 東より

写真図版 15
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嗚戸(3)遵肪II

; 

第24号性格不明遺構完掘 東より 第24号性格不明遺構断面 面より

4号• 5号• 6号・ 7号製鉄炉掘方完掘 東より

4号• 5号• 6号・ 7号製鉄炉検出 東より

写真図版 16
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写亘図版

8 号• 9号・ 10号・ 11号・ 12号・ 13号製鉄炉完掘 南東より

8 号• 9号製鉄炉完掘 東より

写真図版 17
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嗚戸(3)遺跡II

8号製鉄炉完掘 南より 8号製鉄炉断面 南より

8号製鉄炉前庭部掘方完掘 東より 8号製鉄炉掘方断面 南より

8 号• 9号製鉄炉前庭部断面① 東より 8 号• 9号製鉄炉前庭部断面② 東より

8 号• 9号製鉄炉前庭部断面③ 東より 8号製鉄炉炉壁確認 東より

写真図版 18
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写亘図版

9号製鉄炉完掘 東より 9号製鉄炉完掘 南より

9号製鉄炉断面 面より 9号製鉄炉鉄滓出土状況 南より

9号製鉄炉前庭部完掘 東より 9号製鉄炉掘方断面① 南より

9号製鉄炉掘方断面② 面より 9号製鉄炉掘方完掘 東より

写真図版 19
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嗚戸(3)遣防II

8 号• 9号製鉄炉検出 東より

10号・ 11号・ 12号・ 13号製鉄炉完掘 東より

写真図版 20
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写亘図版

10号製鉄炉完掘 東より 10号製鉄炉断面 南より

10号製鉄炉遣物出土状況 東より 10号製鉄炉遣物出土状況 南より

10号製鉄炉掘方断面 南より 10号・ 11号製鉄炉完掘 東より

10号・ 11号製鉄炉完掘 南より 11号製鉄炉掘方断面 南より

写真図版 21
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嗚戸(3)遠跡II

』̀̀`＂●9

に一

11号製鉄炉前庭部遺物出土状況

12号製鉄炉断面

12号製鉄炉前庭部完掘

13号製鉄炉完掘

東より 12号・ 13号製鉄炉完掘 東より

南より 12号製鉄炉掘方断面 南より

東より 11号・ 12号・ 13号製鉄炉前庭部断面 西より

南より 13号製鉄炉断面 南より

写真図版 22
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写亘図版

10号・ 11号・ 12号・ 13号製鉄炉検出 東より

第11号性格不明遺構完掘 南東より 第12号性格不明遺構完掘 北東より

第11号・ 12号性格不明遺構断面 北より 第18号性格不明遺構完掘 面より

写真固版 23
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嗚戸(3)遵跡II

15号・ 16号製鉄炉完掘 東より

15号製鉄炉完掘 東より 15号製鉄炉断面 南より

16号製鉄炉完掘 東より 16号製鉄炉断面 南より

写真固版 24
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写亘図版

第9号性格不明遺構完掘 東より 第9号性格不明遺構断面 南より

第10号性格不明遺構完掘 東より 第13号性格不明遺構完掘 東より

第14号性格不明遺構完掘 南より 第14号性格不明遺構断面 南より

第15号性格不明遺構完掘 東より 第15号性格不明遺構断面 東より

写真図版 25
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嗚戸(3)遵肪II

第9号・ 10号・ 13号・ 14号・ 15号性格不明遺構完掘 南東より

15号・ 16号製鉄炉検出 東より

写真図版 26
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写亘図版

尻滓場完掘 東より

マ廷

辰滓場確認 面より

写真図版 27
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嗚戸(3)遺跡II

辰滓場遣物出土状況① 面より

廃滓場遣物出土状況② 東より 廃滓場遺物出土状況③ 東より

辰滓場羽口出土状況（図35-6) 面より 作業風景 西より

写真図版 28
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写亘図版

第14号土坑掘方完掘 北東より 第14号土坑火床面検出 北東より

第14号土坑炭化物検出 北東より 第15号土坑掘方完掘 北より

第15号土坑火床面検出 北東より 第15号土坑断面 北東より

第16号土坑完掘 面より 第16号土坑断面 面より

写真図版 29
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嗚戸(3)遣防II

第18号土坑完掘 北より 第18号土坑断面 北より

第9号焼土遺構完掘 東より 第9号焼土遣構断面 東より

第10号焼土遺構完掘 南西より 第10号焼土遺構断面 南西より

第 2号溝跡完掘 西より 第 2号溝跡 A-A` 断面 西より

写真図版 30
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写亘図版

第2号溝跡B-B' 断面 西より 第 5号溝跡完掘 南西より

第 6号溝跡完掘 面より 第 6号溝跡断面 東より

作棠風景 東より 作棠風景 北より

作業風景 南東より 作業風景 東より

写真図版 31
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嗚戸(3)遠跡II

8-3 

焼成粘土塊
9-4 

9-2 9-3 

写真図版32 第15号跡竪穴住居跡出土遺物(1)
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写真図版

9-6 9-7 
-8 

10-3 

0-2 

写真図版33 第15号跡竪穴住居跡出土遺物(2)

-211-



鳴戸(3)遺跡II

11-6 

11-7 

11-14 11-19 

12-2 

-4 12-5 

12-3 

12-6 3-1 

写真図版34 縄文時代の遺構外出土遺物
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写真図版
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写真図版35 整地層 ・廃滓場出土遺物
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嗚戸〔3）還跡II

36-4 

36-3 

36-7 

37-1 
37-3 

写真図版36 廃滓場出土遺物(1)
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写亘図版
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写真図版37 廃滓場出土遺物(2)
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嗚戸(3)選跡II
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写真図版38 廃滓場・焼土跡・溝跡・遺構外出土遺物
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40° 141 ° ～ 

為摯（3)滋囁鰺あじヶ量さ沢わ玄町ち.. 大..字..ざ舞まい戸と 02321 321111 46' 14' 
20140711 

4,000 
記録保存

20150421 調査
字あざ鳴なる戸と 55" 23" 

～ 
20150730 

所収造跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡 縄文 竪穴住居跡 l 縄文土器・石器 縄文中期後葉集落跡

製鉄炉15

鳴戸(3)遺跡
整地跡 1

土師器 ・須恵器・製鉄
岩木山北西麓の古

生産造
古代

廃滓場1
関連遺物（羽ロ・炉

代製鉄迫跡。生産
跡 土坑3 壁・鉄滓類）

迫構と共に廃滓場

性格不明造構19 も検出。

ピット10

不詳 古代以降
焼土遺構 2
溝跡 5 

鳴戸(3)遺跡は、岩木山に源流をもつ嗚沢川の河口に面 した、標高約34mの段丘
上に立地し、調査区の北側が沢により開析される。平成26• 27年度の2ヵ年にわた
る調査の結果、竪穴住居跡1棟、製鉄炉跡15基、土坑3基、焼土遺構2基、溝跡5
条、性格不明遣構19基、ピット10基を検出した。

竪穴住居跡は、床面より石囲炉、地床炉、土器埋設炉が各1基ずつ検出され、出
土遣物および住居形態から縄文時代中期後葉に帰属すると考えられる。

調査区東側の丘陵縁辺では、古代の製鉄炉とそれに関連する整地跡、性格不明遺

要 約
構、ピットを確認した。また製鉄炉のある斜面より低位からは廃滓場を検出 した。

製鉄炉の操業は、出士造物より 9世紀後半以降に位置づけられると考えられる。
性格不明遺構の中には、粘士採掘坑と考えられるものも含まれる。
製鉄炉は2~6基が近接して並ぶように確認された。近接する炉体部は重複する

ことがないものの、前庭部や廃滓場の士層断面から新IEI関係が捉えられた。
嗚戸（3)造跡は、本州北端にあたる津軽地方の日本海沿岸域に展開した製鉄遺

跡であり、製鉄炉と廃滓場、また鉄生産の作業工程を考える上で重要な粘士採掘坑
や整地跡が確認された。 これらは9世紀後半に遡る ことが明らかになり、古代の鉄
生産を考える上で負重な事例となった。
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